
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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忖度（そんたく）：他人の心情を推おし量ること、また、推し量って相手に配はい慮りょすること。

（出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）





























１．シワナシの森






　シワナシの森。

　それはクラッセルの町から南西、オークの国を挟んでちょうど反対側に存在している。

　シワナシという名の巨木がある以外は、なんてことのない、どこにでもある森である。

　だがそこは、バッシュにとって、思い出深い土地であった。

　戦争中、シワナシの森は激戦地だった。

　オーク族最強の氏族の領土であり、オーク族にとって最終防衛線ともいえる場所だった。

　ここが陥落すれば、オークは北にあるフェアリーの拠点と連携が取れなくなる。

　ゆえにエルフが猛攻撃を仕掛けてきたし、オークとフェアリーはそれに抵抗した。

　バッシュもまた、この森で幾度となく戦った。どこにどの草木が生えているとか、地形の起伏がどうなっているとか、そういったことまで熟知するほどに、走り回った。

　その甲か斐いあってか、オーク族はシワナシの森の防衛に成功した。

　犠牲は大きかった。シワナシの森の氏族長も死んだし、砦とりでもほとんど焼け落ちた。

　が、それでもこの森は、最後までオークのものだった。

　もしこの森が落とされていれば、オークとフェアリーは終戦を待たずして滅んでいたかもしれない。

　しかし、戦争というものは残酷である。

　終戦と同時に、オークが死に物狂いで守ったシワナシの森は、エルフのものとなった。

　それどころか、オーク族の領土であった森林地帯の六割がエルフのものとなった。二割をヒューマンが取り、オークは残り二割の土地で細々と暮らさざるを得なくなった。

　もっとも、オークが誇った三十を超える氏族のほとんどは滅びていたため、不都合はなかったが……。

「懐なつかしいっすね……」

「そうだな」

　そんな、奪われた森を目指し、バッシュは歩いていた。

　方向としては、オークの国に戻っているといっても過言ではないが、目的地がそっちの方向なのだから仕方がない。

「あ、旦那旦那！　ここ、覚えてるっすか！　ほら、旦那が満まん身しん創そう痍いで隠れてた穴っすよ！」

　と、ゼルが指さしたのは、一つの洞穴だ。

　熊が冬眠に使うようなその穴は、かつてバッシュが大怪け我がを負った際、追手から逃れるのに使った穴である。

「忘れるはずもない。お前がきてくれなければ死んでいた」

「まったまたぁ！　旦那があの程度で死ぬわけないじゃないっすかぁ！」

　当時は冬で、穴には熊もいた。

　なので、バッシュは熊を殺し、肉を食べて毛皮を纏まとい、糞ふん尿にょうを体に塗りつけて匂いを消し、熊のフリをして追手のエルフたちをやり過ごした。とはいえ、傷は深く、失った血の量も多く、戦いの中でゼルともはぐれたため、そのまま隠れ続けていればやがて死に至っただろう。

　ゼルが必死で探し、そして見つけてくれなければ、『オークの英雄ヒーロー』という存在が誕生することも無かったはずだ。

「そろそろか」

　バッシュがそう言うと同時に森が途切れ、川が姿を現した。

　二十メートルほどの川幅を持つ、流れの速い川。

　ヒューマンとエルフの国境線を示すアンメット川だ。この川を渡ればエルフの領地、シワナシの森となる。

　ちなみに、この川を北上していくと、支流であるバーグ川との合流地点がある。

　バーグ川とアンメット川の間に挟まっているのが、今のオークの領地だ。

「さて」

　バッシュは迷うことなく、川へと足を踏み入れた。

　アンメット川には、浅瀬になっていて、歩いて渡れる場所が、何か所か存在している。

　戦争中はそうした情報は機密であったが、今は特に秘匿されている、というわけではない。川の詳細情報を記したリザードマンの地図も販売されているぐらいだ。

　が、個人でこうした渡河可能な場所を知っている者は少数だろう。

　バッシュはその一人だ。

　ゆえにバッシュはザブザブと川を渡り始め……。

「あれ？　旦那、ここを渡るんすか？」

　ゼルに止められた。

「何か問題でもあるか？」

「いやー、問題っていうか……」

　今は長い長い戦争が終わり、どこも自国のことに精一杯になっている時期だ。

　他国に攻め入ろうなどと考えている国は、今のところ無い。

　エルフも例外ではない。戦争が終わった直後こそ、目を血走らせてオークとの国境を睨にらんでいたが、オークが出てこないことがわかってからは、あまり国境沿いを警戒しなくなった。

　もちろん、たまにはぐれオークが出没するがゆえ、まったく警戒していないわけではないが……。

　特に、このアンメット川は、ヒューマンとの国境だ。

　ヒューマンとエルフは良好な関係にあり、互いに豊かな国ということもあってか、オークとの国境より、さらに警備が手薄であった。

　恐らく、誰に見つかることもなく、シワナシの森に入ることができるだろう。

「さすがにちゃんと関所から入らないと、怒られるっすよ？」

「……そういうものか？」

「そういうものっす！」

　が、どれだけ警備兵の数が少なくとも、国境は国境だし、エルフはオークが自分たちの領土に来ることを警戒している。

　せっかく設けた関所を通ってきたのならまだしも、川を渡ってきたとなれば、問題にもなるだろう。

「そうか……では、どうすればいい？」

　バッシュはそれまで、道を通って堂々と真正面から入る、ということをほとんどしないで生きてきた。

　道無き道や獣道、隠し通路ばかりを通ってきた。

　そのため、自然と見つかりにくい道を通ろうとしてしまうのだ。

「ここから南下すれば橋があるっす。そこを通るっすよ」

「了解した」

　バッシュは頷うなずくと、川を南下し始めた。

　ゼルがこう言うのだから、きっと間違いないのだろうと思いつつ。




「……それにしても、ここもずいぶん変わったっすね」

　しばらくすると、ゼルがぽつりと言った。

　ここ、と言われバッシュも周囲を見渡す。

　青々と茂る木々に、透明度の高い川、聞こえる音といえば、サラサラと流れる川のせせらぎぐらいだ。

　川辺で魚を釣り、昼寝でもして過ごせば、最高だろう。

「そうだな」

　だが、バッシュたちの知るアンメット川は、こうではなかった。

　リザードマンの援軍を抑えるため、川は上流の方でせき止められ、水量は今の半分以下で、川幅も狭かった。せき止められている箇所で繰り広げられる戦いによって川の色はどす黒く染まり、数分毎ごとに死体が流れてきた。

　木々もまた、戦いの余波で燃えカスになったり、折れたり、枯れたりしていた。

　常にどこか遠くから音が聞こえた。オークのウォークライに、エルフの魔法詠唱、爆発音や剣けん戟げき。

　川のせせらぎの音など、聞こえるはずもなかった。

「いや、違うな。変わったんじゃない。元に戻ったんだ」

「おやおや、今日の旦那は詩人っすね！　でもその通りっすよ！　森ってのは元々こうなんす！　こうでなくっちゃいけないんっすよ！　青々と茂る木々、澄んだ川のせせらぎ、綺き麗れいなお花畑、陽気な太陽！　こういう森を飛び回るのは、ホントに気持ちいいんすから！」

「そうか、お前も普通のフェアリーのようなことを言うんだな」

「ちょ！　旦那、そりゃないっすよ！　まるでオレっちが普通のフェアリーじゃないみたいな！　オレっちといえば、フェアリーの中のフェアリーみたいなもんっすよ！　フェアリー・ザ・フェアリー！　オレっちがフェアリーじゃなかったら、一体だれがフェアリーなのか！　まぁ、普通のフェアリーみたいな暮らしに飽きたからここにいるわけっすけどね！」

「フッ……ん？」

　などと話をしていると、バッシュの鼻に、不快な匂いが届いた。

　肉の匂いだ。

　もっとも、普通の肉ではない。嗅ぎ慣れた、しかし嗅ぎたいわけではない肉。

　腐肉の匂い。

　しかも、食べられない腐肉の匂いだ。

　オークは状況によっては腐った肉でも食えるほど、頑丈な胃袋をしている。

　だが、そんなオークでも、食べないものはある。それは、人の肉だ。

　もちろん人とはオークに限らず、他種族の肉も含まれている。

　オークにも倫理観というものは存在する。戦前は他種族も平気で食っていたらしいが、互いに人間として争ったことで、同じ生物という自覚が芽生えたのだろう。

「……」

　バッシュが視線を巡らせると、川の向こう側にうごめくものがあった。

　目を凝らすと、それが肉だった。

　白みがかった茶色と、紫色のマーブル模様の肉、そのまま溶けてしまいそうなほどの腐敗具合だが、不思議と形を保っている。

　人の形だ。

　完全に腐りきった人の形をした肉。

「ゾンビっすね」

「ああ、ゾンビだ」

　ゾンビは、バッシュの方を一いち瞥べつすると、赤い瞳を爛らん々らんと輝かせ、川の方へと躍り出てきた。

　そしてバッシュの方へと走りだした。

　ゾンビは、なぜか生者を嫌う。生者を見つけると襲いかかってきて、その生命を奪おうとする。理由はわからない。自身が失った『生命』を持っている者への嫉妬か、はたまた死の神がそう命じたのか……。

　ゾンビはその習性に従い、バッシュの方へと走ってきて……。

　ドボンと川に落ち、流されていった。

「出るんすね、このへん」

「そのようだな」

　戦争の後、あるいは戦争中もであったが、様々な場所にアンデッドが出現した。

　特に激戦地ほど、ゾンビやスケルトンの出現率は高かった。強い恨みや、未練を持った者ほどアンデッド化しやすいというのが定説である。実際、激戦地となった土地は、「ここで負ければ国家存亡の危機である」といった場所が多い。

　戦士ウォーリアたちは気合を入れて戦い、そして死んでいった。

　死ぬわけにはいかぬ戦いで、死んでいった。

　口くち惜おしく、悔しく、死にきれない。ゆえに、アンデッドも多くなるというわけだ。

　シワナシの森は、まさにそういった土地だった。

　だから、ゾンビが出現するのも、さして珍しいことではない。

　そもそも今の世の中、ゾンビ自体は珍しくもない。

　オーク国でも、ゾンビやスケルトンは出現する。

　アンデッドの種類はオークに限らず、オーク国を攻めていたヒューマンやエルフも。

　フェアリー国も、ヒューマンやエルフといった、フェアリー国を攻めていた種族のアンデッドが稀まれに出現する。

　なら、ヒューマン国にだって出るだろうし、当然ながらエルフ国にだって出るだろう。

　ちなみにフェアリーゾンビは、今の所出現していない。

　日々をちゃらんぽらんに過ごすフェアリーは、未練など残さないのだ。

「行こう」

「そっすね」

　ゆえにバッシュたちも、先程見たゾンビはスルーして、エルフとの国境へと急ぐのだった。




　　　　◇




　関所の橋は、つい二年前にできたばかりのものだ。

　エルフとヒューマンの国の境目、ということでエルマン橋と呼ばれている。

　今後、エルフとヒューマンの国の間で交易が盛んになるように、また、エルフとヒューマンの友好を願って。

　そんな感じの建前で建造されたこの橋は、石造りの頑丈なもので、馬車が二台すれ違えるほどの幅がある。

　実際、エルフとヒューマンの間での交易は盛んに行われており、一時間に一度は商人の馬車が通過する。

　一時間に一度。決して多くはない。盛んになったと言っても、まだどこの国も国内の商業を活気づかせる時期だから、そんなものなのだ。

　一時間に一度しか通行が無いのであるから、見張りもたった二人だけである。

　本来なら、関税だのなんだのと設けるべきなのだろうが、四種族同盟の間では、まだそうしたことが明確に取り決められていなかった。

　戦争が長すぎて、戦争が起きる前にどうしていたのか、今後どうすればいいのか、誰もわかっていないのだ。

　もちろん戦時中は、同盟国への支援物資に税金を掛けることなどしていなかった。

　もし仮にしていたとしたら、ビースト族あたりの、金銭的な余裕の無い国が崩壊していたかもしれない。

　ともあれ、これから十数年掛けて、そういった所で問題が起きるなりなんなりして、法整備がされていくことだろう。

　さて、エルフとヒューマンの間、ひいては四種族同盟の間では、そんな感じのゆるい国交が行われているが……。

「おい止まれ！　貴様、オークだな！　何者だ！　なぜヒューマンの国から来た！　目的は何だ！　言え！」

　七種族連合に対しては別である。特にオークやサキュバスに対しては、終戦間ま際ぎわに激しい衝突を繰り返していたこともあって、過敏になっている。

　時折オークの国から流れてくるはぐれオークの存在も、それに拍車を掛けていた。

　野蛮で法を守らぬはぐれオークは、いつだって他国に迷惑を掛けるのだ。

　なのでバッシュは当然のように、二人の若いエルフから弓を向けられた。

「俺の名はバッシュ。あるものを探して旅をしている。ヒューマンの将軍ヒューストンより、ここに俺の探し求めるものがあるかもしれないという情報を聞き、やってきた」

「バッシュ？　ヒューストン将軍から……？」

　バッシュを睨にらむ二人の男性エルフ。

　若いエルフなのだろう。戦争に参加していなかったか、あるいは終戦間際に兵役についたぐらいの。でなければ、バッシュの名を聞いて震え上がらぬはずはないし、そもそもバッシュを間合いの内側に入れることもしなかったはずだ。

　歴戦のエルフは森に溶け込み、姿を隠し、決してオークの間合いの内側に入らずに、殺せるという意思表示をしつつ、尋問を行う。

　そうしないのは、新兵だけだ。

「おい、聞いてるか？」

「いや、聞いてねえぞ。オークが来るなんて」

「情報を聞いたってだけだし、単なるただの旅人じゃねえのか？」

「なら、通していいのか？」

「でも、はぐれオークは通すなって……はぐれなのか？」

「はぐれの見分けなんかつかねえよ」

　バッシュの堂々とした態度に、途端にまごまごし始める二人。

　はぐれオークであれば、こうして足止めをした時点で襲いかかってくるものだ。

　あるいは、呼び止めるまでもなく、ウォークライと共に突っ込んできて、そのまま戦闘に入る。

　そうじゃないというだけで、はぐれオークじゃないかもと思えるが……しかし、目の前のオークが噓うそをついている可能性もあった。容易には判断できない。

「ちょっといいっすか、お二人さん、この旦那ははぐれオークじゃないっすよ！」

　そこにしゃしゃり出てくるのがゼルだ。

　ゼルはふよふよとエルフの前を飛び回ると、華麗に演説を始めた。

「畏れ多くもこのお方こそが、オークの大英雄バッシュ様っス！　オークの国の大要人！　まさにＶＩＰ！　それほどのお方が旅をしているんすから、当然オークキング様の許可を得ているっす！　この人をはぐれオークと言うんじゃあ、オークの国にいる全てのオークがはぐれ者ってことになっちまいますって！　さぁさ、はやく道を開けて欲しいっす！」

　その後、ゼルの口からバッシュを褒め称たたえる単語がずらずらと並べ立てられた。

　最強、無敵、無双、猛も者さ……年寄りのエルフが自分語りをする時に頻発しそうな単語の羅列に、エルフの若者たちは顔をしかめた。

「知ってるか？」

「オークの有名人なんか知るわけねえだろ。噓ついてんじゃねえのか？」

「怪しいな」

「ああ、実に怪しい。フェアリーの言葉なんか信じられるか」

　エルフにはこんな格言がある。

『妖精の道案内は大火傷おおやけどの元』。

　かつてエルフの旅人がいた。

　彼は、旅の最中に、水筒に穴が空いているのに気づいた。

　水筒の穴はすぐにふさいだが、こぼれてしまった水はもう無い。

　喉はカラカラ、頭もフラフラ、水源を求めて森を彷徨さまよっていると、フェアリーが現れ、こう言った。

「こっちっすよこっち、水あるっす！　めっちゃあるっす！　間違いなくあるっす！」

　エルフの旅人はこの言葉を信じてフェアリーを追いかけた。

　すると、確かに水場があった。エルフの若者は喜び勇んで水に飛び込んだ。

　次の瞬間、エルフは悲鳴を上げた。最初は気づかなかったが、その水は温泉だったのだ。

　全身に火傷を負ったエルフを見て、フェアリーはケラケラ笑ったという。

　要するにフェアリーは適当なことしか言わないから、重要な決断をする材料にしてはいけない、という意味だ。

　もっとも、そうした格言が広まりだしたのは、ここ最近だ。

　戦争中のエルフの国に、そんな余裕は無かった。

　大方、戦争中にどこぞのフェアリーに騙だまされたことで、そうした格言が生まれたのだろう。

　ともあれ、二人のエルフに、どいてくれるような気配は無かった。

「通さないということか？」

「そうだ！　オーク風ふ情ぜいがエルフの国に入れると思うな！」

「むぅ……」

　そうなると、バッシュの方も困ってしまう。

　もし何の情報も無くこの場にいるのであれば、「じゃあ別の国に行ってみるか」と、あっさり方向転換しただろう。

　だが、今はあの『豚殺しのヒューストン』の情報で動いているのだ。

　バッシュは、このシワナシの森には、自分の妻になってくれる、美しいエルフがいるに違いないと思っていた。

　旅の目的を考えれば、これをスルーするわけにはいかない。

　もちろん、これは個人の目的であるから、大義名分というわけではない。

　押し通る理由にはならない。

　とはいえ、単にオークであることが理由で入国を拒否されるというのなら、バッシュも引き下がれなかった。エルフの国との条約に『オークの一切を迎え入れない』などという文は存在していないのだから。

　バッシュに落ち度は無いのだ。

「おい、お前たち、何をしている？　道を塞ぐな！」

　と、そこに一台の馬車が通りがかった。

　ヒューマンの国からエルフの国へと進む馬車だ。

　馬車はバッシュのすぐ後ろでとまると、御者台に座った男がそう叫んだ。

　サラサラの金髪に、長い耳をした男……エルフだった。国境警備の兵と似たような服装をしている所を見ると、軍属だろう。

「エルフの国に入国したいと言ったが、通してもらえなくてな」

「ん？　オーク……？」

　御者はバッシュの姿を認めると、訝いぶかしげな視線を送った。

　だが、すぐに警備兵の方へと視線を変えた。

　得体のしれないオークより、自国の警備兵に話を聞いた方が早い、という判断だろう。

「おい、どういうことだ、説明しろ！」

「ハッ！」

　どうやら御者台の男は、国境警備兵よりも偉かったらしい。

　エルフ兵の二人は直立不動になると、事情を説明しはじめた。

　いきなりオークが現れ、探し物があるから入国したいと言い出したこと。

　怪しげなフェアリーが一緒だということ。

　はぐれオークではなく、ただの旅人だと主張しているということ。しかし、どう考えても怪しいので、通行止めをしていたということ。

「そこのオーク、今の話は本当か？」

「本当だ。俺ははぐれオークではない」

「誓えるか？」

「偉大なるオークキング・ネメシスに誓おう」

　その言葉に、御者は「ほう」と息を吐いた。

　彼は、オークの宣誓の意味を知っていた。

　この宣言ができるのは、オーク社会においてもほんの一握り、大戦グレイトウ士長ォーロード以上の戦士ウォーリアだけであり、オークキングの名に於おいて誓うということは、噓だったら死罪をも受け入れるという意味ということを。

　つまり、目の前にいるこのオークは、オーク国で立場のある人物であり、そんな人物が国外を出歩くことを、オークキングが了承しているということだ。

　とはいえ、そうなると別の疑問が浮上してくる。

　なぜ、彼はここにいるのか。

　探し物というのは、一体何なのか……。

　それがわからないのであれば、通すべきではないのではないか……。

「いいじゃないか、別に、通してやれば」

　そう発言したのは、御者ではない。

　発言は馬車の中から発せられた。

　女の声だった。

「戦争は終わったし、オークは約束を守っている。確かにはぐれオークもたまにいるが……オークキングから許可を得た、ちゃんとした旅人だっていうなら、イジワルしなくてもいいだろ？」

　思わぬ助け舟に、バッシュの胸がキュンと高鳴った。

　エルフの女の透き通るような声は、いつだってオークを魅了するのだ。

「しかしソニア様、オークが旅など、聞いたこともありません」

「戦争から三年も経たったんだ。オークにだって旅に出る奴やつぐらいいるさ。それに、ネメシスの奴がそれを許したっていうんなら、はぐれじゃないだろ。な？」

「証文も無いのに、信じられますか？」

「はぁ？　お前、オークがオークキングの名前を出す意味を知らないのか？」

「存じておりますが、はぐれオークというものは、オークキングの命令に従わない者たちですので……口から出まかせを言っている可能性も」

「あるな！　でも、考えてみろ。オークが本気で国に入りたいって思ったんなら、こっそりアンメット川を渡ればいいんだ。今までのはぐれオークはみんなそうだったろ？　それが、真正面から堂々ときて、オークキングとヒューストンの名前を出して、入れてくれって言ってるんだぞ？　あのヒューストンだぞ、『豚殺し』の。噓つくにしてももう少しマシな名前出すだろ？　な？」

「うーむ、確かに……ともあれ、ソニア様がそうおっしゃるのであれば。おい、お前たち、道を開けてやれ！」

　御者がそう言うと、エルフ兵たちはすぐさま弓をおろし、どうぞと言わんばかりにバッシュに道を譲った。

　それを確認すると、御者は馬に鞭むちを入れる。

　馬車はバッシュを追い抜いて、橋を進み始めた。バッシュは馬車に道を譲りつつ、見上げて一言、

「感謝する」

　と、告げた。

　その返事をしたのは、御者ではなかった。

「ん、気にするな！　今は平和な時代だからな！」

　馬車の窓から顔を見せたのは、美しいエルフの女性だった。
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　高い鼻に、切れ長の青い目、尖とがった顎、長い耳。顔は小顔で、胸もエルフらしく小ぶり。

　恐らくはメイジなのだろう。鍔つば広びろの帽子をサラサラとした金髪を押さえつけるように被かぶっていて、服装もエルフらしい深緑色のローブだ。

「ま、私もこう見えて偉いからな、これぐらいは……なっ！　おまっ！　グゲャッ！」

　馬車から顔を出した女性は、バッシュの顔を見た途端、跳ねた。

　そのまま、馬車の窓枠に脳天を打ち付け、カエルが潰れたような声と共に、馬車の中へとフェードアウトしていった。

　馬車の中でもう一度だけゴンッという鈍い音が聞こえたが、同時に馬車が石を踏んでガコンと大きな音を立てたので、その音は御者には聞こえなかったろう。

　女性は恐らく馬車の中で気絶したのだろうが、それに気づいている者は誰もいない。

　あるいは平常時であれば、バッシュが気づいたであろう。

　だが、今の彼はそれどころではなかった。

「なんと美しい……」

　久しぶりに見たエルフの女性。

　それも、まさにエルフといった風ふ情ぜいの美しいエルフ。エルフ女性の理想を体現したかのような彼女に、バッシュは心を奪われていた。

　ああ、エルフの女性は、なんと美しいのだろうか。

　今まで敵だったのでまともに見たことは無かったが、まさに理想だ。ヒューマンはどれだけ美しい女性でも、どこか丸みを帯びているが、エルフにはそれが無い。

　まるで抜き身のナイフのような美しさがある。

　どちらも捨てがたい。だが、美しさという観点で言うのであれば、間違いなくエルフだ。

　やはり、ヒューストンの言っていたことは本当だったのだ。

　自分の女神は、この地にいたのだ、と。

「あれ……？　今のエルフ、どっかで見たことあるような？」

　ゼルは首をかしげていたが、バッシュにはそんなこと、どうでもよかった。

　はやくエルフの女と仲良くなるべく、町へと足を速めるのだった。











２．エルフの町






　エルフの国シワナシ森の町。

　バッシュがそこに足を踏み入れると、途端に衛兵に周囲を囲まれた。

　だが、バッシュが堂々と名乗ると、衛兵の一人が「先程ソニア様が入国を許されたと連絡があったぞ」と言い出すと、衛兵たちは「さすがソニア様だ」「思う所もあるだろうに……なんてお心が広いんだ」などと口々に言い合いつつ、解散した。

　バッシュは国境で助けてくれた麗うるわしいエルフの君に感謝をしつつも、町へと入り込んだ。

　エルフの町の造り方は、石と木を組み合わせたヒューマンの町と違い、木だけが使われている。

　町の入り口に、外からの客を迎えるための宿や店などが立ち並んでいるのは、ヒューマンの町と一緒。

　違うのは、ヒューマンの町の中心付近には城や屋や敷しきがあるのに対し、エルフの町の中心には、バッシュが三十人ぐらい両手をつなげて輪を作ったのと同じぐらいの太い木が立っていることか。

　高い階級のエルフたちは、その木の上に建物を作り、そこに住んでいる。

　この木の名はシワナシ。

　木の名前がそのまま森の、ひいては町の名前になっているのだ。

　町に入ったバッシュたちの目に飛び込んできたのは、赤と黄色のカラフルな家屋だ。

「エルフの町も、ずいぶんと変わったな」

　バッシュはそれを見て、ぽつりとそう呟つぶやいた。

　戦争中、バッシュは何度かエルフの集落を攻撃したことがある。

　バッシュの記憶にあるエルフの家屋は、常に枝葉を括くくりつけた網や、緑と茶色の迷彩模様の布で覆われていた。

　一目見ただけでは建物の正確な数や大きさはもちろん、そこに建物があることすら判別が難しいほどだった。

「うひゃー、ずいぶんお花畑みたいな色っすね！　戦争が終わったから、エルフもオシャレに目覚めたんスかね？」

「町を隠す必要が無くなっただけだろう。カモフラージュの下は、元からこんな色だ」

「ふーん……それにしても、随分と他種族が多いっすね」

「そうだな」

　バッシュが道を歩いていると、エルフ以外の種族の姿が多く見られた。

　見慣れたヒューマン、毛深く特徴的な鼻を持つビースト、背丈が低く髭ひげを生やしたドワーフ……主に四種族同盟だった国の者たちだが、いくら飛び地とはいえ、これだけ他種族がいるのは珍しい。

　ちなみに、最も多いのはヒューマンだ。

　しかも、なぜかヒューマンの脇には、エルフの異性がくっついていることが多かった。

　これは、なかなか珍しい光景だ。

　排他的なエルフが、これほどヒューマンに心を許すなど。何かおかしなことが起きている気がする。バッシュの卓越した戦闘的勘は、そう告げていた。

「何か、おかしいな」

「そっすね。エルフって言えばもっとこう、喧けん嘩かっぱやいイメージあるっすけど」

　エルフと言えば、排他的で攻撃的。

　その上秘密主義で、己の縄張りに侵入してきた他種族はすぐに排除しようと動くと言われている。

　エルフは最後の十数年以外、たとえ同盟国であっても他種族の軍隊を町に逗とう留りゅうさせることすら拒んだらしい。

　だというのに、町の中は他種族であふれている。

　バッシュが簡単に町に入れたのも不思議だ。いかに偉い人物の一声があったとはいえ、オークをこうも簡単に中に入れてしまうなど、常識的に考えてありえない話だった。

「多分、祭りでもあるんすよ！　ちょっと聞いてくるっす！」

　思い立ったが吉日と言わんばかりに、ゼルがカップルの方へと飛んでいく。

　バッシュはそれを止めることなく、歩きながら通りを行く人々を見ていた。

　彼にとって、エルフの女性を眺めることは、それだけで目の保養となるからだ。

　無遠慮な目で道行く人々を見ていると、バッシュはあることに気がついた。

　エルフは女性ばかりだ。

　男性エルフも多少はいるものの、その数は少ない。しかし、通りを歩く人々が女性ばかりかというと、そうでもない。

　エルフ以外の種族は、ほとんどが男性であった。しかも他種族の男たちはエルフと腕を組んでいたり、手をつないでいたりすることが多かった。

　男性と一緒の女性エルフは、実に幸せそうな表情で男を見ている。

　仲睦むつまじい、という言葉がそっくりそのまま当てはまるような光景だ。

　男性と仲睦まじく歩く女性エルフの中には、お腹なかをぽっこりと膨らませている者もいる。

　妊娠しているのだ。男性の方も幸せそうな顔をしている所を見ると、どうやら番つがいであるらしい。エルフが他種族の男と。

　ちなみに、それを見る単独の女性エルフの中には、死んだ魚のような濁った目をしている者も多かった。

　恨みと憎しみを込めた、淀よどんだ目。

　戦争中に何度も見たことのある目だ。

　しかし、戦争は終わり、これだけ平和な空気のある町で、なぜ……？

「……」

　疑問は絶えない。

　バッシュは訝いぶかしみつつ、通りを歩いた。すると、公園のような所で、一人のヒューマン男性に対し、三人のエルフ女性が言い寄っているのを発見した。

「私ってば料理が上手だし、よく気がつくって言われてるの。本当よ」

「あたしが一番あなたのことが好きよ。それだけは負けないわ」

「私は尽くすタイプなの、私と結婚してくれたら、絶対に後悔させない」

　そんな口説き文句に、男性の方はというと鼻の下をだらっと伸ばしつつ、「いやぁ、参ったなぁ〜。なかなか選べないなぁ〜」なんて言っている。

　実に羨ましい光景である。

　バッシュの目から見ても、三人のエルフ女性は見目麗しかった。

　誰もがスラッとしており、切れ長の目に、美しい金髪……。

　それぞれ顔に傷があったり、指が二本ほど無かったり、片目がつぶれていたりしていたが、バッシュからするとマイナスにはなりえない。

　体の傷は長い戦争を戦い抜いた証あかし。戦士ウォーリアの誇りだ。

　体つきも、エルフにしてはガッシリしていて、丈夫そうであるし、元気な子供を産みそうだ。どれを妻にしても後悔はしないだろう。

　バッシュは、自分だったらさっさと一人を選び、童貞を捨てて幸せな家族生活を送るだろうと考えていた。

　まぁ、考えてもむなしいだけであったが。

「……あ？」

　と、エルフの一人がバッシュの視線に気づいた。

「んだよ？」

　途端、彼女の瞳孔が殺し屋のようにすぼまった。

　次の瞬間、三人が一斉にバッシュの方を向いた。空気に一気に殺気が混じる。

「おい、何見てんだよ。オークごときが、ガン付けてんじゃねえぞ」

「あたいらエルフ国第三十一独立分隊とやりあいてぇってのか？　そもそもどっから入りこんできたんだおめぇ、はぐれじゃなさそうだが」

「てか、こいつどっかで見たことなくね？」

「知らねえよ。オークの見分けなんか付くわけねえだろ……いや、でもどっかで見たか？」

「大隊長とかじゃねえの？　鎧よろいきてねえだけで」

　突然の豹ひょう変へんに、バッシュはやや戸惑った。

　だが、むしろエルフの戦士らしいなと思った。そうだ。やはりエルフはこうでなくてはいけない。排他的で攻撃的。他種族を見たら嚙かみ付いてくるぐらいがちょうどいい。

　エルフ国第三十一独立分隊という部隊名に聞き覚えは無いが、彼女らはまさに戦争を戦い抜いた、生え抜きの戦士なのだろう。

「すまん。少し不思議に思っていただけだ」

「あ？　なにがよ」

「なぜ、三人のエルフが一人のヒューマンを取り合っているのか、と」

「……」

　エルフ女性の三人は、ぽかんと顔を見合わせた。

　だが、数秒ほどすると、顔を真っ赤にして立ち上がり、バッシュの方を睨にらんできた。

「喧嘩売ってんだなてめぇ、あ？」

「あたいらががっついたハイエナみてぇに見えるってか、えぇ？」

「ぶっ殺されてぇんだな、そうなんだな」

　胸ぐらを摑つかまんばかりの距離まで詰め寄られ、バッシュはたじたじとなった。

「いや……」

　三人のエルフからは、なんともいい匂いがしたからだ。

　しかも彼女らは、エルフにしては肌の露出が多い服を身に着けていて、白い肩や、胸元が覗のぞいている。

　そんなに詰め寄られてしまっては、バッシュの股間も大きくなりかねない。

　バッシュは半歩ほど後ずさりしつつ、彼女らの問いに答える。

「そのつもりはない。喧嘩を売るならもっとわかりやすく売る」

「へぇ、あたいらにとっちゃ、だいぶわかりやすい喧嘩の売り方だったけどなぁ？　あぁ？」

「それはすまない。ただ、この国に来たばかりで、わからないことだらけなのだ。なぜ他種族の男がこれほどいて、エルフの女性と歩いているのか……」

　バッシュが正直にそう言うと、エルフの女性たちは再度顔を見合わせ「マジ？」という顔をした。

　そして、もう一度バッシュの顔を見てくる。

　その熱い視線に、バッシュの胸がドキドキと鳴り響いた。戦場でも、これほど心拍数が上がることは稀まれだったろう。

「チッ、マジでわかってねぇらしいな」

「ハァ……ったくよう」

　一人が肩をすくめ、一人が溜ため息いきを吐つく。

　そして最後の一人が、シッシッとバッシュを手で払った。

「そういうことなら見逃してやる。行きな。ぶっ飛ばされねえうちにな」

「……わかった。失礼する」

　バッシュは名残惜しそうにその場を離れた。

　もう少し、このエルフの女性たちと会話をしていたかった。

　一人のヒューマンを取り合っている理由を知りたかったし、なによりエルフ女性の声は心地が良い。ドスがきいていてもなお。

　だが、行けと言われて従わないわけにはいかない。

　これ以上ここにいれば、喧嘩になってしまう。

　バッシュはオークだ。喧嘩を売られれば買うのに躊ちゅう躇ちょしない。

　だが、バッシュがほしいのは喧嘩相手ではない。結婚相手なのだ。

　喧嘩に勝ったとしても、彼女らと結婚することができないのは明白だった。

「い、いや……ごめんね、どうも僕は、はは、君たちとは少し合わないみたいだから、ここで失礼させてもらうよ、ははは……」

「え、待って待って。今のは違うのよ！　本当に！」

「そうなの！　違うの。オークって、気に入らない男はすぐに喧嘩して潰しちゃうから……そう、あなたを守ろうとしたの」

「あたし、あなたのためだったらドラゴンとも戦えるわ。本当よ。だってあたし、尽くす女だもの」

　背後からそんなやり取りが聞こえてきたが、バッシュは振り返らない。

　喧嘩を買わなかった場合、何を言われても振り返らずにその場を去るのがマナーだ。

　オークにとって、振り返って相手を見るということは「やっぱりその喧嘩、買います」と言うのと同義なのだ。

　ちなみに喧嘩を売る側も、買って欲しいから挑発を繰り返すものだ。

「……ふぅ」

　エルフたちと十分に距離を取ったのち、バッシュは道端にあった木に背を預けた。

　わからないことだらけである。

　なぜかエルフの町中を歩き回る他種族の男性。なぜか少ないエルフ男性。なぜか他種族の男に群がるエルフ女性……。

　とはいえ、よく見てみると、他種族の男性と歩いているのは、元兵士だった者が多いようだった。

　全体的に物腰が鋭いし、動きもキビキビしている。体に欠損がある者も多い。

　何か、軍隊に纏まつわる祭りでもあるのだろうか……。

「ちょ！　ちょ！　ちょ！」

　バッシュがそう思っていると、前方から何やら光る物体が飛んできた。

　その飛行物体は、まっすぐにバッシュの方に飛んでくると、ベタリとバッシュの顔に張り付いた。

「ちょ、ちょ、ちょ！　旦那！　旦那！　大変っす！　大変っすよ！」

　ゼルである。

　さもあらん。バッシュの顔めがけてわざわざ張り付いてくる命知らずの飛行物体など、そういない。

「どうした？」

「ヤバイ事実が判明したっす！　ヤバイっす！　マジヤバイっす！」

　バッシュは、己の顔に張り付いたフェアリーを引き剝がすと、聞いた。

　フェアリーは、真っ青とも真っ赤とも言い難がたい、絶妙な顔をしていた。

　動揺しているのは間違いない。同時に興奮もしているようだ。

　このフェアリーがここまで心を乱すのは珍しい。

　いつだって能天気で、いつだって気楽なゼルが、慌てふためき、バッシュの顔に張り付くなど、戦中でも、数えるほど……確か、このシワナシの森での戦いぐらい……いや、その前にもあった、サンドリオンの丘の戦いで、でも確かハニーフォレストの戦いでも……意外とあったか……。

　ともあれ、ゼルがこうして慌てふためく時は、必ず重大な事実が発覚した時だった。

　オークの氏族長バラベンが死んだ時、デーモン王ゲディグズが討たれた時、謀む反ほんを起こされたキラービークイーンが娘に食われた時……他にもいくつか。

　どれも衝撃的で、どれも脱力するような悲報だった。

　何が起きたというのか。

「落ち着け」

　バッシュは飛び回るフェアリーをむんずとつかんで落ち着かせ、話を聞く。

　何を聞かされるのか。

　しかし何を聞かされても問題ない。バッシュはオークの英雄だ。どんな不利な戦いであろうと、覚悟はできている。たとえその戦いが必至であっても、オークらしく戦って散る覚悟が。だが、戦いと関係が無い場合、辛つらい気持ちにはなる。

　まさか、オークキング・ネメシスの身に何か……？

　オークの国に危機が？

　不安に苛さいなまれながら、バッシュは聞く。

「何があった？」

「なんと、なんと、なんとですよ！　今、エルフの国では……」

　興奮のまま、フェアリーは言った。

　衝撃的な事実を。

　今までの疑問に対する答えを。

「異種族との結婚がブームらしいっす！」

　とんでもない朗報を。











３．有益な情報






　エルフ。

　種族的な平均寿命は約五百歳。

　主な生息域はヴァストニア大陸の南西側の森だが、南東部や北西部にも広く分布している。排他的で攻撃的でプライドが高く、己の縄張りに侵入してきた他種族に対してはすぐに排除しようとする。

　全体的な個体数は少なく、体も大きいわけではないが、剣と弓、水と風の魔法の扱いと、隠おん密みつ性に優れており、長寿ということもあって歴戦の戦士ウォーリアが多く、全体的に見て精強である。

　……というのが、戦時中に他種族が持っていた認識である。

　概おおむね間違ってはいない。

　一つだけ違う点があるとするのであれば、すでに排他的ではないということだろうか。

　長く続いた戦争が終わり、エルフの国にも、新しい風が吹き始めていたのだ。

　特に他種族、ヒューマンやドワーフといったかつての同盟国との交流が盛んになった。

　交易はもちろん、単なる旅行まで。長寿のエルフといえども、今は全ての個体が戦中の生まれだ。最長老の者ですら、世間知らずが多い。

　俺たちは長寿で物知り、お前たちは短命で物を知らぬ馬鹿、というのがエルフのデファクトスタンダードだったが、戦後になってみると、はて、自分たちは物知りというが、一体何を知っているのだろう……となってしまったわけだ。

　長い戦争で、エルフの知恵と知識の蓄積も、全て消えてしまっていた。書物も残っていない。

　裏打ちされるものが無いとなれば、高いプライドを持つエルフも減ってくる。

　そうした理由で、今のエルフは伝統をかなぐり捨て、他国の文化を取り入れまくった、多彩な国へと変貌しようとしていた。

　もうあと千年もすれば、知恵と知識が蓄積されなおして、プライドも右肩上がりとなるのだろうが……ともあれ今は、自国を復興することが最優先であった。

　さて、国の復興には、必ずあるものが必要となる。

　現在、ほとんどの国で足りていないそれは、エルフの国とて例外ではない。

　そう、人口だ。

　そうして始まったのはベビーブーム……ひいては結婚ブームであった。

　エルフの特権階級、俗にハイエルフと呼ばれる者たちから始まったそれは、エルフ庶民にも伝わっていった。

　結婚せよ。産めよ。増やせよ。

　とはいえ、エルフは戦争により、少ない個体数をさらに少なくしていた。

　特に、サキュバス軍と正面衝突を繰り返したエルフ国は、男性の戦死者が多く、女性があぶれる結果となった。

　エルフがドワーフのように一夫多妻制であればそれでも問題なかっただろうが、エルフの常識では、結婚相手が死ぬまで唯ただ一人を愛し続けるのだ。

　そこで、エルフ王ノースポールは、ある政策を打ち出した。

『ハーフエルフ政策』と呼ばれるそれは、エルフと結婚してくれた他種族男性に、国籍と補助金を与えるというもの。

　他種族男性を誘致し、エルフ女性と結婚してもらおう、という目もく論ろ見みがあった。

　目論見は成功。

　特に戦争中にエルフの美しさに心を打たれた者の多いヒューマンがその政策に乗り、鼻の下を伸ばした男性が多くエルフ国へとやってきた。

　そんなことをして、国中がハーフエルフだらけになってしまったらどうするのだ。

　そういった声もあったが、何しろエルフは長い寿命を持つ、気の長い種族である。

　あるタイミングで政策を打ち切れば、ハーフエルフは純血であるハイエルフと交わるようになり、それを繰り返せばいずれ他種族の血が薄れ、純血に近いエルフばかりに戻ると考えていた。

　そんなわけで、現在エルフの国は、エルフと結婚したいという他種族と、エルフの国でもあぶれたエルフ女性で溢あふれており、各所で婚活が行われているというわけである。

　他種族との結婚が忌避されないこの状況。

　バッシュにとって千載一遇の好機と言えた。




　　　　◇




「というわけで、今のエルフ国は結婚ブーム！　エルフ女の在庫が余りまくり！　旦那の女も必ず見つかるっすよ！」

「ああ！」

　バッシュとゼルは、宿屋で作戦会議を行っていた。

　ヒューストンがなぜエルフの国に行けと言ったのかわからぬままに来てみたが、こういうことなら納得だった。

　思えば、町に入った時から違和感は続いていた。

　町に入った当初、バッシュは奇異な目で見られた。

　当然だ。なにせオークが町に入ってくることなど、ほとんど無かったか、あるいは入り込んだのははぐれオークだっただろうから。

　もちろん兵士たちもバッシュを取り囲み、事情聴取を始めた。だが、すぐにエルフたちは「まぁ、オークとはいえ普通の旅人なら」「ソニア様がそうおっしゃったのなら……」と、引き下がった。

　本来なら、ありえない話である。

　戦争が終わって三年も経たったとはいえ、あの喧けん嘩かっぱやいエルフが、そんな態度をとるわけがない。

　が、エルフ国全体にそういう風が吹いているのなら、無理からぬことであった。

「とはいえ、エルフとオークといえば犬猿の仲っす。いくら異種族婚が隆盛とはいえ、ありのままで行っても、振られるのは目に見えているっす」

「わかっている。何をすればいい？」

「いろいろあるっすけど、ま、基本はヒューマンと一緒っすよ。ただ、エルフといえば、フェアリーとよく似ているっす。森を愛し森に愛される、森の守人……そういうエルフなりの流儀や主張を尊重していくのが重要っすね！　それから、香水は花の香りのするやつがいいっす！　服装も、あまり肌を見せないものの方がいいっすね。エルフにとって肌を見せるということは特別なことっすから！」

　バッシュは己を見下ろした。

　オークらしい服装ではあるが……エルフは肌を見せることを嫌うという。

　できる限り、肌を隠した方がいいのは間違いない。

　そうなると、先程出会った三人のエルフが肌を露出させていたことも気になるが……。

　あのエルフたちにとって、あのヒューマンは特別な存在だったと思えば、不思議ではない。むしろ、特別だと思われればエルフの方から肌を見せてくれるのだ。

　バッシュの胸は期待で膨らみ、今にもはちきれんばかりだ。

「なるほどな！」

「まずは身だしなみを整えましょう、さぁさぁ！　服屋に行くっすよ！　まかせて欲しいっす、店の場所はとっくにリサーチ済みっすから！」

　というわけで、バッシュはゼルに言われるがまま、宿の近くにあった店に行くことになった。




　その店は、本当に宿の近くにあった。隣だった。

　バッシュからすると小さすぎる入り口をくぐると、そこはオーク国には存在しないほど、多種多様な服がズラリと並んでいた。

　基本的には緑や茶、黄といった色を基調としたエルフ服だが、ヒューマン風の服もいくつか置いてあった。

「どれがいいっすかねー」

「エルフの服の良し悪あしなどわからん。鎧よろいならわかるんだが……」

「あ、この店は他種族がよく来ることを想定して、いろんな種族の服を置いてあるみたいっすよ！　きっと旦那に合うものも置いてあるっす！」

　ゼルの言葉どおり、店にはヒューマンやドワーフの体格に合わせたサイズのエルフ服が、ズラリと並んでいた。

　とはいえ、オークサイズのものはないようだった。

　一番大きなサイズでも、せいぜい身長二メートルぐらいが関の山だろう。

「チッ、オークか……」

　ゼルと二人で悩んでいると、店の奥から店主が現れた。

　店主は頭に草冠を付けたエルフ男性で、年齢は不詳。

　彼はバッシュを見て、警戒心を露あらわにしていた。

「あの御お方かたが町に入れたっていうからどんなオークかと思や、ただのグリーンオークじゃねえか……店の中で暴れてみろよ。こう見えても俺は戦争中、このあたりでオークを何匹も血祭に……」

　が、しばらくバッシュを見た後、ハッと何かに気づいた。

　そして、わなわなと体を震わせ始める。

「ま、まさか、あんたを町に入れたのかよ……あの御方が……？」

「何のことかわからんが、確かに関所で一人の女性に口添えをしてもらった」

「クッ……なんてお心の広い方なんだ……」

　店主はしばらく戦慄を隠せない様子だったが、ややあって、諦めたように息を吐いた。

「で、何しに来たんで？」

「服を買いに来た。エルフは肌を見せることを嫌うと聞いたのでな」

「肌を、うん？　まあ、なんでもいいですが、ウチにあんたが着られるような服なんて……いや、一着だけあったか」

　店主はバッシュの頭のてっぺんから足先までを見て首を傾かしげつつも、店内の奥へと向かった。

「こいつなら、ギリギリ着られるんじゃねえか？」

　戻ってきた店主が持ってきたのは、深緑に黒のラインがはいったエルフ服だ。

　しかし、明らかに他よりもサイズが大きかった。

　店主が両手で目一杯に広げると、彼の姿が完全に隠れてしまうぐらいに。

「昔、ビーストの大男が来て注文してったんだが、気に食わねえつって買わなかった品だ。あんたぁオークにしては体格も小せえし……あ、ああ、す、すまねえ。怒らないでくれ。別に馬鹿にしてるわけじゃねえんだ。ただ、あんたより体のデカいオークがいるのも確かだろ？」

「気にはしていない」

「そ、そうかい。さすがだな。で、そんなあんたなら、なんとか着られるんじゃねえかって思ってな？　着てみちゃくれねえか？」

　店主にそう言われ、バッシュはその服を手に取った。

　そして、言われるがまま、その場で着ているものを脱ぎだすと、その服を身に着けた。

　着なれない服であったが、着方がわからないわけではなかった。

　とはいえ、所詮はビースト族に合わせた服だ。なんとか着られたものの、肩や太ももなどはキツく、丈も七分ほどしかない。

「あー……」

　店主はそれを見て、やや申し訳なさそうな顔をした。

　彼はエルフ族の中でも、代々服屋を続けてきた誇り高き服屋の末まつ裔えいである。

　似合わぬ服を薦めてしまうことは、先祖代々から受け継がれる服屋の誇りを傷つける。

「やっぱり仕立て直……」

「さすが旦那！　旦那のような男前は何を身に着けても様になる！　やっぱ中身がしっかりしていると、服の方が合わせてくれるってわけっすね！　これぞ眼福！　男前！　まさに森の狩人かりゅうど。いやさ、愛の狩人！　むしろ森の方から守ってくださいとお願いにくるレベルっすよコレはぁぁ！」

　しかし、唐突にヨイショをし始めた妖精のせいで、言葉は尻切れトンボになってしまった。

　横でこれだけ褒めちぎられると、似合わないと言うのが憚はばかられる。

「いや、でも、意外と似合ってる、か……？」

　だが、それを聞いているうちに、店主の考えも少しずつ変わってきた。

　確かに丈はパツパツだが、先程のオークらしい服装より、野蛮さが抑えられたのは確かだ。

　そもそも、店主にしてみれば、ヒューマンやドワーフがエルフ服を着ている時点で、言い知れぬ違和感がある。

　オークが自分たちにとってなじみ深い服を着ているせいか、違和感が先に立ってしまったが、それを差し引いて考えれば、別に似合っていないわけではないように見えてくる。

　丈が短い方が筋骨隆々としているオークらしいし、肩や太ももがきつめなのは、むしろ種族的な特徴を前に押し出せているとも言えた。

「ま、気に入ってくれたんなら、何よりだ」

「うむ。ではこれをいただく」

「ああ、お代はえっと……いくらだったかな……お？」

　バッシュは持ってきた荷物からあるものを取り出すと、店主に差し出した。

　店主がそれを受け取ると、それをまとめていた紐ひもがほどけ、バラリとその物体の正体が明らかになった。

　それは、毛皮だった。バッシュと同等か、それ以上もある大きな毛皮。

　恐らく、この毛皮の主は、まさに立派としか言いようのない個体だったであろうことが見て取れた。

「こいつは？」

「バグベアの毛皮だ」

「随分立派じゃねえか。あんたが仕留めたのか？」

「ああ。戦友の形見でもある」

「いいのかい？　そんなもん売っちまって」

「何が悪い？」

　訝いぶかしむバッシュに、店主は肩をすくめた。

　オークの価値観などわからないし、理解するつもりもなかった。

　最近になって他種族と交流するようになってわかったが、そもそも理解できないし、理解する必要もないのだ。

　結婚し、共に暮らすのでもなければ。

「毛並みは最高だが、でっけぇ傷がある。釣りはでねえぜ？」

「構わない」

　バッシュはそう言うと、自分が着ていた服を拾い上げ、踵きびすを返した。

　服さえ買えれば、エルフの男になど用はなかった。

　彼の用事は、エルフ女性にこそあるのだから。

「……」

　用件だけ済ませて颯さっ爽そうと出ていくバッシュを、店主はただただ見送った。

　バッシュが出ていくと、店内は静寂に満ちた。

　他に客もおらず、まるで夢であったような空気が支配していたが、ただ立派な毛皮だけが、今の客が現実であることを示していた。

「ねぇ、あなた、今の人は？」

　店の奥から出てきたのは、店主の奥方である。

　まだ年若い彼女は、戦争を知らない世代のエルフである。

「ああ……いや、思ったより、人格者だった」

「感想じゃなくて、どういう人なの？　オークでしょ？　知り合いだったの？」

「知り合いってわけじゃない。ただ、戦場で一度だけ見かけたってだけの話さ……でも、とにかく、トリカブト様に連絡だけはしといた方がいいだろうな。行ってくる」

「あ、ちょっとあなた！」

　店主は一人で納得すると、店を放り出して、どこかへと出かけていくのだった。




　　　　◆




　宿へと戻ったバッシュは、ゼルに言われるがまま、着々と準備を整えていった。

　風ふ呂ろに入り、ゼルの持っていた香水をふりかけ、購入してきた服を着用。

　髪は香油でとかし、オールバックになでつける。

　なぜオールバックかといえば、エルフ男性の大半が長い髪をオールバックにしているからだ。

　バッシュの髪はさほど長くない。戦争中のオークは髪を剃そる者が多く、バッシュも短めにしていた。そのため、少し不格好になったが、オールバックには変わりない。

　さらに、町から出てすぐの所にある花畑に赴き、エルフが好むという花束を用意した。

　身だしなみは完璧。あとは実践だけだ。

　バッシュはゼルを引き連れて、町へと繰り出した。

「いいっすか旦那、これで基本はバッチリっす！　あとは数っす！　エルフは基本的に一人と添い遂げるのが常識っすから、あんまり大勢に声を掛けても印象を悪くするだけっすけど、まずはとっかかりを作らないと話にならないっすからね！　とにかく、独身っぽそうな子に声を掛けるっすよ！」

「わかった」

　時刻は夕暮れ。

　昼間に働いていた者たちが帰宅しはじめる時間だ。

　戦後ということもあって、やはり兵士が多いのか、町に戻ってくる者の中には武装をし、数人で連れ立って歩いている者が多かった。

　もちろん、バッシュには職業など関係ない。

　オークの英雄たるバッシュがエルフの一兵卒なんぞを妻に迎えるのは、オークの名誉にも関わることであるかもしれないが、バッシュにとって大事なのはそこではないのだ。

　職業なんてなんでもいいのだ。

　本当にもう、無職でもニートでもいいのだ。

　妻になってくれれば。童貞さえ卒業できれば。魔法戦士ウォーリアにさえならなければ。

　エルフなら、大抵は美人であることだし、えり好みをするつもりはない。誰でもバッシュ的にはオッケーだ。

　ともあれ、これだけエルフの女性がいれば、一人ぐらいはと期待が持てる。

「よし、あの娘にするか」

　バッシュは早速、一人で歩いている女性に近づいた。

　肩あたりまである金髪を後ろでくくった、長身のエルフだ。見慣れた赤い革かわ鎧よろいを身に着けていて、手には弓、背には矢筒があった。顔にはやや大きい火傷やけどの跡があるが、バッシュはそんなもの気にならない。

　やや疲れた顔で歩いているが、その表情はどこか柔らかい。

　直感的に、なんとなくイケそうだという感じだ。

「そこの娘」

「む、なん……だ？　オーク？」

　エルフはバッシュの姿を見ると、警戒を露あらわにし、腰を落としつつ、訝しげに目を細めた。

　しかし、バッシュが緊張の面持ちであることと、おめかしをしていること、花束を手にしているのを認めると片眉を上げた。

　何かに気づいたかのように。

「あー、なんだ。うむ、実は俺の……」

「おおっとぉ！　すまないがオーク殿、そのお誘いは受けられないよ？」

　そしてエルフは、バッシュの言葉を最後まで聞くことなく、断った。

　その表情はと言えば、余裕の一言だ。バッシュからすると単に可か愛わいいだけの表情だが、他の女性エルフが見たらムカついてぶん殴るぐらいの澄まし顔である。

　ッカー！　やれやれ、美人は辛つらい！　辛いわー。めちゃ辛い。モテすぎて困っちゃう！　とでも言いたそうな顔だ。

「む」
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「ああ、オーク殿が嫌というわけではないよ？　ほら、これを見てくれ」

　口をつぐんだバッシュに、エルフは己の頭を指さした。

　そこには、白い花が飾られていた。バッシュが花畑で摘んできた花の中にも、この花はあったはずだ。

「オーク殿は知らぬようだが、婚約済みのエルフは、こうして頭に白しら百ゆ合りの花を飾るんだ。既婚者も同じく白い花を飾っている。白百合ではないがな。ヒューマンは左の薬指に指輪を付けるというが、その真ま似ねさ」

　そう言われ、バッシュが周囲を見てみると、なるほど、確かに大半のエルフの女性は頭に白い花を飾っていた。

　花か、花飾りか、花輪か。

　そして思い返してみれば、昼間に出会ったあの三人のエルフは、白い花を付けていなかった。

「オークの美醜感覚についてはよく知らないが……何にせよ、私のような者に声を掛けてくれたことは嬉うれしく思う」

「……」

「正直、数日前の私だったら、オークでも構わんと、そう考えたかもしれない。だが私も先日、とうとう、ようやく、ついに、念願叶かなって、婚約することができたんだ。悪いが、オーク殿の求婚は受けられない。わかってくれると嬉しい」

「……わかった」

　バッシュが引き下がると、エルフはやや意外そうな顔をした。

「いやに聞き分けがいいな。オークと言えば、気に入った女がいたら絶対に諦めないものだと聞いているが？」

「他種族との合意なき性行為は、オークキングの名に於おいて堅く禁じられている」

「なるほどな。諦めずに迫ったら、同意なき性行為と取られると、そう考えたわけだ」

「間違っているか？」

「いいや、正解だ。賢いじゃないか。オーク殿」

　エルフはうんうんと頷うなずいた。

　以前の彼女なら、「オークがそんな約束を守るか！　ぶっ殺す！」と叫んだことだろう。

　だが、今の彼女には心の余裕があった。

　なぜなら、婚約して幸せの絶頂だからだ。

　今の彼女は無敵だった。あらゆることに対して寛大だった。

　そして、優しかった。見知らぬオークに、余計なお世話を焼こうとするほどに。

「賢きオーク殿、ひとつ助言をしよう」

「助言？」

「もし相手が欲しいのであれば、この通りをまっすぐ行った所にある、『大おお鷲わしの止まり木』という酒場に行くといい。未婚の者が集まって、相手を探す集会が毎日のように開かれている。女の方は……まぁ、今の時期にまだ相手が見つからないような者ばかりだから、問題のある奴やつらばかりなんだが……もしかすると、『それでもいい』と思える相手が見つかるかもしれない。私のようにな」

「わかった。情報に感謝する」

「いいってことさ。じゃあ私は帰るよ。家で旦那ダーリンが待っているんだ！」

　エルフは上機嫌で道を歩いていった。

　足取りは、浮かれすぎて空にでも飛んで行ってしまいそうなスキップだ。

「聞いたか？」

「うっす！　聞きましたっす！」

　バッシュはそれを見送ると、ゼルと顔を見合わせた。

　最初の相手は空振りに終わったが、有益な情報を二つも得られた。

　まず、エルフの女性の頭に白い花が飾られていたら、断られるということ。これは、今後の活動の上で、あまりにも有益な情報だ。そこさえ守れば、空振りの回数を大幅に減らすことができる。

　さらに、未婚の者が集まって、結婚相手を探す場。

　そんな場所があるのなら、バッシュの相手が見つかるのも時間の問題だろう。

　なぜなら、バッシュは妻を探し、エルフは夫を探しているのだから。

　オークというデメリットもあるが、今のエルフは他種族婚がブームである。

　ヒューマンやビースト、ひいてはオーク同様にエルフと犬猿の仲とされるドワーフまで迎え入れているのだ。

　勝算は十二分にあった。

「行くぞ！」

　目指すは『大鷲の止まり木』。

　バッシュはかつて大戦場に赴く時のように武者震いしつつ、己の戦場を目指すのだった。
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　ふと、エルフは振り返った。

　彼女の視界に、バッシュが大股で酒場へと歩いていくのが映る。

　その行き先は先程自分が示した方向……どうやら、自分のアドバイス通り『大鷲の止まり木』に行くらしい。

「意外だな、オークと言えば、女を連れ去ってレイプすることしか能がないと聞いていたが、他種族の文化を受け入れる者もいるとは……」

　彼女は終戦までサキュバスと戦っていた、オークとの戦闘経験はほとんど無い。

　大きな決戦の時に二度か三度……とはいえ、オークという種族については聞き及んでいた。

　粗野で女を人と扱わぬ暴力的で野蛮な生物。それがオークだ。

　だが、実際に話したオークは、かなりイメージと違った。

「フッ、誰もが変わることがあるということなのだろうな……この私のように……」

　彼女の名はアザレアという。

　バッシュたちは知らないが、彼女はエルフ国にあって有名な戦闘狂だった女だ。

　笑いながらサキュバスの尻尾を直じかにぶち抜くことから、ついた二つ名は『ぶっこ抜きのアザレア』。

　そのあまりの残忍さと容赦の無さ、人間味の無さから、サキュバス軍から最も恐れられた戦士の一人に数えられている。

　彼女はつい先日まで、血走った目で婚活をする、地獄のファイターだった。

　その様子たるや、まさに飢えた魔獣。

　得意技は男の首根っこを摑つかんで強引に結婚を迫る『喉輪求婚』。

　当然、成功率は０％だ。

　同僚の女エルフが口を揃そろえて「アザレアが結婚？　いやいやいやいや、絶対に無理でしょ。ていうか、さすがにあたしの方が早いっしょ」と言うほどの婚活エルフだった。

　そんな彼女が婚約にこぎつけたと聞いて、多くの未婚エルフが絶望の叫び声を上げたという。

「フッ、なら、あいつにもいい相手が見つかるだろう、私に愛いとしのダーリンが現れたように」

　アザレアは男ができて変わった。

　人の心を取り戻した。長年の戦争で擦れた心に潤いが戻り、朗らかに笑うようになった。

　胡坐あぐらをかいて座らなくなったし、股間をボリボリと搔かくこともなくなったし、食事をする時にクチャクチャと音を立てなくなった。

　誰彼構わず喧けん嘩かを売らなくなったし、買わなくなった。仮に喧嘩をしても、気絶した相手の歯を全部叩たたき折るとかはしなくなった。

　手の付けられない猛獣から、普通のエルフになった。

　全て、男のおかげだ。

　その男はエルフたちの中ではまさに神として崇あがめられ、畏敬の存在となっているのだが、それは置いておこう。

「さて、早く帰ろう、ダーリンの手料理が楽しみだ！」

　アザレアはニヤケた顔のまま、我が家への道を歩き始めるのだった。











４．『大鷲の止まり木』






『大鷲の止まり木』

　その宿屋に入った瞬間、バッシュは鉄火場に迷い込んだかのような錯覚を受けた。

　酒場の中には奇妙な緊張感と、ピリピリとした空気が蔓まん延えんしていた。

　殺気ではないが、それによく似ている。戦いの時に、互いの手の内を探り合うような、そんな気配である。

「オーク……？　そういや一人、オークが入国したって聞いたな……いらっしゃい」

　酒場の店主はそう言うと、バッシュに適当な席に座るように勧めた。

　カウンターはあるが、カウンター席は無く、テーブル席ばかりが並んでいる。

　自分がどこに座るべきか、一瞬だけ迷ったが、すぐにわかった。入り口側の席には男が座り、奥側の席には女が座っていたからだ。

　バッシュは男側の空いている席についた。

　正面に座るのは、目つきの悪いエルフの女戦士ウォーリアだった。

　髪型は内側にくるんと丸まったショートカット。

　そして睨にらむだけでヒューマンの子供ぐらいなら殺せそうな眼力と、顔を斜めに横断する傷が特徴的だった。

　服装はやや肌の露出したドレスだが、バッシュはひと目見て、この女戦士ウォーリアが歴戦の猛も者さであると見抜いた。

　オーク小隊長チーフと同等か、それ以上の腕を持っている者だろう。

　彼女はバッシュが座ると、一瞬だけギョッとした顔をしたが、すぐにバッシュの服装を見て、さらに自分の隣に座る女と目配せをしあい、こくりと頷いた。

「こんにちワっ！　ステキな旦那様ネッ。はじめまして、わたし、ヘンビットって言いまスぅ！」

　虎が意図的に猫の声で鳴いたら、こんな印象を受けるのだろうか。

　バッシュはあまり女性と会話している気分になれなかった。まるで猛獣に至近距離から匂いを嗅がれているような錯覚に陥った。いつもなら、猛獣など返り討ちにしようとするのだが、目の前にいるのが女性とあっては、どう動いていいのかわからない。

　今までにない好感触のような、そうでもないような。

　なんとも不思議な気分で会話を続けることにした。

「オークさん、お名前はなんていうんですかぁ？」

「バッシュだ」

「バッシュさん！　ステキな名前！　オークさんってみんな素敵な名前だから、ヘンビット困っちゃいますぅ！」

「……あ、ああ」

　頭痛がしそうなほどのキンキン声に、バッシュはややめまいを覚えた。

　魔法でも使われているのだろうか。

「あっ、刀傷……やっぱり戦士様だったんですね。戦場はどちらに？」

「各地を転々としていたが、最後はこのあたりだった。国を守るために戦っていた」

「ですよね！　わたしったら何言ってるんだかっ☆」

「お前はどこで戦っていたんだ？」

「あたしはサキュバスの国を攻め落とす師団にいたんです！　第三十二突撃分隊！　だからオークさんたちにはあまり詳しくなくっデ……」

　ヘンビットと名乗った女戦士は、そこでコホリと咳せきをした。

　慌てて水を飲み、「あ〜、あ〜」と喉の調子を確かめると、うっとりするような笑みで、バッシュを見つめてきた。

「オークさんがエルフの国に旅してくるなんて初めてで……色々教えてくださいッ☆　どうしてこの国に？」

「ああ……俺はあるものを探しにきた。いや、探しにきたというよりは……」

　そこまで言うと、ヘンビットは身を乗り出し、バッシュの口元に指を一本。

　言葉を止めた。

「最後まで言わなくてもわかるわ。ここに来たってことは、結婚を考えてらっしゃるんでしょ？」

「……ああ」

　一瞬で見破られ、バッシュはぐっと息を吞んだ。

　確かに、こんな所にまで来たのだから、妻を探しにきたのは明白だろう。

　とはいえバッシュとしても、隠すつもりはなかった。もちろん童貞ということだけは隠し通すつもりだったが。

「でもでもぉ」

　キャルンと音がしそうなしぐさで、ヘンビットは首をかしげる。

「ヘンビットぉ、さすがにオークの繁殖奴隷になるのは嫌だな。子供を産むのはいいんですけどぉ、やっぱりエルフらしく、一人の男性と添い遂げたいっていうかぁ……」

「大丈夫だ。俺も国に戻れば相応の地位がある。俺の妻となれば、他の奴隷と違う扱いにする。約束しよう」

　地位。

　その単語を言った瞬間、ヘンビットの瞳がギラリと光った気がした。

「へぇ〜！　もしかして、バッシュさんってぇ、オークの中でも結構偉かったりするんですかぁ？　階級は？　もしかして、大戦グレイトウ士長ォーロードだったりして？」

「階級は戦士ウォーリアだ。だが……」

「ペッ、んだよ下っ端ぱかよ」

　戦士ウォーリアと聞いた途端、ヘンビットはペッと唾を吐いた。

　同時に発せられたのは、歴戦の戦士らしい、鋭く太い声。

　豹ひょう変へんしたとも言える声だったが、バッシュはその声を聞いて、ようやくほっとした。

　今の今まで、虎なのか猫なのかわからない相手だった。

　でも虎と判明した。なら、虎と話せばいいのだ。

「階級は戦士ウォーリアだが、戦時中に武勲を上げ……」

「オークの自慢話なんざ聞きたかねえよ。貯金は？」

「何？」

「金はいくらもってんのか聞いてんだよ」

「金？　金は……無い」

　実際の所、バッシュは国に戻れば金持ちの部類である。

　オーク国において、バッシュが望んで手に入らないものは無い。

　とはいえ、オークの国では物々交換が主流であり、金銭はあまり流通していない。

　他国との交易に使う分だけで、日常生活ではまったくといっていいほど使わないのだ。

　とはいえ、ヘンビットにそうした文化の違いはわからなかったらしい。

「はぁ〜〜〜〜〜〜無し。チェンジ」

　ヘンビットは盛大な溜ため息いきと同時にそう言うと、席から立ち上がり、どこかへと行ってしまった。

「……？」

　バッシュは、その行動の意味がわからない。

　ただ、唐突に立ち上がっていなくなったヘンビットを、待っていた。だが、ヘンビットは別の席に座り、別の男性と話し始めてしまった。

「ゼル、どうすれば……」

　バッシュはゼルの方を見た。

　ゼルはというと、テーブルの上に置いてあるハチミツ酒をごっきゅんごっきゅん飲んで、完全に出来上がっていた。

「だからオレっちは言ってやったんすよ。花占いは赤い花でやるべきだって！　そしたらあいつ、なんて言ったと思うっすか？　赤い花ってどれだよ、いっぱいあるぞ？　っすよ！　まったくふざけるのも大概にしてほしいっすよね！　赤い花ったら、おま、赤い花に決まってるじゃないっすか！　ねぇ旦那ぁ!?」

　ゼルは塩の詰まった瓶にクダをまいている。

　もう使い物にならないだろう。

（どうしたものか）

　ヘンビットの方に行けばいいのか、それとも……。

「はーい、こんばんはオークの旦那様！　ライラックでぇす！　オークさんなんて珍しくて、つい声を掛けちゃいましたぁ！」

　なんて迷っていると、またきた。今度はグリフォンと互角に戦えそうなヤツだ。

　声はグリフォンよりも甲高い。

「バッシュだ」

「早速なんですけどぉ、バッシュさんてぇ、領地とか持ってたりしますぅ？」

　とりあえず、先程の女は忘れて、この女の相手をしよう。

　バッシュはそう考えると、ライラックの方へと向き直った。

「領地は無い。オークの国の領土は──」

「あ、じゃあいいですバイバイですぅ」

　ライラックはそう言うと、手をヒラヒラと振って去っていった。

　一瞬の出来事だった。

　あまりに早すぎて、今の女の残像がバッシュの視界に残るほどだ。

　何だったんだ、今の女は。

　そう思っていると、また次の女がやってきた。

「こんばんは、あたしスパティフィラム！　突然ですけどオークの旦那様ってぇ──」

「ああ、いや、俺は──」

　バッシュは戸惑う暇もなく、質問を受け、それに正直に答えていった……。
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　それから、しばらくバッシュは女をとっかえひっかえした。

　そう聞くと、バラ色の時間を過ごしたようにも聞こえるが、そんなに良いものではない。

　エルフの女はバッシュに何度か質問をすると、すぐにどこかに去っていった。

　その数が十人を超えたあたりで、バッシュにもようやくこの集会の仕組みがわかってきた。

　男が座る。女が男に質問する。質問の返答で自分の条件に合っているかどうかを確認し、外れていたら別の男に行く。

　そういうシステムなのだ。

　質問の内容も似たり寄ったりで、いくつか質問に答えると、すぐにエルフは去っていった。

　バッシュに選ぶ権利は無いらしい。

　バッシュからすると、どの娘でもオッケーだったのでそれは問題無いのだが……。

　しかし、さしものバッシュでも、十人に振られると、その原因がわかってきた。

　金だ。

　質問の仕方は様々だったが、エルフの女は金を求めていた。地位や名声についても聞かれたが、結局は金だ。

　バッシュがどれだけ、自分がオークの国では地位のある人間だと主張しても聞いてくれず、金を持っていないとわかると、あっさりと唾を吐いてどこかへと消えていった。エルフの女は唾を吐くのが得意だった。

　十人ほどエルフがきて去っていくと、バッシュの周囲から女っ気が消えた。

　どうやら、エルフの中で情報共有がされてしまったらしく、こちらには寄ってこない。

（エルフはドワーフと違い、金に興味など無かったはずだ。それが、なぜ……）

　わけがわからない。

　ひとまず、女の方からは寄ってこなくなり、露骨に近寄るなオーラを出している。

　バッシュは動くこともできず、なんとなく食事を取ることにした。

　エルフの国の食事と言えば、木の実や果実が主体のそっけないものだと記憶していたが、最近は他種族を迎え入れるためか、獣の肉や穀物を調理したものが出てきた。

　味付けはエルフらしく薄味であったが、オークは基本的に好き嫌いなどしない。

　うまいと思いつつ食べるものの、やはり疑問は消えない。

「なぜ、金なのだ……」

「なんで金かってぇ？」

　すると、バッシュの呟つぶやきを聞きつけたのか、一人の男が寄ってきた。

　冴さえない見た目をした、ヒューマンの男だ。

　真っ赤な顔に据わった目。

　フラフラとした千鳥足でバッシュに寄ってくると、隣の席に崩れるように座り、馴なれ馴れしくバッシュの肩を抱いてきた。

　バッシュは気にしなかったが、オーク国であれば、バッシュに憧れる若者たちに袋ふくろ叩だたきにされるだろう行為だ。

　彼は完全に酔っ払っていた。

「教えてやろぉかい？」

　バッシュの返事を待たずに、その男は話し始めた。

「いいかぁ？　ここにいるエルフ女はなぁ、主にサキュバス国と戦っていた部隊の生き残りだぁ」

　男の話によると、こうだ。

　終戦後、エルフ国で結婚がブームとなった。

　結婚はまず、エルフの富裕層……エルフ貴族同士から始まった。

　なにせ女性の方が余っているのだから基本的には男の買い手市場、エルフの子女はどんどん買われていった。

　この頃には、庶民のエルフが貴族に見初められる、なんて夢が流行はやったらしい。

　その後、庶民同士で結婚し始める。

　しかし、実を言うと、この結婚は身近な者同士でくっつくのがほとんどだった。

　身近な者とは、同じ部隊の生き残りであったり、故郷に置いてきた幼おさな馴な染じみのことを指す。

　戦争も終わったし、国も補助金を出してくれるし、ブームだし、せっかくだし、俺たちも結婚しようか、といった具合だ。

　そうすると、あれよあれよという間にサキュバス国と戦っていた兵たちが残った。

　サキュバス国と戦っていた兵は、ほとんどが女性で編成されている。

　サキュバスという、男性と見れば見境なく魅了し、食い物にしてしまう種族を考えれば当然のことである。

　もちろん、サキュバスは軍に女性が多かろうと、気にせず男のいる部隊を探して攻撃をしかけ、男を浚さらっていった。

　サキュバスにとって、エルフの男というのは、まさに垂すい涎ぜん必至のごちそうであった。

　結果として、エルフ国から男が若干ながら減少した。

　６：４から７：３ぐらいの割合で、女の方が多くなってしまった。

　ゆえに、サキュバス国と戦っていた女性の兵たちはあぶれた。

　それでも、彼女らはなんとか、他種族の男（特にヒューマン）が多いこのシワナシ森にたどり着き、婚活を始め、気立ての良い者から順番に成じょう仏ぶつしていったのだが……。

　残る者はいる。

　性格的にも容姿的にも、どこかしら難のある者が残った。

　とはいえ、それでもエルフは見み目め麗うるわしい種族だ。

　エルフを嫁に迎えたいという男は、世界中にいる。特にヒューマンに多い。

　だから、彼女らにもチャンスはあった。何だかんだ言って結婚ブームであるし、十分に結婚できる余地はあった。

　だが、彼女らは思ってしまったのだ。

　結婚ブームの影響で、戦場で自分たちがケツを拭いてやった若造にまで先を越されるに至り、ある考えに囚とらわれてしまったのだ。

　もう、妥協はできない、と。

「……それで、なぜ金になる？」

「そりゃ決まってんだろぉ、その若造が、ヒューマンの金持ちと結婚して、それまでの質素なエルフ族からは考えられねえぐらい豪華な暮らしをしてるからよ！」

「なるほど……」

「ここの連中、見下してた後輩の相手以下じゃ、満足できねえらしい。望むは貴族か王族か。領土を持ってて金があり、一生を左団扇ひだりうちわで暮らせるような相手……ハッ、そんな奴やつがこんな所来るわけねえのにな。哀れな連中だよ」

　ちなみに、この男も文無しである。

　戦争が終わり、しかし故郷はすでに無く、帰る場所は無かった。戦争でそれなりに武勲を上げた彼だが、戦後の軍部縮小で職を失った。家柄も大したことのない彼は、小さなボロ屋に住んで、日雇いの仕事をしてほそぼそと暮らしていた。

　結婚なんて夢のまた夢だ。

　自分は何のために戦っていたのか、なぜ生き残ったのか。

　自問自答の日々の中、彼の耳に届いたのは、エルフが他種族の男性を夫として迎えている、という情報だった。

　戦争中に出会った美しいエルフたち。

　あのエルフの内、一人でも妻として娶めとることができたなら、自分の人生は変わるかもしれない。帰る場所ができるかもしれない。

　そう思った彼は一念発起し、美しいエルフを嫁にしようとここまでやってきた。

「いや……」

　だが現実は酷ひどかった。

　残ったエルフは、金の亡もう者じゃばかりだったのだ。

　彼がいくら戦場での働きや腕をアピールし、結婚すれば君たちを死ぬまで守ってあげる、なんて言っても、鼻で笑われるだけだった。だって彼女らは、それ以上に過酷な戦場で戦果を上げてきた者たちなのだから。

「ぐすっ……一番哀れなのは俺か……」

　それを思い出し、男は泣き出した。

　バッシュはいきなり泣き出した男に、どう反応していいのかわからない。

　男はただただ、おいおいと泣いた。泣いて、飲んで、泣いて、飲んだ。

　そして、ふと顔を上げた。

　視線の先には、先程バッシュを袖にしたエルフたち。

「見ろよ旦那……エルフたちをよ……美しいよな……」

「……ああ」

　だが、彼の言葉だけは肯定できた。

　遠目で見るエルフたちは、確かに美しかった。

　美しい金髪に、スラッと伸びた手足。物腰は鋭く、十分に発達した筋肉が安心感を与えてくれる。

　確かに性格に難があるかもしれないが、彼女たちの内の一人を手に入れ、毎日のように抱けるなら、もはや言うことは無い。

「金さえ、金さえありゃあ……」

「そうだな、金か……」

　金。

　オーク社会で生きてきたバッシュにとって、それは未知のものだ。

　どうやって手に入れればいいのか、どうすれば増やせるのか、まるでわからない。

　知っているかもしれないゼルは、エールの入ったコップで入浴中。塩の瓶の旦那の背中を流してあげている。すっかり仲良しだ。

「しかし、金持ちといっても、どれぐらいの金を持てばいい？」

「どれぐらい……？　うーん……わからん！　だが大昔、最初にエルフと結婚した大富豪は、巨大なエメラルドのネックレスを相手に贈ったらしい。それもエメラルドだけじゃねえぞ、全体に金細工があしらわれた、金ピカのやつだ！　だから、まぁ、つまり、そのぐらいだな！　うん！」

　バッシュは知らぬことだが、これはエルフに伝わる古いおとぎ話だ。

　あるヒューマンの男がエルフに一ひと目め惚ぼれをした。

　ヒューマンはエルフに求婚したが、プライドの高いエルフは当然のように拒絶した。

　でもヒューマンは諦めず、エルフにしつこく食い下がった。

　うんざりしたエルフは、男に無理難題を押し付ける。

　この世のどこかにあるという『新緑のエメラルド』を持ってくれば、あなたと結婚してあげよう、と。

　男はその話を聞いて、世界中を旅し、エメラルドを見つけ出す。

　そして、旅の途中で見つけたたくさんの宝物でネックレスを作り、エルフへと求婚したのだ。

　これにはさすがのエルフも根負けし、男の求婚を受け入れた……と。

　実際、エルフ女性の何割かは、エメラルドのネックレスを贈られてプロポーズされるのにあこがれている。

　エルフにとって、ロマンチックなプロポーズの一つなのだ。

　エルフの宝石店でも、エメラルドのネックレスは、常に在庫を確保しておくほどの人気商品だ。

「金ピカのネックレスか……」

「まぁ、そう悩むなよ」

「お前はどうするつもりなんだ？」

「俺？　俺はまぁ、そうだな。とりあえず、明日からゾンビでも狩ろうと思ってる？」

「ゾンビ？」

「知らねえのか？　今、この町の近くでは、ゾンビが異常発生してんだ。理由は知らねぇがな。で、ゾンビ一匹を退治するにつき、多少の金銭が支払われる」

「金がもらえるのか？」

「ああそうだ」

　いい情報であった。

　恐らく、この男はゾンビを狩って金を貯ため、金ピカネックレスを購入するつもりなのだろう。

　ちなみにこの男、実際はただ日銭を稼ぐだけのつもりである。文無しだから。

「とにかく、今日はお互い収穫無しみてぇだから。飲もうぜ。俺ぁオークと飲むの、初めてなんだ」

「いいだろう。俺もヒューマンと飲むのは初めてだ」

「っと、名乗り忘れたな。俺はブリーズ」

「バッシュだ」

　互いに名を聞いた瞬間、「ん？」と首を傾かしげた。

　どこかで聞いたことのある名前だった。だが、すぐに「まぁいいか」と流した。
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　長いこと戦場にいて、生き残ったのだ。武勲を立てたのであれば、風の噂うわさで名前ぐらい聞いたことがあるだろう、と。

　酒が入っていたのも関係がある。

「モテねぇ男に」

「麗うるわしいエルフに」

「乾杯！」

　その日、バッシュは久しぶりに酒を飲んだ。




　　　　◇




「う〜……おえ〜……飲みすぎたっす……」

　数時間後、ゼルはガンガン痛む頭を押さえつつ、起き上がった。

　周囲を見渡すと、旋回する風景は、まだ見覚えのある酒場の中であった。

　酔っ払って目を覚ます時は見覚えのない瓶の中に入れられていることが多いが、どうやら今日は大丈夫だったようだ。

　そりゃそうだ。バッシュの旦那が一緒なのだから。

　さっきまで一緒に風ふ呂ろに入っていたのだから。

「ふんっ！」

　ゼルは鼻をつまむと、グッと体に力を入れた。

　妖精特有の発光がほんの少しだけ強くなり、一瞬、何かがふわっと立ち上る。

　フェアリー流のアルコール抜きである。

　フェアリーは気合を入れれば、体内の毒素を一瞬で排出することができるのだ。

「さて、旦那はどうなったっすかね」

　ゼルがオークの英雄の姿を探す。

　近くには、なぜかエールまみれになっている塩の瓶しかない。

　なぜこの塩の瓶がエールにまみれているのかを疑問に持つほど、フェアリーは暇ではない。

「お」

　と、見つけた。

　相変わらず、酒場の中央付近で、バッシュはゆっくりと酒を飲んでいた。

「旦那、いい相手、見つかったっすか？」

　ゼルがふわふわと飛びながらそう聞くと、バッシュは首を振った。

「いや。だが、耳寄りな情報を得たぞ」

「ほう。バッシュの旦那が情報を得てくるなんて、こりゃ明日は雪でも降るんすかね〜」

「俺とて情報収集ぐらいはできる。お前ほどではないがな」

「そりゃそうっすよね！　旦那ですもんね！　いやー、オレっちが酔いつぶれても、一人で全部やっちゃうんだもんなあ！　旦那、あんまりオレっちのお株を奪っちゃダメっすよ？　オレっちの存在意義が無くなって、そのまま消えて無くなっちゃうっすから！」

　ゼルはヒュウと口笛を吹いてバッシュをヨイショした。

　いつ、いかなる時もヨイショを忘れない。

　だからこそゼルは、『担かつぎ上げのゼル』の異名をほしいままにしたのだ。

「で、どんな情報っすか？　独身エルフ女性の一覧表を手に入れたとか？」

「いや、一覧ではない。だが、独身エルフ女性が結婚相手にもとめているものがなにかわかった。それを手に入れにいく」

「ほう！　つまりリサーチに成功したってことっすね！　さすが旦那！　で、それは？」

「金だ」

「金！」

　ゼルはピンときた。

　ゼルはフェアリー。フェアリーは金に興味が無い。

　が、全てのフェアリーが揃そろって金に興味が無いわけではない。フェアリーの中にも、金貨の輝きに目が眩くらんでいるヤツはいる。

　ゼルの知り合いに、そういうヤツがいる。

　自分の部屋の中に金の粒を溜ため込んで、うっとりとそれを眺めているヤツだ。

　ああいうのが、エルフに多いということなのだろう。

「でも、金って、色々あるっすよね。鉱石なのか金貨なのか……」

　その質問の答えもバッシュは持っていた。

　先程酔いつぶれて酒場の端で眠ってしまった男から、入手済みだ。

「うむ。最初にエルフと結婚したヒューマンの富豪は、結婚を申し込む際、巨大なエメラルドの付いた金ピカのネックレスを贈り、己を示したらしい」

「なるほど！　つまり、金ピカネックレスを買えば……」

「エルフの妻も手に入る！」

　そんなわけはない。

　確かにエルフにとって、エメラルドのネックレスを贈られるというのはロマンチックな出来事である。

　しかし、ここにいる婚活エルフの求める金というのは、要するに富のことである。

　豪華な食事に、お洒しゃ落れな服、巨大なお屋や敷しきに、立ち並ぶ召使い。そういった高い生活レベルを実現できるもののことである。

　だが、ゼル自身、金に詳しくもない。

　そのうえバッシュからの又聞き情報だ。そんなもんかと思ってしまうのだ。

「とはいえ、どうやって金を稼ぐつもりなんすか？」

「うむ、なんでもシワナシ森は現在、ある存在が異常発生していて、人手不足らしい」

「異常発生？」

「ゾンビだ。ゾンビが大量発生していて、その駆除に手間取っている」

「あー！　そういや来る途中に見ましたっすよね！」

「ゾンビ一匹を駆除するにつき、いくらかの金をもらえるそうだ」

「わかりやすくなってきましたね！」

　こうしてオークの英雄は、ゾンビ狩りアルバイトを決意した。

　もはや、ゾンビたちの命は風前の灯ともし火びと言えよう。

　いや、もう消えていたか。

「早速、ゾンビをぶっ殺しに行くっすよ！　ゾンビは夜の方が活発に動くから、すぐ行くっす……っと、宿に戻って装備を取ってこないといけないっすね！　せっかく買った綺き麗れいなおべべを汚してもよくないっす！」

「ああ、まずは宿に戻るか！」

　バッシュはゼルと頷うなずきあうと、閉店間ま際ぎわの店を出た。




　　　　■




　店を出ると、日は完全に落ちており、周囲はすでに暗かった。

　だが、月明かりに加えて各所に魔法の光が灯ともっているせいか、足元が見えないということもない。

　昔は、こんな明かりなど存在しなかった。

　エルフは魔法によって夜を見通すことができる。森は昼間でも暗い場所がかなりあるが、エルフは中でも暗い影を好んだ。決して明かりはつけない。火すら使わない。

　エルフとは闇に潜む者。オークの中ではそう思われていた。

　しかし、決してそうではなかったのだとバッシュは思った。

　エルフたちは、むしろヒューマンよりも明るい場所を好んでいる。

　ただ戦争がそうさせていただけなのだ、と。

　それが証拠に、あの快楽殺人集団のようであったエルフが、思った以上にバッシュに気さくに接してくれていた。

　戦時中は、エルフにああして接されることなど無かった。

　血眼になって剣や魔法を振るってくるような連中ばかりだった。

　バッシュを前にすれば、口汚い言葉で罵るか、蔑むか、脅してきた。

　それが、戦争が終わっただけでああも変わるのだ。

　それを思うだけで、なんとなくバッシュの心中に温かいものが芽生えた。

「だから──なんだよ！」

「しかし──」

「なんだ!?　お前、私の──」

　ふと、たそがれていたバッシュの耳に、誰かが言い争うような聞こえてきた。

　いや、言い争っているというよりは、片方が愚痴を言い、もう片方がそれをなだめている、という感じか。

　バッシュが視線を声の方向に向ける。

　すると一組の男女が歩いてくる所だった。

「大体な、なんであいつらは自分で決めるってことができないんだ！　お前もそう思うだろ？　な？」

「それはソニア様がかつて『自分を通せ』とおっしゃったからです」

「……いや、でもな、あれぐらいは自分で判断すべきだろ？　それをこんな夜遅くになるまであーだのこーだのギャーギャーギャーギャー子供みたいに喚わめいて！　なんなんだよ！　子供か!?」

「何を自分で判断するかを下の者が決めては、組織が成り立ちません……そうおっしゃったのもソニア様です」

「ぐぬぬ」

　片方は、エルフ軍の制服を身に着けていた。男だ。

　もう片方は、深緑色のローブを着て、三角帽子を目ま深ぶかにかぶっている。

　しかし、バッシュが気になったのは、彼らの服装ではなかった。

「む」

　と、そこで女の方がバッシュに気づいた。

「お前っ……！」

　女はとっさに身構え、腰の杖つえに手を掛けた。

　バッシュはそれに対し、とっさに腕を組んだ。敵対するつもりは無いという、オーク流の意思表示である。

「……」

　美しいエルフだった。

　高い鼻に、切れ長の青い目、尖とがった顎、長い耳。背丈は小さめで、胸もエルフらしく小ぶり。髪はサラサラとした金髪で、月明かりを反射してキラキラと輝いて見えた。

　もちろん、見覚えがある。入国の際に口添えをしてくれたエルフである。

　ついでに、男の方は御者をしていた人物であった。

　美しいエルフ。

　もちろんバッシュは顔も気にはしていたが、一番気になっていたのは別の場所である。

（旦那、旦那！）

　バッシュの耳元で、妖精がささやき始めた。

（見てくださいっす、あの女の頭！　花が無いっす！　独身っすよ！）

（ああ、わかっている！）

　バッシュが見ていたのは女の頭。

　そこには既婚者を意味する花の飾りがあるはずだが……無かった。

　未婚なのだ。この美しいエルフは。

（どうする？）

（落ち着いて。ガッついたらダメっすよ。ここは慎重に……まず入国の時のお礼からいきましょう）

（了解だ）

　バッシュは頷くと、訝いぶかしげな顔をしている女に会え釈しゃくをした。

「入国の際には世話になった。改めて礼を言う」

　ゼルと小声で打ち合わせしつつも、バッシュの目は、女から離れなかった。

　それは女もまた見抜いていた。腕を組みつつ、自分から目を離さない。警戒しているのだ、と。女は「上等だ」と思うが、同時に動けなかった。

　自分から手を出すわけにはいかないのだ。

「ふ、ふん！　どうってことはない。今のエルフは、オークだって迎え入れてやるさ。戦争は終わったんだから、なぁ？」

「その通りでございます」

　従僕がスッと頭を下げる。

　だが、その視線はバッシュから外れなかった。彼は射い貫ぬくようにバッシュを睨にらんでいた。

　不審な動きをすれば殺す、言外にそう言っていた。もちろんバッシュにとってそうした視線は慣れたものだ。普通に見られているのと何ら変わらない。

「が、少し気になるな！」

　女の言葉で、バッシュの胸がトクンと高鳴った。

「気になる？　俺がか？」

「そ、そうだ！」

　バッシュの胸が鳴る。

　戦場でもこれほどの心拍数を記録したことはないのではないか。そう思えるほどに心臓をバクバクさせながら、バッシュは聞き返した。

　そして、チラリとゼルの方を見る。

（脈、アリ！）

　ゼルは親指を立てていた。

「どう気になる？」

「お前は一体……何をしにここにきた？」

「何をしに、だと？」

「う、うむ。お前の身元はすでに割れている。オークの英雄バッシュ、オーク族の重鎮だ。それが国を離れ、エルフの国まできて、何を企たくらんでいるというんだ!?　あぁ!?」

　最後の方は、もはや恫どう喝かつであった。

　が、バッシュはもちろんオークの戦士ウォーリア。恫喝など普通の会話と変わらない。

　それより、自分に興味を持ってくれていることの方が、バッシュ的には嬉うれしかった。

「うむ、それは……」

　脈があり、向こうもこちらに興味を持っている。

　なら、もはや迷うことはない。

　プロポーズし、ベッドインだ。

　とはいえ、それがまだ早いことは、バッシュにもわかっていた。先程、金が無いことでエルフ女性十人に振られたばかりだ。ここでいきなりプロポーズしてもうまくいかないことは明白だ。なんと説明すべきか……。

（ちょっと旦那、旦那）

　迷うバッシュに、ゼルが耳打ちをした。

（なんだ？）

（思ったんスけど、ここは一つ、この娘に狙いを定めてみるってのはどうっすか？）

（狙いを？　どういうことだ？）

（エルフは一夫一妻制、女は一人の男に添い遂げるっす。そして、当然ながら男の方にも、一いち途ずであることを望んでいるっす）

（何が言いたい？）

（これから先、色んな子に声を掛けるんじゃなくて、脈がありそうなこの娘にだけ求婚をするんすよ！　そうした方が絶対に成功率があがるっす！）

（なるほど！）

　眼めの前のエルフ女性は未婚で、しかも脈がある。今までにないほどの好条件だ。

　そんな相手へのプロポーズの成功率をできる限り上げるというのは、理にかなった考えである。

（とはいえ、今すぐに求婚しない方がいいっすね。まだ金ピカネックレスが無いっす。ひとまず、ここは旦那も相手に興味があることを伝えつつも目的はボカし、お金を貯ためて金ピカネックレスを買って、後で求婚する……って流れでいきましょう！）

（了解した！）

　バッシュは思った。

　さすがはゼル。戦場では、ゼルのこうした機転に何度も助けられてきた。

　同じぐらいの頻度で窮地にも陥ったのだが、バッシュは大きな男だ。そんな些さ細さいなことは気にしない。

「目的か……」

「そうだ、目的だ！」

「……ならば、一つだけ、言っておこう」

　相手に興味があることを伝える。

　どうやって？

　バッシュの脳みそが、今までに無いほどフル回転した。ヒューマンの国で学んだことを活いかしつつ、言葉を選択する。

「俺はまた、お前に会いにくる」

「え？　私に会いに……だと!?」

　その言葉に、エルフは目を見開いた。

「どういう意味だ!?　あぁ!?」

「フッ、いずれわかる……」

　バッシュはそう言って、踵きびすを返した。

　ミステリアスかつ堂々と。それが、ヒューマンの国要塞都市クラッセルで学んだことだ。

　その上で相手に興味があることを示し、目的もボカした。

（ナイスっすよ、旦那！　それでいいっす！）

　完璧だ。

　バッシュはそう思っていた。

　ゼルもそう思っていた。

　二人は、今回の邂かい逅こうに手応えを感じつつも、ゾンビ狩りに急行すべく、宿への道を急ぐのだった。




　　　　◆




　女はバッシュが闇に消えていくのを見届けた後、恐れ慄おののいた様子でポツリと言った。

「わけがわからん……」

　わけがわからん。

　女だけが、そう思っていた。そりゃそうである。

　彼女は拳を握りしめ、地団駄を踏んだ。

「くそう！　なんなんだよ！　本当に何か企んでんのかよ！　だったらあんな言い方しちゃダメだろ!?　普通に旅しにきたって言えよな！　ちゃんと隠せよ！　お前もそう思うだろ？　なぁ!?」

「ええ……そうですね。しかし、オークの英雄がお忍びで動いているのですから、言えない理由があってもおかしくありません。かといって、ソニア様にあのように聞かれたからには、言えないとも言えず、ああ答えるしかなかったのでは？　オークは元々、噓うそが得意な種族ではありませんし」

「なんだ？　私が悪いって言うのかよ!?」

「いえまさか」

　女に睨まれ、男は肩をすくめた。

「とにかくだ！　何か企んでいるとわかった以上、くれぐれもあいつの監視を怠るなよな！」

「ハッ、かしこまりました。しかし、もし本当に、奴やつがまた来るとなれば、それはソニア様を殺すためなのでは？　企みがあると知ったソニア様を。まぁ、私もですが……」

　その言葉に、女の顔面が蒼そう白はくになった。

　オークの英雄バッシュ。その強さを知る者は、誰もがこうした顔をする。

　しかし彼女は、ブンブンと首を振って、拳を握った。

「だとしても、私は逃げるわけにはいかない。なんたって私はエルフの英雄……サンダーソニアなんだからな」

　女……サンダーソニアは、月明かりの下、握った己の拳を見ながら、そう言うのであった。











５．サンダーソニアの悩み






　バッシュがシワナシの森に到着して、七日後。

　シワナシの大樹。

　その最上階の一室に、一人のエルフがいた。

　腰まで届く長い金髪。深緑色のローブを身にまとい、頭には鍔つば広びろの帽子が被かぶせられている。

　彼女は窓辺に座り、物もの憂うげな瞳で外を見ていた。

　外に広がるのは、シワナシの町の夜景だ。森の奥まで煌こう々こうと照らせるほど魔法の光は明るくはなく、しかし人の営みを行うに十分な明るさ。彼女にとってこの程よい明るさは、平和の象徴とも言えた。

　戦争中は、いつだって明るすぎるか、闇に潜むかのどちらかだった。

　しかし、どうやら彼女は窓の外を見て、平和に浸っているわけではないようだった。

　かといって、窓に映る自分を見て悦に入っているわけでもない。

　エルフの明日を憂いているのかと言えば、方向性としては近いが、見ているのはどちらかというと、明後日あさっての方向だ。

「はぁ……」

　彼女の名はサンダーソニア。

　周囲からは親しみを込めて『ソニア様』と呼ばれている。

　デーモン王を打倒した大英雄の一人、エルフの大魔導サンダーソニアである。

　彼女はエルフ国における最高の英雄である。

　地位と名誉と領地と爵位……ありとあらゆるものを持っているように見える彼女には、悩みがあった。

「またフラれた……」

　そう、彼女は独身であった。

「大おお婆ばば様は高望みしすぎなのです。わざわざ友好のためにきてくれたヒューマン貴族をナンパしなくても……」

　彼女の部屋の入り口に控えるのは、エルフの男性だ。

　名をトリカブトと言う。

　毒草の名を持つ彼は、エルフ軍の大佐であり、ソニアの姪てっ孫そんにあたる。つまり姪めいの息子である。

　大佐という地位における彼の仕事は、エルフ国の最大戦力とも言える人物の護衛である。

　護衛といっても、文官である彼のやっていることは、せいぜい丁稚でっちか従僕といった所だが。

「だって、エルフの連中が誰も相手してくれないんだからしょうがないだろ！　あと大婆って呼ぶな！」

　サンダーソニア。

　彼女は、今年で千二百歳になる。

　エルフの最長老だ。

　エルフの寿命は約五百歳。

　サンダーソニアが通常の倍以上の年齢を生きているのには、理由がある。

　今から九百年前。

　エルフの国は、今では考えられないほど、追い詰められていた。

　村を燃やされ、領土を侵略され、兵からは命が、子供からは笑顔が奪われていた。

　当時の族長の娘であったソニアは、このままではエルフが滅ぶと考えた。

　ソニアは天才児だった。

　雷の精霊に愛された麒き麟りん児じとして、エルフ国中に期待されていた。

　実際、戦場に出て彼女に勝てる者は誰一人として存在していなかった。

　その圧倒的な雷魔法は、いかなる敵をも消し炭に変え、大軍勢すらも押し留とどめた。

　前線を支えているのは、彼女だった。

　だが、そんな彼女ももう三百歳。

　エルフの全盛期は百歳から二百歳までの間とされている。

　それから四百歳までの間に徐々に腕力や魔力が衰えていき、四百歳以上は老人とみなされる。

　自分の全盛期はとっくに過ぎてしまった。

　すでに衰えが始まっているのも、自覚している。そうなれば、いずれエルフの国は前線を維持できなくなるだろう。

　先にあるのは、エルフの滅亡だ。

　そう考えたソニアは、禁呪に手を出した。

　エルフに古くから伝わる、不老長寿の呪い。

　それを、自らに掛けたのだ。

　結果、ソニアは百歳前後の年齢まで若返り、その年齢で固定された。

　全盛期の魔力を取り戻したソニアは、エルフ軍のリーダーとなり、二百年の時を掛けてエルフ軍を立て直し、敵軍を押し返した。

　その後も前線に出続けて、ついには他国の英雄たちと一緒にデーモンの王を倒すに至ったのだ。

　まさに大英雄である。

　そんな彼女も人の子である。戦争が終わった後の結婚ブームを見て、こう思った。

　平和になったし、そろそろ私も伴侶を見つけるか！　と。

　しかし彼女、千二百歳でもある。

　しかも大英雄で、エルフ国の重鎮でもある。

　彼女と付き合おうなんて考えるエルフ男性はいなかった。あまりに偉すぎるし、あまりに年齢が高すぎた。

　ついでに言うと、ブームにも乗り遅れた。

　彼女に釣り合いそうな男は、エルフ国には誰一人として残っていなかったのだ。

　だが、それだけではない。

　彼女が結婚にこぎつけられないのには、実を言うともう一つ理由があった。

「クソッ、あいつのせいだ……」

「『シワナシの森の悪夢』ですか？」

「そうだ、くそ忌いま々いましいあのオーク！」

『シワナシの森の悪夢』。

　そう呼ばれる事件は、エルフたちにとって忘れられない出来事だ。

　デーモン王ゲディグズを倒し、勢いのままオークを攻め滅ぼそうと、ヒューマンと挟撃を仕掛けたエルフ軍。

　しかし、そんなエルフ軍に立ちふさがったのは、一人の戦士ウォーリアだった。

　オークの英雄バッシュ。

　彼は、かつてのソニアと同じように前線に立ち、圧倒的な力でエルフとヒューマンを打倒した。

　かの男を倒さなければ、シワナシの森を手に入れることはできない。

　だがバッシュはあまりに強い。その強さたるや、相対した者の九割が死に、残り一割がトラウマになるほど……。

　倒すことなど、不可能に思えた。

　そこでエルフの大魔導サンダーソニアが立ち上がった。英雄には英雄をぶつけんだよと言わんばかりに、バッシュに戦いを挑んだ。

　戦いは三日三晩続いた。

　ソニアの雷魔法が森を焼き払い、絶え間ない雷光が空を裂いた。

　バッシュの斬撃が大木を切り倒し、怒号が地面を揺らした。

　天変地異とも言えるような戦い。

　あるエルフの将兵は、それを見ていた。戦いを見届ける役目の者が必要だったのだ。

　そして、彼は最悪の光景を目まの当たりにした。

　戦いの末……。

　雷光と怒号の止やんだ先。

　……立っていたのは、バッシュだった。

　ソニアはバッシュの前に倒れ、気を失っていた。

　エルフの女性が、オークの前で倒れればどうなるか。

　決まっている、連れ去られ、そのまま性奴隷にされて、死ぬまで子供を産ませられるのだ。

　あのソニア様が捕まってしまう。

　エルフの英雄が、エルフの象徴ともいえる人が、オークの奴隷になってしまう。

　それだけはなんとしても避けねば。

　もしソニアが奴隷になり、うつろな目でオークの子を宿している姿を兵が見れば、士気が落ちるなどというものではない。

　エルフ軍そのものが瓦が解かいしかねない。

　そう思い、飛び出そうとした将兵は、驚くべきものを目にした。

　なんと、オークが踵きびすを返し、立ち去ったのだ。

　ソニアに見向きもせずに。

　将兵だけではなかった。その場にいた多くの兵がそれを見ていた。

　将兵はわけがわからなかったが、とにかくソニアを回収し、見たままのことを上層部に伝えた。

　上層部はサンダーソニアの敗北を隠そうとした。

　だが、他の兵も見ていたのだ。情報が漏れないはずもない。

　サンダーソニアの敗北は、エルフ全軍へと知れ渡ることになる。

『シワナシの森で悪夢を見た。エルフの大魔導サンダーソニア敗北』

　それを聞いた兵士たちは絶望した。

　あのソニア様が負けるなんて。

　あまつさえ、オークに捕まって、性奴隷になってしまうなんて……。

　いくら戦争に勝てても、これじゃ……まさに悪夢だ！

　そんな絶望を予想したエルフ国の兵士たちの耳に、別の情報が飛び込んでくる。

　いや、なんかソニア様、連れ去られなかったらしいよ。

　兵士たちは混乱した。

　え？　なんで？　お付きの護衛がギリギリで救出したとかじゃなくて？

　じゃなくて。

　なんで？　オークだよ？　連れ去るか、そうじゃなくてもその場で犯すじゃん普通。あたしもこないだヤラれたしさ。連れ去られる前に助けが来たけど。

　わかんないけど、普通に放置されたみたい。

　もしかして、見た目に反して加齢臭とか漂ってたりして？

　ハハ、なにそれウケる。

　そんな会話が至る所で繰り広げられ、エルフたちの中で、ある説が定着した。

『サンダーソニア様は外見こそ若いが、オークですら敬遠するほど加齢臭を放っている』

　こうして、ソニアは『オークの鼻を曲げるほど臭い女』となった。

　完全なサゲマン扱いである。

　結婚にどうかって？　いやいや、そんな、ありえないっしょ、と。

　それが、もう一つの『サンダーソニアが結婚できない理由』であった。

　ともあれ、ソニアは国外、ヒューマンの国に相手を求めた。

　ヒューマンの寿命はせいぜい八十歳。

　彼らから見れば、二百〜三百歳のエルフも、千二百〜千三百歳のエルフも変わらないだろうと考えたのだ。

　だが、結果は惨ざん敗ぱいだった。

『シワナシの森の悪夢』は、ヒューマンにも伝わっていた。

　奥手のソニアが、それっぽい方向に話を持っていこうとしても、露骨に避けられた。

　まぁ、もちろんそれはサンダーソニアが勝手にそう思っているだけで、実際の理由はまた別なのだが……。

　ともあれ、サンダーソニアは噂うわさを憎んだ。

　もちろん、ソニアもわかっている。

　エルフの結婚ブームにしろ、『シワナシの森の悪夢』の噂にしろ、一過性のものだと。

　千二百年も生きていれば、エルフとて何代も世代交代をしている。

　ましてやヒューマンなんて、何度世代交代しているかわからないぐらいだ。

　世代が変われば流行も変わる。

　戦時中とはいえ、流行はやり廃りはあったのだから。

　二十年もすれば噂も忘れられ、ヒューマンの世代は交代し、ソニアと結婚してくれる人も出てくるだろう。

　百年もすれば、エルフの世代も交代して、ソニアと結婚してくれる人も出てくるだろう。

　不老長寿の禁呪によって、誰かに殺されるまで生きるソニアにとって、その程度の年月はすぐだ。

　でも、サンダーソニアは思うのだ。

　なんだかそれは、負けたようではないか。認めたようではないか。

　自分がオークの鼻を曲げるほどの加齢臭を漂わせている、と。

　そんなわけはない！　近くによって嗅いでみろ！

　最近はその噂を否定するため、香水すら付けていないんだぞ！　と。

　もちろん、実際にどういう匂いだろうが、噂は噂。

　いきなり消えることはない。

　それもこれも、全てあの男、オークの英雄バッシュのせいだ。

　あいつが連れ去らなかったせいで、サンダーソニアは悩んでいるのだ。

　もちろん連れ去られて性奴隷にされていたら、本当の悪夢を体験するハメになっただろうが……。

　それでも、一言ぐらいあってもいいじゃないか。

　つい先日も、久しぶりに出会ったというのに挨拶も無かった。

　いや、挨拶するような間柄でもないのだが。

　それにしても、人の顔を見ても反応すら無いというのはどういうことだろうか。

　トリカブトの話によると、馬車ですれ違った時のバッシュはポカンとアホ面づらを下げて見送っただけだという。

　普通のオークは、ソニアが目の前を通ると、股間を盛り上がらせて、舌なめずりをするというのに……。

　いや、しかしそれも随分前の話か。

　オークがソニアに対して最後にそんな態度をとったのは、まだエルフ国が立て直しを図る前、オーク国に激しく攻め立てられていた頃……要するにソニアが若い頃だ。

　気づいた時には、オークはソニアを見ると、恐れ慄おののくか、死を覚悟した顔で挑みかかってくるようになった。

　オークの舌なめずりなんて、ここ数百年、見ていない。

　とはいえ、今は戦争も終わった。

　オークもずいぶんと穏やかになったという。

　なら、股間を盛り上がらせて舌なめずりをしてもいいではないか。

　それとも、もしかして、本当に加齢臭がし始めたのだろうか……。

　バッシュの態度は、ソニアを不安にさせるに十分だった。

　だが、サンダーソニアは不安を外に出したりはしない。なぜなら彼女はエルフの大魔導、エルフの英雄だからだ。エルフの象徴たる彼女は、部下に不安なところを見せるわけにはいかないのだ。

「大体、あいつは我が国に何しにきたんだ！　監視は付けているんだろ!?　どうなっている!?」

「初日は情報収集に徹していたようですね。それ以降は森でゾンビを狩っているそうです」

「ゾンビ？　なんで？」

「わかりません。次の町に移動するための資金集めかも」

「そんな馬鹿なことがあるか！　だって私に会いにくるとか言ってたんだぞ!?」

「そうおっしゃられましても、ゾンビ退治ぐらいしかしていないのが現状です」

　バッシュが町に到着して七日。

　初日こそ、町中で何か嗅ぎ回っていたようだが、今は宿と森の外を行ったり来たりしている。

　彼は不気味なほどにおとなしくしている。

　問題も起こしていない。品行方正に毎日を生きている。

　まるでオークじゃないようだ。

「しかし、正直、街中の噂ですな。どこからかやってきたオークが、ゾンビを殲せん滅めつしている。オークも中々やるじゃないか、と。実際、彼のお陰でゾンビの数がこの七日で激減しました。そろそろ軍の方で掃討作戦を実施し、完全に殲滅するのも良いのではないか、という提案すら上がってきています」

「あまりあいつを褒めるんじゃない……」

「確かに、彼には同胞を何人も……」

「馬鹿。そういうことじゃない。ポル坊も言っていただろ。死者のことは覚えてなくちゃいけないが、誰が殺したかは忘れろ。禍根は残さないんだ」

　現エルフ王ノースポールは、和平に至って、エルフ全体にあることを命じた。

　それは、戦争していた相手を恨まないこと。

　恨みはまた戦争を引き起こす。誰が殺したかに言及すれば、必ず相手も言い返してくる。

　殺し合いだったのだ。お互い様なのだ。

　恨まないというのは難しいことだろうが、ここで連鎖を断ち切るのだ、と。

　他種族との結婚ブームであることも相まってはいるが、その命令に従っているからこそ、本来は排他的であるはずのエルフが、他種族に対して寛容なのだ。

　バッシュが町に入っても、クラッセルの時のように露骨な扱いを受けないのも、そのためだ。

　まあ、この町にオーク国と戦っていた兵が多くないというのもあるが。

「サンダーソニア様、おっしゃってることが矛盾しています。褒めていいんですか？　悪いんですか？」

「うるさいな。わかってるよ、私も複雑なんだ……」

　ソニアは、ハァと溜ため息いきを吐ついた。

　とにかく、今のようになってしまったことは、もう仕方がない。

「まぁ、ひとまず、あいつはいいか。よくよく考えてみれば、本気で悪いことを企たくらんでるなら、私に対してあんな意味深な態度は取らないだろうからな」

　バッシュが町に来た時は焦あせったし、会いに来ると言われて恐れ慄いたが、なんとなく、喉元は過ぎたように感じていた。胃の中に何か違和感はあるが、何もしていないのなら、何もできないのが現状だ。

　大体、噂は憎んでいるが、バッシュを憎むつもりもないのだ。

　負けた自分が悪いのだから。

　それよりどうにかして、この不名誉な噂を払ふっ拭しょくしたい。

　それが今のソニアの、切実なる願いであった。

　だが、どうすればいいのか。今更バッシュを打ち倒した所で、噂が消え去るはずもない。

　まさか、バッシュに改めて「犯してくれ」と懇願するわけにもいかない。

「くそっ、ヒューマンめ！」

　やがてサンダーソニアの矛先は、ヒューマンへと向いた。

「いつもは傍若無人なくせにエルフに気を使いやがって、一人ぐらい火遊び感覚で付き合ってくれてもいいだろ！　すぐに噂が噓うそだって証明してやるし、なんなら死ぬまで尽くしてやるぞ！　こちとら千二百年も命を懸けてエルフの国に尽くしてきたんだ！　たかだか五十年や六十年ぐらいなら、いくらでも側そばで侍はべってやるよ！　ヒューマンは自分の脇に女を侍らすのが好きなんだろ！　特に高たか嶺ねの花をさぁ！　私は絶好じゃないか！　なぁ!?」

「ご自分を高嶺の花とおっしゃいますか」

「違うっていうのかよ！　そりゃ実年齢は千二百歳だが、見た目は百歳だし、魔法はほとんどなんでも使えるし、知識だってあるぞ！　政治だって多少はできるし、領地経営のアドバイスだってできる！　高嶺の花としての資格は十分だろ!?　そりゃ、あっちの経験は無いけど、ヒューマンの男はそういうのが好きなんだろ！　六百年前、同盟国だからってエルフの陣地にきて、生娘を食いまくった将軍がいたこと、忘れてないぞ！」

　ソニアはバッシュをどうにもできないと思うや否いなや、今までに振られた男たちについて言及し始めた。

　トリカブトはそれを聞いて、苦笑を浮かべるほか無い。

　トリカブトは、今のように必死に懇願すれば、ヒューマンの男も一人ぐらい付き合ってくれそうなものだと考えていた。

　でも、本番で彼女がこうやって話すことは無い。

　そもそも奥手だし、エルフの大魔導サンダーソニアという立場を考えて、それにふさわしい振る舞いをしようとしてしまう。

　要するに、格好つけてしまうのだ。

　そんな、エルフの英雄らしい振る舞いをする彼女を落とそうなんて考えるほど、ヒューマンの男も馬鹿ではない。

　彼女の機嫌を損ねれば、エルフとヒューマンの戦争にも発展しかねない。

　ヒューマンの国にソニアが来るとなれば賓客扱いするし、重要人物として扱う。やり捨てなんてもっての外だ。

　サンダーソニアは、加齢臭の噂うわさがヒューマンを遠ざけていると思っているが、事実はそんなものなのだ。

「あ、そうだ。トリカブト。なんだったらお前が娶めとらないか？」

　唐突な提案に、トリカブトは顔を引きつらせた。

「勘弁してください」

　トリカブトの最古の記憶は、サンダーソニアにおしめを替えてもらっている光景だった。

　サンダーソニアはおしめを替えながらトリカブトの母に「任せておけ、私はお前も、お前の母親のおしめも替えてやったんだ。我が一族の乳母みたいなもんさ」と、自慢げに話していた。

　その時から今に至るまで、トリカブトにとってサンダーソニアは、我が一族の頼れる婆ばあちゃんである。

　当然、恋愛感情は一度も持ったことがない。そんなもの、持てるはずもない。

「私には、心に決めた人がいるんです」

「なんだ、お前恋人がいたのか！　なんだよ、そういうことは早く言えよ！　どこの誰だ？　ん？　難しい相手か？　なんなら私が仲を取り持ってやってもいいぞ。や、まさかサキュバスじゃないだろうな、だったら許さんぞ。私の権限でお前を勘当してやる……って感じで国から出ていけるように取り計らってやる。安心しろ、私は理解がある方だからな。どうだ？」

「ビースト王の第三姫イヌエラ様ですよ……今は色々と調整中なので、情報を外に出せないんです」

「えーっ、お前ああいうのが好みだったのか!?　ていうか、私聞いてないぞ、調整ってことは、お前を昇進させて釣り合いを取るとか、婚約の発表の日取りとか、そういうことだよな？　え？　聞いてないぞ!?」

「サンダーソニア様は口が軽いから、言わないようにと父上に……」

「だったら今この場でも言っちゃダメだろ！　お前は今まで何を学んできたんだ!?　機密保持の大切さも知らんのか!?　あぁ？」

　面倒くさいなぁ……と、トリカブトが溜息を吐いていると、窓枠に一羽わの梟ふくろうが止まり、ホウと鳴いて、コンコンと窓をつついた。

　見ると、足になにかが括くくり付けられている。

「ん？　伝書か」

　ソニアは窓を開くと梟を己の腕に乗せ、足に括り付けられたものを取った。
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　手紙であった。

「ふむ、キー坊からだな」

「キンセンカ中将ですか、何と？」

「ゾンビの中に、リッチの姿を確認したらしい」

「リッチ、ですか？　となると、ここ数年のゾンビ騒ぎは？」

「間違いあるまい。そりゃ、いくら駆除しても湧いてくるわけだな」

　アンデッドというのは本来、自然発生するものだ。

　深い恨みや後悔を持って死んだ者が蘇よみがえり、生者を襲うのだ。

　とはいえ、一度倒してしまえば、復活することはない。

　ちなみに、ゾンビになった者の魂は打ち砕かれ、二度と生まれ変わることはないと言われている。

　しかし、リッチがいれば別だ。

　アンデッドの最上位種であるリッチは、砕かれた魂を集め、ゾンビを再復活させることができる。

　つまり、リッチがいる限り、ゾンビがその界かい隈わいから消えることはない。

「五日後にゾンビの大規模な掃討作戦をするから手伝ってほしいらしい。今から来て作戦会議に出席してほしいそうだ」

「もう夜中ですが」

「勤勉なことだな。だが、リッチが発見されたなら、急がなければいけないのも確かだ」

　エルフの軍部は優秀だ。

　戦争が終わって未まだ三年。

　何千年と蓄積されてきたノウハウは未いまだ健在である。

　攻撃時には、最大戦力でもって一瞬で攻め落とすべし。

　エルフ軍部は、たかがゾンビ討伐と侮あなどらず、シワナシ森方面軍・第二大隊の出動を決定した。

　第二大隊はエルフ軍の中でも、特に魔法兵を中心とした軍団だ。

　ゾンビには炎の魔法がよく効く。

　これを機に、一気に駆除しようというハラだろう。

「しかし、大規模な掃討作戦をするとなると、オークの英雄の動きが気になりますね……我々が出払っている間に、行動を起こすかもしれません」

「うーん……でも怪しい所はないし、ひとまず放っておくしかないだろう。さっきも言ったが、本当に悪事を企んでいるなら、わざわざ私の所になど来ないだろうしな」

「よろしいのですか？　嫌がらせをしておかなくて」

「おい、私が気に入らない相手に常日頃から嫌がらせしてるみたいじゃないか！　してないぞ私は、嫌がらせなんて！」

　二人のくだらないやり取りを、梟だけが首を傾かしげながら見つめていた。

「とにかく、今からキー坊の所にいくから、準備をしろ」

「了解いたしました」

「うむ。私も私で用意するからな、一時間後にまた呼びに来い、いいな？」

「ハッ！」

　トリカブトは頷うなずきつつ、部屋から出ていくのであった。











閑話「サンダーソニアの出立準備」






　女性の準備には時間が掛かる。

　戦争終結後、男性より女性の方が準備に手間取ることが多かったため、世間ではそう言われ始めている。

　もちろん、戦時中はそんなことは無かった。

　準備は寝る前に終わらせておくものであり、緊急事態に備えてどれだけ迅速に動けるかが兵としての優秀さを決める。

　そこに男女差は無い。

　男女共に、死は訪れるものだからだ。

　死を前にして「準備不足だったので出直してきます」とはいかないのだ。

　サンダーソニアは優秀な戦士ウォーリアの例にもれず、準備は早い方だった。

　戦闘が始まれば着の身着のまま、懐ふところに忍ばせた携帯食料を咥くわえて飛び出していき、汚お泥でいと煤すすにまみれながら戦場を駆け抜け、帰ってきたら飯を食って、携帯食料を懐にしまい、そのまま眠る。

　必ず睡眠を取り、寝る時は常に杖つえや簡易食料と共にある。

　時に式典などで身み綺ぎ麗れいにすることもあるが、とにかく常在戦場の心構えができており、とにかく準備に余計な時間を掛けない女だった。

　最初からそうではなかったが、そうでなければ生き残れない戦場をいくつも体験した結果、そうなった。

　そんなサンダーソニアは変わった。

　戦争が終わってからというもの、彼女は出かける際には必ず一時間以上の時間を要するようになった。

　その原因となったのはあの一件……そう、『シワナシの森の悪夢』であった。

「さて」

　サンダーソニアの目の前には、ヒューマンの鍛冶師に特注で作らせたバスタブがあった。

　黄土色に輝くそれは、内側に小さな魔法陣が描かれており、一目で魔法具であることがわかる。

　サンダーソニアが魔法陣の片方に触れて魔力を流すと、またたく間にバスタブは湯で満たされた。

　彼女は湯の中に手を入れると、その湯加減を確かめて頷いた。

「よし」

　サンダーソニアは、スルリと衣類を脱いで籠に放り込んだ。

　その細くしなやかな肢体は、エルフの中においても肉付きがいい方ではなかったが、その場に童貞のオークがいれば獣と化したことは間違いあるまい。

　彼女はそんな体をバスタブへと沈め……るより前に、バスタブの脇にしゃがみ込み、そこに並べてある小瓶を眺めた。

　黄色、緑、桃色……小瓶の中には様々な色のついた液体が入っており、光を反射して宝石のようにきらめいていた。

　サンダーソニアはその中から二つの瓶を手に取ると、真剣にその中身を見比べた。

「どっちにする……？　やはり臭いに関しては、ビースト産の方が良いか？　いや、だがこの手のものは昔からフェアリーのものが一番だと相場は決まっているし……」

　悩むサンダーソニアの体を、ヒュウと隙間風が撫なでた。

「べっくしょい！」

　オヤジ臭いくしゃみを一発したところで、サンダーソニアはこのまま悩んでいても埒らちが明かないと判断。小瓶の片方を置くと、もう片方の蓋を開けて、中身をバスタブの中へと流し込んだ。

　それからバスタブ脇にあった棒で中身をかき混ぜると、バスタブから泡が溢あふれ出した。

　そこでようやく、サンダーソニアは湯の中へと身を沈めた。

「……ふぅ」

　熱く気持ちの良い湯に、サンダーソニアは息を吐く。

　だが、その表情が緩むことは無い。

　真剣そのものといった表情で、チャプチャプと、液体の溶け込んだお湯を擦り込むように、肌を撫でる。

　特に、脇の下や耳の裏などを丹念に。

　サンダーソニアが湯に溶かした液体……それはビースト族に伝わるものだ。

　ビーストは鼻が利きく。彼らは闇夜の中においても臭いで簡単に敵を発見することができる。

　そんな種族だからこそ、相手の嗅覚に対しても侮りが無かった。

　特に暗殺と斥候に長たけた夜や狼ろう師団の面々は作戦前に特殊な石せっ鹼けんで水浴びを行い、その体から臭いを完全に消し去ることで有名だ。

　サンダーソニアが使っているのは、その石鹼である。

　この石鹼を使えば、たとえ相手がビーストであっても、至近距離まで近づかなければ臭いを嗅ぎ取ることができない。

　それぐらい強力な臭い消しであった。

「こんなものでいいか」

　たっぷり三十分ほど自分の体にお湯を擦り込んでいたサンダーソニアはそう呟つぶやくと、バスタブの底にある魔法陣に触れた。

　彼女が魔力を込めると、バスタブのお湯がみるみるうちに無くなっていき、あっという間に空になった。

　サンダーソニアはホカホカと湯気の上がる肢体でバスタブの外へ出ると……。

　もう一度、バスタブの魔法陣に手を触れ、お湯を張った。

　手に取るのは、先程とまた違う小瓶であった。




　さらに三十分後、ピカピカになったサンダーソニアがそこにいた。

　強烈な臭い消しによって体臭を消し去り、その上でヒューマン産の高級石鹼で体を隅々まで洗浄。

　たとえ本当に加齢臭がしていたのだとしても、数時間は絶対に臭わせない。そんな覚悟すら垣かい間ま見みえた。

「うーむ……」

　下着姿のサンダーソニアは体から湯気を放ちながら、迷っていた。

　目の前にあるのは、様々な色をした小瓶だ。

　その数、ゆうに二十以上はあった。

　風ふ呂ろにいれたものと似たような、しかし中身の違うそれは、俗に『香水』と呼ばれるものだった。

「付けるか……？」

　サンダーソニアは己の臭いを気にしている。

　だから去年までは、風呂上がりに香水をふんだんに使っていた。

　だが、ある日、こんな噂うわさを耳にした。

『ソニア様って、香水の匂いキツいよね』

『加齢臭、隠したいんじゃない？』

『やっぱ、臭いんだー』

　己の体臭を香水によってごまかしているだけで、やはり本当は臭いのではないのか。

　そんな噂である。

　サンダーソニアにとってその噂はショックだった。

　だが、同時に納得する部分もあった。

　香水の匂いをプンプンさせていては、本当に自分が臭くないのかがわからない。

　実際、戦争中、あまりに水浴びができず、自分でも臭ってるな、と思った日が続いた時は、そうして体臭をごまかした時もあった。

　だからその日からサンダーソニアは、香水は付けず、匂い消しと石鹼にとどめた。

　それはサンダーソニアにとって勇気ある行動だった。これで本当は臭っていたとなれば、恐らく立ち直れないだろう。

　今日もそうしようかと思っていた。

　だが、どうにもバッシュの存在が気にかかった。

　バッシュの存在が気にかかるのと香水はまったく結びつかないのだが、保険として少し体臭を隠したい、という気持ちが湧いて出たのだ。

　もちろん、サンダーソニアは臭くない。石鹼の清すが々すがしい匂いしかしないだろう。だから、そう、あくまで保険だ。

「ちょっとなら大丈夫だよな？　うん」

　サンダーソニアは自分に言い聞かせるようにそう言うと、香水の小瓶の内一つ、戦争中にも使っていた、お気に入りのやつを手に取ると、首元にチョンとだけ付けた。




　　　　■




　そうして、サンダーソニアの準備は終わった。

　風呂に入っただけと言えばそれまでだし、ヒューマンの貴族などはもっと時間が掛かるだろう。

　だがかつてのサンダーソニアの迅速さを知る者からすれば、何かあったのかと心配になるレベルの遅さであった。

　とはいえ、そんな遅さに慣れた者もいる。

　トリカブトである。

　彼は部屋から出てきたサンダーソニアを見て、ようやくか、と溜ため息いきを吐ついた。

「トリカブト、待たせたな、行くぞ」

「ハッ！」

　頭を下げ、ツカツカと歩くサンダーソニアに追従する。

　すると、彼女の髪からフワリと柔らかい香りがした。

　それは、幼少の頃に何度か嗅いだ匂い。

　エルフの誰であっても、恐らく一度は嗅いだであろう、安心の香り。

「……あの、ソニア様」

「な、なんだ？　別にいいだろ、たまには、香水ぐらい」

「今回の作戦会議、恐らく既婚者ばかりです。狙うのはマナー違反かと思われますが」

「狙うか、馬鹿！」

　サンダーソニアはプンスカ怒りつつ、先を急ぐ。

　トリカブトもそれに続いた。

　今日もソニア様は必死だなと、内心でそう思いながら……。











６．オークゾンビ






　戦後、各国で軍縮が行われたのは周知の事実だ。

　敗戦国はもちろん、戦勝国もまた、次なる戦争を引き起こさないためにと、決められた量まで兵力を落とす調整を行った。決められた量まで、といっても、戦敗国のそれに比べれば、雲うん泥でいの差ではあるが。

　シワナシ森方面軍は、オークの武装蜂起と、ヒューマンの侵攻を想定して置かれた軍だ。

　ヒューマンとオーク、それぞれの国からの侵攻を考えて、二つの大隊が配備されている。

　その兵力は約千二百程度。

　第一大隊は弓兵を主体とした大隊で、七百余名。

　第二大隊は魔法兵を主体とした大隊であり、五百余名。

　エルフ軍に限らぬことであるが、軍縮が行われてなお軍隊に残った者は、戦うことしかできない生来の兵士か、その能力を買われて軍部から引き止められたエリートが大半を占める。

　すなわち、現状における各国の軍隊は、精鋭中の精鋭である。

　特にエルフ軍は、その長い寿命ゆえ、ヒューマンのように次代に備えるという意識が薄い。新兵はほとんど存在せず、終戦まで戦い抜いたベテランが揃そろっていた。

　終戦間ま際ぎわの激戦を戦い抜いた第二大隊五百余名の精鋭。

　たかだかゾンビ退治には大げさともいえる人数である。

　いくらリッチがいるとはいえ、百名もいれば十分なのだから。

　だが、決して敵を侮あなどらないという慎重さと、必ず叩たたき潰してやろうという苛烈さが混じった、有能な選択であったと言えよう。

　さて、ゾンビの発生している現場に到着し、第二大隊の長であるキンセンカ中将が行ったのは偵察だ。

　偵察は十の小隊を用いて行われる。

　偵察隊は本隊を中心に放射状に散っていき、百メートル毎ごとに魔法陣を刻む。

　この魔法陣は、周囲五十メートルの動体反応を検知するものであり、数分でその効力を失う。

　大隊は魔法陣によって安全を確認した後に五十メートル前進し、偵察隊を呼び戻す。

　戻された偵察隊は再度、放射状に散っていき、魔法陣を刻む。

　接敵するまでこれを行う。

「アロースリーより報告、敵発見。ゾンビ五、スケルトン三」

「撃破せよ」

　敵を発見した瞬間、偵察隊は遊撃隊へと変化し、本隊と連携して挟撃あるいは包囲。各個撃破を行う。

　この一連の流れは『エルフ・アロー』と呼ばれる、エルフの伝統的な戦術である。

「アローシックスより敵大将発見。リッチ一。ゾンビ、スケルトン共に百以上！」

「よし、リッチを撃破、アンデッド共を殲せん滅めつする」

『エルフ・アロー』にも幾つか弱点はある。

　その弱点を突かれて敗北した戦場は、両手の指を使っても数えきれないほどだ。

　だが、ゾンビ退治に使う戦術としては、最適解とも言えた。

「ではサンダーソニア様、よろしくおねがいします」

「ん、任せろ！　リッチ程度なら、何度も退治したことがあるからな！　余裕だ！」

　サンダーソニアの自信満々の声が森に響き渡る。

　エルフの英雄の言葉に、大隊の士気が上がる。

　三年間、久しく無かった、大隊規模の戦闘……。

　でも大丈夫。相手は所詮ゾンビの群れ。我々はあの戦争を戦い抜き、生き抜いた精鋭。

　それに、我々にはサンダーソニアがついている。たとえ劣勢になろうとも、英雄が勝負を付けてくれる。

　我々は勝利する。

　エルフたちの中にあったなけなしの不安は払ふっ拭しょくされ、ただただ胸が高鳴る。

　そうなれば、ゾンビ退治など単なるパレードのようなものだ。

「全軍、攻撃開始！」

「オオオオォォォォ！」

　鬨ときの声が上がり、エルフたちの攻撃が始まった。

　エルフたちは十分な勝算をもって作戦を行った。

　十分な兵力に、十分な練度。指揮官は優秀で油断も無かった。士気は高く、かといって戦功を焦あせる愚者もいない。アンデッドの弱点はわかっているし、その弱点に沿った戦術をとった。

　負ける要素など何も無い。

　ただ一つだけ誤算があったとするなら……。

　終戦前、どこの誰がシワナシの森で死んだのかというのを、忘れていたことぐらいか。
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　一方その頃。

　暗いシワナシの森の一角。

　エルフたちが音もなく偵察を続けている中、さらに静かな木陰。

　そんな場所の地面が、ボコリと盛り上がった。

　何かが、地面の中から出てきた。

　その何かは、湿った土をボトボトと落としながら立ち上がった。

　高さにして三メートルほど。

　オーガ族もかくやというほどの影。

　その影は人型をしており、目にあたる部分には、爛らん々らんと輝く赤い光があった。

　ゾンビである。

　ゾンビは起き上がると土を払うこともなく、周囲を見渡し、ある一点を見て、動きを止めた。

「おお、おお、見えるか、戦士たちよ！」

　シワナシの森に声が響く。

　低く、ひび割れ、地獄の底からでも届いたかのような声が。

「我わが輩はいにはしっかと見える！　あれこそ憎きエルフの軍勢だ！　あの日見えなかった、暗闇に潜みし卑ひ怯きょう者の背だ！」

　生前は、凄すさまじい肉体の持ち主だったのだろう。

　三メートル近い、巨人族もかくやという巨きょ軀く、腐り、ボロボロになりつつも、鋼鉄のような筋肉であったことが窺うかがえる太い腕、太い脚。

　左手は肘より先から存在しないものの、右手には鉄塊としか思えないほど巨大な鋼鉄の槌つちが握られている。

　それらを錆さびついた鎧よろいで包み、ゾンビは笑う。

「おお、見よ！　見よ！　素晴らしき眺めではないか！　諸君らもそう思うだろう！」

　いつしか……いつしか、彼の背後には、ゾンビが立っていた。

　一匹や二匹ではない。数百ではきかない数の、大量のゾンビの群れが。

　彼らの中には、すでに眼球など無い者も多かった。

　だが、赤く怪しく光る何かが、彼らの視界を確保していた。

　全員が、同じ方向を向いていた。夜目の利きく視界に、憎きエルフの軍勢を映していた。

「笑おうではないか！　かつての我らの敗北を雪辱できる、この喜びに！」

　ゾンビは鋼鉄の槌を持ち上げた。

　やや遅れて、ゾンビたちもまた、各おの々おのの武器を持ち上げる。

　折れ、砕け、錆びついた剣や斧おの。何年も土に埋まっていたかのような得物。しかし、その得物には、やはり赤い光が怪しく宿っていた。

「そして、感謝しようではないか！　我らに二度目の機会を与えてくれた、あの小こ賢ざかしきガンダグーザに！」

　周囲のゾンビたちからの声は無い。

　大抵のゾンビというものは、言葉を発しない。せいぜい、「あー」とか「うー」といったうめき声を上げる程度である。

　言葉を発せられるゾンビは、高位の存在か……あるいは、よく訓練されたゾンビである。

「さらに悔いようではないか！　ガンダグーザを冷遇し、最後まで意見を聞こうとしなかった、この我輩に！」

　彼らは理解していた。

　今、我らは隠おん密みつ行動をすべきだと。

　静かに行動を開始し、音も無く相手を仕留めるべきだと。

　そう、かつてエルフの軍勢が我らにやったように。
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　脳みそはすでに腐り、考える力など無いが、その肉体が覚えていた。

　切れた首が、破れた心臓が、穴の開いた肺が、理解していた。

　次は我々の番だと。

「進軍せよ！　戦士たち！　共に憎きエルフを踏み潰そうではないか！」

　巨大なゾンビの言葉で、ゾンビたちは動き始めた。

　すばやく、それでいて静かに。
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〝それ〟に、最初に気づいたのは、部隊後方で魔力を回復していた偵察猟兵だった。

　その長い耳が、後方から近付いてくる足音をとらえた。

　はて、自分の後ろには味方はいないはず。

　となれば、シワナシ森の町から増援でもきたか。

　あるいは、伝令でもきたのか。

　そう思い、後ろを振り返ったエルフの目に映ったのは、腐った体を異様な速度で動かす、オークゾンビの姿だった。

　その偵察猟兵は戦歴五十年のベテランだった。

　そのオークゾンビが、オークの中でも数少ないアサシンであると気づいたし、腐った体の色が、やや黄色に寄っていたことも確認できた。

　そして、オークが手に持った短剣が回避不能で自分の喉に突き刺さるであろうことも、一瞬で理解できた。

「てきしゅ──」

　最後の義務として発しようとした声は、言葉にならなかった。

　短剣が喉を切り裂き、声の代わりに血をまき散らした。

　エルフは致命傷を受けつつも、背後から現れたオークゾンビの正体を探ろうとした。

　どこから現れたのか、どこに隠れていたのか。

「……！」

　死を避けられぬエルフの目が、少しでも情報を探ろうと動く。

　そして、見つけた。

　オークゾンビの背後。

　そこには、大量に迫りくるゾンビの群れがいた。

　その群れの一人が、一本の旗を立てる。ボロボロで、もはや原形をとどめていない旗。

　しかし、その旗は、確かに見たことのあるものだった。

　かつてシワナシの森で沈んだ、オークの大将軍の……。

「ぎっ……」

　そこまで思い出したところで、アサシンの短剣が延髄をえぐり、エルフの意識は消失した。
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「背後に敵だとっ!?　数は!?」

「はっ！　千はくだらないかと！」

「……被害は!?」

「偵察猟兵の半数が死亡……被害は甚じん大だいです」

　キンセンカ中将は、部下からの報告に目を見開いた。

　突如、ゾンビの集団が背後に出現。

　気づいた時には、魔力回復中の偵察猟兵の大半が死亡し、還かえらぬ人となっていた。

　正面にいるリッチ率いるゾンビが三百程度と判明し、いかに自軍の兵力を失わずに殲せん滅めつし、リッチを討ちとるか、と考えを巡らせていた、矢先の出来事であった。

　気づくのがあまりに遅かった。

　脅威となりうる数の軍勢を見逃すはずがないと思っていたせいか、背後への警戒をおろそかにしていた。

「まさか、どこから？」

「突然、湧いて出たとしか……」

「くっ」

　キンセンカ中将は焦あせった。

　敵の数が多い。出所もわからない。奇襲を受け、味方の被害は甚大。

　こうした状況に陥った場合、やるべきことは撤退だ。一も二もなく、外聞もなく逃げるに限る。

「……」

　撤退。

　それが、キンセンカの判断だ。だが、キンセンカの第六感は、それが危険であると訴えていた。

　撤退し始めれば、文字通り全滅する、と。

「……まるで、あの頃のようではないか」

　キンセンカの脳裏によぎったのは、約百年前。

　まだキンセンカが中将ではなく、中佐だった頃。

　キンセンカの父であった、キササゲ中将が、これと似たような状況に陥った。

　キササゲ中将は、当時のエルフ軍において抜きん出た判断速度を持ち、エルフ軍最速の将と言われる人物だった。

　それが、敵の挟撃に遭い、撤退を指示。

　その結果、包囲され、全滅した。

　キンセンカは、その一部始終を丘の上から見ていた。

　だからわかる。挟撃を受けた時の、キササゲの撤退戦に、一切の間違いは無かった。

　あの状況下で、的確に最も正しい選択をした。

　ただ、敵はキササゲがそうするとわかっているかのように動いた。キンセンカは上から見ながら「そっちに逃げちゃダメだ」と何度も叫んだ。

　やがてキササゲは逃げ場を失い、全滅した。

　今回は、あの時と同じ匂いがする。

　撤退しなければいけない。

　だが、逃げる方向を誤れば、全滅する。

　しかし、今、自分はどこに逃げればいいのか。

　定石で言えば、背後の敵を最低限の兵力で抑えつつ、前方のリッチを叩たたいて潰し、そのまま突破するように撤退するのがいいだろう。

　最速でリッチを発見して倒す。アンデッド退治の最適解だ。

　だが、敵は後ろからきた。となると、前方のリッチは、偽にせ物ものである可能性が出てくる。

　リッチがいるのは、前か後ろか。

　逃げるべきはリッチのいる方向。

　はずした時点で敗北が決定する。

　リッチがいれば、アンデッドはいくらでも蘇よみがえる。無限の敵に対し突破を試みるなど、愚の骨頂だ。長時間の挟撃を許し、甚大な被害をもたらすだろう。

　そう、かつてのキササゲ中将のように。

「……」

　キンセンカは考える。

　そもそも、この指示を出しているのは誰だ？

　アンデッドの指揮官はリッチだ。しかし、リッチは前方にいたはずではなかったのか？

　今すぐ、撤退の指示を出さなければならないのに、情報が足りなすぎて指示を出せない。

「中将！　ご指示を！」

　キンセンカは指示を出せない。

　時間は貴重だ。今すぐに動かなければ、おのずと包囲が縮まって、最後の逃げ場すらも失われるだろう。

　間違っていても何か指揮をしなければならない。

　そう知りつつも、言葉は出てこない……。

「おい、キン坊！」

　そこで、キンセンカ中将を呼ぶ声が聞こえた。

　かの歴戦の中将を、幼少期と同じように呼ぶ者など、一人しかいない。

　振り返れば、そこには一人の魔術師がいた。金髪をなびかせ、深緑色のローブに身を包んだ、一人のエルフが。

「ソニア様……」

「ゾンビは多分、土の中に隠れていて、我々が通り過ぎたのを見計らって出てきたんだ！　キサ太郎の時と一緒だ！　かなり組織立ってるぞ！」

　サンダーソニアの姿を見つけると、キンセンカは心中でホッとしている自分に気づいた。

　エルフの英雄。

　その脇には、彼女のお守りをしている甥おいっ子トリカブトの姿もあった。

　甥は口さがない男だが、今はわきまえているのか、黙っている。心なしか、不安そうな表情も見せていた。

　彼は文官で、戦場の経験も少ない。こうした窮地に陥ったこともないのだろう。

「わかっております！　しかし、逃げ場が……」

「難しいことを考えるな！　敵の手の内だぞ！」

「とはいえ、考えねば父上の二の舞です！」

「馬鹿！　ここに誰がいると思っているんだ！」

　サンダーソニアは薄い胸を張った。それを聞いて、キンセンカは思い出した。

　そうだ、ここにいるのはサンダーソニア。

　エルフの大魔導サンダーソニア。

　千の魔術を操る稀き代だいの魔術師にして、戦争を終わらせた立役者。

　エルフの英雄。最強の魔法使い。

「私が突破口を開いて、ついでに殿しんがりも務めてやる！　安心しろ。お前は絶対に家に帰してやるからな！」

「……」

「お前、可か愛わいい奥さんをもらったばかりなんだからな！　戦争も終わったのに、こんな所で死んじゃいけないんだ！　絶対に帰らなきゃいけないんだぞ！　そして他の皆は、お前が責任を持って帰してやらなきゃいけないんだ！　いいな！」

　キンセンカはその言葉に、目頭が熱くなるのを感じた。

　ああ、そうだ。この人はいつもそうだ。自分が子供の頃からそうだった。

　エルフ全体を家族のように思っていて、皆の名前を覚えていて。いざって時には、自分が率先して前に出て、皆を守ってくれる。

　だからエルフの英雄なんだ。だから皆が彼女の言葉を真剣に聞くんだ。

「おい、わかったのか!?　返事しろよ！」

「はっ！　わかりました！　このキンセンカ、皆を連れて脱出します！」

「よし、よく言った！　じゃあ突破するぞ！」

　問題はどちらを突破するかだが、キンセンカはすでに覚悟を決めていた。

　かのエルフの英雄が全力を出して戦ってくれるというのであれば、どちらに進んでも構わない。

　なら決まっている。家のある方だ。

「全軍転進！　背面に現れたゾンビの一軍を突破する！」

「ハッ！」

　部下たちが走り出す。

　命令は下した。キンセンカはもう迷わない。進む方向にリッチがいれば倒し、もし逆にいたのなら、後日、確実に勝てる数の兵士を揃そろえて、再戦する。

　部下は相当数死ぬだろう。自分は責任を取らされ、降格するのは間違いない。

　そのまま退役させられるかもしれない。

　だがそれでも、全滅は避けられる。壊滅せず、情報を本国に持ち帰れば、こちらの勝ちだ。

　エルフが勝つのだ。

　ゾンビごときに負けることなど、無いのだ。

「攻撃開始！」

　エルフの鬨ときの声が響き渡った。
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　キンセンカが敵軍の偏りに気づいたのは、撤退戦を開始してすぐだった。

　偏りといっても、アンデッドの軍団に変わりはない。

　スケルトンとゾンビ、レイスの群れ……。

　ヴァンパイアやデュラハンといった大物はいないが、リッチが操る軍団であるなら、それは不思議なことではない。

　リッチは最上位のアンデッドだが、あくまで復活させられるのは、スケルトンやゾンビ程度の、低位のアンデッドだけだ。

　問題は、そこではない。

　スケルトンやゾンビの種族。つまり、元となった死体の種族。

　それが……。

「……オークばかりじゃないか」

　己も前線に立ち、迫り来るゾンビの群れに炸さく裂れつ火球を打ち込みながら、キンセンカは呟つぶやいた。

　オークゾンビ、あるいはオークスケルトン。

　ゾンビの軍団は、ほぼオークの死体だけで構成されていた。

　時折飛んでくるレイスですら、オークの姿をしている。

　いや、それ自体はおかしなことではない。

　ここはシワナシの森。オークとエルフが、最後に争った激戦地である。オークゾンビが増えるのは、自然な流れである。

　しかし、キンセンカは嫌な予感がしていた。

　シワナシの森。

　唐突に湧き出た背後からの敵。ゾンビにしては統率の取れた動き。

　そしてよく見れば……よく見ればオークゾンビたちは、同じ鎧よろいを身に着けていた。

　どれもボロボロで、判別しにくくはあったが、確かに同じ鎧である。武器にも統一感があった。

　そしてキンセンカは、それらを見たことがあった。

　忘れもしない、三年以上前のことだ。

「よし、キン坊！　これなら突破できそうだな！」

　隣にいるサンダーソニアは気づいていないようだった。

　彼女は、誰よりも凄すさまじい魔術を行使しながら、あっという間に敵陣を切り裂き、部隊を前へ前へと進ませていた。

　彼女が杖つえを振るう度に、その名に相応ふさわしい雷光が走り、ゾンビを消し炭に、スケルトンを骨粉へ、レイスを煙へと変えていった。

　エルフの英雄に相応しい活躍ぶりだが、キンセンカは、この大おお婆ばば様がどこか抜けているのも知っている。

「いえ、大婆様、何か嫌な──」

「大婆って言うな！　お前の部下にお前が最後にオネショした時のことをバラすぞ!?　いいのか!?　あぁん!?」

「し、失礼しました。しかしソニア様。何か嫌な予感がします。お気を付けを！」

「ふん、この程度のゾンビの群れなど、あと一万いても余裕で突破してみせるさ！　なぁトリカブト。そうだろ？」

「わ、私には荷が重いです……」

　甥っ子は息も絶え絶えであった。

　普段のキンセンカなら、情けない、それでもあの戦争を生き残った誇り高きエルフの戦士ウォーリアか、と叱責した所だろう。

　だが、かくいうキンセンカもまた、荒い息をついていた。

　それもそのはずである。オークゾンビとオークスケルトンの群れ。

　言葉にすると、単なる鈍重なアンデッドの集団だが、オークの膂りょ力りょくは失われていない。

　一匹ならヒットアンドアウェイでいくらでも相手にできるが、今は数が多い。

　押し寄せてくる群れを、力で押し開かなければならない。

　本来、オークというものは、戦いに勝っていようが負けていようが、戦闘が長引くにつれて、数を減らしていく。

　特に、見み目め麗うるわしいエルフとの戦いでは、オークは戦いに勝った者からいなくなっていく。

　戦い、勝ち、戦利品として持ち帰ったエルフの女を犯すためだ。

　ゆえに対オーク戦闘のセオリーには、長期戦に持ち込め、というものもある。

　無論、連れ去られたエルフ女を放っておけば、オークの子供を産むため、すぐに次の行動に移らなければならないが、基本的には長く戦えば戦うほど戦局は有利に傾く。

　しかし、キンセンカが戦っているこの集団は、減らない。

　オークと戦っているのに、相手はオークの戦術を取ってくるのに、対オーク戦闘のセオリーが通用しない。

　それどころか、倒したはずの個体もしばらくすると復活し、戦線に参加しているはずだ。

　リッチが率いているのだから。

　ゆえに、キンセンカは今まで以上に疲れていた。

　オークは戦争に負けた。だが、それはオークが弱かったからではない。

　むしろ、強いのだ。女を犯すために、強い戦士が順番に戦線から離脱しても、なお戦いになるほどに。

　オークゾンビとなり、戦士としての力量は落ちている。

　だからこそ、まだ渡り合えているが、数の不利もある。

　もし、このまま突破に時間が掛かりすぎてしまうようなら、あるいは……。

「むっ！　キン坊！　何が嫌な予感だ！　どうやらアタリだったようだぞ！」

　唐突に、サンダーソニアが嬉うれしそうな声を上げた。

　キンセンカが彼女の方を見ると、サンダーソニアはオークゾンビの群れの中の、ある一点を指さしていた。

　そこには、明らかに異質なアンデッドの姿があった。

　ボロボロの黒い外がい套とうを身にまとい、長い杖にすがりつくように立つ、猫背のゾンビ。

　目は真っ赤に爛らん々らんと輝き、口元からはダラダラと緑色の粘液が垂れ流されている。

　ブツブツと流れ出る音は、喉に開いた穴から漏れる風の音か、それとも誰かへの呪じゅ詛そか。

　その顔、あまりに異質で、あまりに変貌を遂げているその顔。

　見覚えがあった。

「……大戦グレイトウ士長ォーロードガンダグーザ！」

　大戦グレイトウ士長ォーロードガンダグーザ。

　それは、シワナシの森を守るオークの大将軍バラベン将軍の副官のオークメイジである。

　そして、このシワナシの森で死んだ男である。

　シワナシ森の最後の攻防戦で……。

「奴やつか……まぁ、オークでリッチになりそうなのと言えば、あいつぐらいだったもんな。よし、ともあれあいつを倒せば、この騒動も収まる。まぁ任せておけ！」

　リッチは、もともと魔法能力に長たけた死者がなるアンデッドだ。

　ガンダグーザは、オーク族の中でも、特に魔法に優れた者だった。

　リッチになるに十分な実力を備えていたのは、実際に戦ったことのあるキンセンカやサンダーソニアもよく知っていた。

　その魔法の腕たるや、『オーク将軍ジェネラル』でもおかしくないほどの。

　ちなみに彼らは知らぬことであるが、オークメイジの地位が低いのは、三十まで童貞として過ごすことになるためである。

　オークメイジは国のために貴重な若い時期を捧ささげたことで尊敬されるが、しかしそれでも、三十まで童貞だったという事実は消えないのだ。

「……」

　と、サンダーソニアがガンダグーザの元へ向かおうとすると、彼は呪詛を吐くのをやめ、顔を上げた。

　サンダーソニアを見て、その名を呟く。

「エルフの大魔導サンダーソニア」

「むっ？」

　笑みであった。

　オークの、それもゾンビが、サンダーソニアを見て、笑みを浮かべていた。

「グ、ググ、グググググ。よく、よくよく、よくぞ、見破った……我が幻術……囮おとりの存在を……」

　腐った喉から発せられる、水音の混じった声。

　まるで、底なし沼の底から響いてくるような、不安にさせる声。

「ふん、誰が引っかかるか、貴様ごときの企たくらみなどに！　な!?」

　サンダーソニアは振り返る。

　トリカブトとキンセンカはそうだその通りだと頷うなずいた。

　たとえ企みを看破できておらずとも、総大将が見み栄えを張っているなら、それに追従する。

　そうすることで士気の低下を防げるのだから、当然そうする。

　もちろん平時では目をそらす。

「年ねん貢ぐの納め時だ、ガンダグーザ。文字通り、冥府に送ってやる」

「グググググ、ググ、愚か、愚かなり、サンダーソニア」

「だ、誰が愚かだ！　馬鹿にするなよな！」

　サンダーソニアは「何も変なことしてないよな？　な？」と振り返る。

　当然、背後の二人も追従してくれると思ったが、二人は二人で、周囲のゾンビにたかられて忙しそうだったため、サンダーソニアはガンダグーザに向き直った。

「ググ、囮に引っかからねば勝てると、そう思ったであろう？」

「引っかかっても勝てるさ。なんたって私はエルフの大魔導、サンダーソニアなんだからな！」

「愚か！」

　ガンダグーザが、杖でドンと地面を突いた。

「何を……」

　すわ、何か魔法でも使われたのかと身構えるサンダーソニアであったが、魔法が発動した気配は無い。

　だが、異様な気配を感じた。

　まず感じたのは、威圧感だ。何か、途と轍てつもなく大きく、力の強い存在が、こちらに向かっている。肌が粟あわ立ち、杖を握る手におのずと力が籠もる。

「おお、おお、おおおおぉぉ！」

　ゾンビがうごめく森に、ひときわ大きな声が上がった。

　不気味なほどに静かなゾンビの群れにおいて、ただ一つの音源。

　叫び声の主は、木々をメシメシと折り倒しながらサンダーソニアのいる方に近づいてきて……。

「サンダーソニアアァァァ！」

　腐った声帯から発せられる、不快な声。

　それと共に大木が弾はじけ飛び、一匹のオークゾンビが姿を現した。

　オークにしても、あまりにも大きい身体からだ。

　三メートル近い巨きょ軀く。腐ってはいるが、しかし力が失われているとは到底思えない、躍動感のある動き。

　特徴的なトゲがいくつもついた金属の鎧。オーガ族が持っているような、重く硬い鋼鉄の槌つち。

　サンダーソニアは、その全てに見覚えがあった。

「氏族長バラベン大将軍……！」

　それは、かつてシワナシの森一帯の氏族をまとめていた大将軍。

　シワナシの森の最終防衛ラインを担当し、エルフ軍の手によって戦死した、オーク族最後の砦とりで。

　勇敢で勇猛で、オーク族の誰もが憧れた戦士の中の戦士。

　オークキングの次に偉いとされていた、オーク族の重鎮。

「オオオアアァァ、貴様を殺して、かつての敗北の雪辱をぉぉぉ！」

　巨体が吠ほえる。

　その圧倒的な声量に、大地が震え、木々がざわめいた。

　そして周囲のオークゾンビたちに宿る赤い光が、輝きを増した。

「グ、ググ、グ……ここで終わりだサンダーソニアよ」

「ええい、オークジェネラル一人増えたからって何だって言うんだ！　馬鹿にするなよな！」

　サンダーソニアはそう叫ぶと、己の杖つえを振りかぶった。

「『サンダーストライク』！」

　フルスイングと同時に無詠唱によって放たれるのは、サンダーソニアの得意技。

　十二本の雷の槍やりが瞬時に形成され、凄すさまじい速度でバラベン将軍へと殺到した。

　着弾と同時に、バガンと大きな音が響き、周囲が真っ白に染まる。

　一瞬遅れ、爆風が周囲を薙なぎ払う。

　空気中に電気が混じり、サンダーソニアの髪がふわりと持ち上がる。

「どうだ、一発だろ！」

　ゾンビは火に弱い。

　だが、雷も通じないわけではない。サンダーソニアほどの魔法なら、二十メートル近い巨軀をもつドラゴンゾンビであっても、一撃で消し炭に変える。

　彼女の稲妻は世界最強だ。

「オオオアァァァ！」

「っとぉ!?」

　サンダーソニアは、突如として自分に迫ってきた槌を、すんでの所で回避した。

　槌はサンダーソニアのいた地面をえぐり、土砂を巻き上げた。

「あれ？」

　サンダーソニアが疑問の声で着弾地点を見る、土煙の中から現れたのは、ほぼ無傷のバラベン将軍の姿であった。

　当然、ガンダグーザも無傷である。

「グ、ググ、ググ、リッチとなったこの身に、魔法など効かぬわ」

　リッチは非常に高い魔法耐性を持っている。

　それに加え、ガンダグーザは対エルフ戦用に、高位の魔法障壁を習得していた。

　サンダーストライクが決定打にならないのも、当然と言えるだろう。

　そして当然、バラベン将軍にも魔法障壁は掛けられる。それに加えて、バラベン将軍の身に着けている、あの鎧よろい。黄色と赤の塗料で塗られた、あの鎧。

「耐性塗料か」

「グググググ」

　ガンダグーザは笑う。

　鎧に使われているのは、ドワーフによって生み出された、耐性塗料だ。

　赤は炎に、黄色は雷に、青は冷気に、緑は土に、それぞれ対応している。

　製法は秘中の秘。ドワーフしか知らない。

　ドワーフはそれを同盟国に配った。サンダーソニアの知る限り、その塗料を使い始めた頃は、四種族同盟も戦争で優位に立っていた。

　ヒューマンの王子ナザールが、青赤黄の塗料を使った美しい鎧を身に着け、何人ものデーモン騎士を血祭りに上げたのは、あまりにも有名な話である。

　とはいえ、塗料は塗料である。

　塗ってしまえば、誰でも使える。

　塗料はいつしか敵国に奪われ、オークやデーモンといった種族も使うようになった。

　そこから先は、塗料は互いの陣営で当然のように使われるようになった。

「むぅ……」

　サンダーソニアはうめき声を上げた。

　そもそも、ゾンビは冷気と地の属性に強い耐性を持っていて、ほとんど効かない。

　それに加えて、あの鎧で炎や雷が効かないとなれば……。

「これは、厳しいかもな……」

　サンダーソニアの額に、冷や汗が流れた。











７．追い詰められるエルフたち






　その日、バッシュとゼルは元気にゾンビ狩りをしていた。

「今日はなんだか、ゾンビが豊富っすね！」

　しかし、なぜだかその日に限ってゾンビの量が多かった。

　いつもは一時間に二〜三体しか現れないゾンビが、一秒に一体の割合で出現している。

　もはや大群といっても過言ではない。

「これだけゾンビがいれば、金ピカネックレスにも手が届きそうっすね！」

「ああ！」

　バッシュは返事をしながら、ゾンビの首を両断していく。

　バッシュの大剣から繰り出される一撃は、肩と胸部を粉砕し、頭部と腹部だけが綺き麗れいに残った。

　手早く頭部から顎を取り外し、持ってきたずだ袋へと放り込んでいく。

　アンデッド狩りの報酬は、概おおむね頭部か下顎で支払われる。

　スケルトンであれゾンビであれ、首を残しておけば、概ね安心だ。

「これだけ量があると、持って帰るのが大変そうっすね！」

「なに、往復すればいい」

　バッシュはそう言いつつ、胸が躍っていた。

　何時間戦っているのかわからないが、周囲にはゾンビの残骸が山ほど積み重なっている。

　これだけのゾンビを退治すれば、金ピカネックレスも購入できるだろう。

　それはつまり、エルフ女性との結婚を意味する。

　あの小柄で美しいエルフとの結婚。胸も期待でシャルウィダンスというものだ。

　ちなみに、バッシュたちの視界の外では、そのゾンビがうぞうぞとうごめいて再生し、また新たな個体を生み出しているのだが、当然ながら気づいていない。

　ただただ金が向こうからやってくる状況に歓喜していた。

　仮に気づいたとしても、ゾンビの下顎が無限に手に入るこの状況に、やっぱり喜んだだろう。

「あっ、旦那！　レイス！　レイスも出てきたっすよ！　多分、レイスも報酬出るっす！　ゾンビとスケルトンに出て、レイスに出ないなんてことはないはずっすからね！」

「まかせる！」

「うっす！　『フェアリー・シャイン』！」

　ゼルが凄まじく発光すると、レイスはたちどころにかき消えた。

　こう見えてゼルも歴戦の戦士ウォーリアである。破壊力十分な魔法を扱える……というのもあるが、物理攻撃をほぼ無効化するレイスは、光の魔法に弱いのだ。

　残ったのは、絹のような薄い布切れ。

　レイスの残骸である。

　ゼルはそれを空中で拾い上げると、袋の中に入れようとして、

「あっ！　旦那！　もう袋が一杯っすよ！」

　袋が一杯なことに気がついた。

「む……一度戻るか」

　バッシュはそう言いつつ、ずだ袋を背負った。

　オークの巨体からしても大きすぎるほどの袋。その重さに、バッシュの胸が高鳴った。

「エーッ！　戻るんすか!?　こんなゾンビの群れ、明日にはいなくなっちゃうかもしれないっすよ!?」

「ゾンビは逃げん。渡り鳥ではないからな」

「そりゃそうかもしれないっすけどー」

　バッシュが大剣を振るって淡々と道を開き、ゼルがその後をついていく。

　と、その時だった。

「おいおいおいおい、多すぎんだろ!?　どうなってんだこれは!?」

　人の声が聞こえた。

　バッシュが声の方向を見ると、一人の男がゾンビを相手に大立ち回りを繰り広げていた。

　茶色の斑まだら模様の鎧を身に着け、右手に光り輝く剣を持ち、左手に燃え盛る盾を持ち、迫り来るゾンビを凄まじい速度で斬り倒していた。

　その討伐速度はバッシュに及ばないものの、しかし一般的に見れば十分すぎるほど速いものだった。

「うおー、やばいやばいやばい、やばいってこれ！」

　男はヤバそうなことを言っているが、戦いには余裕があったし、顔は歓喜に満ちていた。

　彼の脇にある満杯のずだ袋を見るに、彼もまたゾンビを狩りにきたのだろう。

　笑っているのは、バッシュたちと同じ理由に違いない。

「あいつは……」

　バッシュは彼に見覚えがあった。

　そう、酒場で情報を教えてくれた彼だ。

　それと同時に、彼もバッシュに気づいた。

「うおおお！　ゾンビじゃねえオークもいるのかよぉ！」

　そう言うと、燃え盛る盾を前に構え、バッシュへと突進してきた。

　バッシュは大剣を構えてそれを迎え撃つ。なんであれ、向かってくる敵を打ち倒すのに理由はいらない。

「……」

　が、彼はバッシュの間合いへと入る寸前で止まった。

　顔面は蒼そう白はく。だらだらと脂汗を垂れ流し、息が荒い。

「『オーク英雄ヒーロー』か？」

　どうやら、バッシュを知っている人物のようであった。

「そういうお前は『息根止め』？」

　バッシュもまた、目の前の男の正体に気づいていた。

　先日はわからなかったが、彼の装備が、彼の正体を示していた。

　元は白かったであろう、血染めの鎧。

　そのあまりに高い魔力ゆえ、魔法を付与した瞬間から剣は光を発し、盾は燃えだす。

　ヒューマン稀き代たいの魔法戦士。

『息根止め』ブリーズ・クーゲル。

「オークの英雄が、こんな所で何してやがる……？」

「先日話した通りだ」

「先日？　あんたと会ったことなんて……」

　と、そこでブリーズも思い出した。

　つい先日、酒場でエルフに袖にされ、一人のオークと意気投合したのを。

　デロンデロンに酔っ払っていたせいで会話の内容はまったく憶おぼえていない。

　見み目め麗うるわしいエルフを眺めながら、一緒に酒を飲んだことぐらいしか憶えていない。

　だが、ブリーズはヒューマンだ。

　ヒューマンは賢く、思慮深く、空気も読める。

　だからずだ袋を見て、一瞬で察した。

「フッ……オークの英雄がなんでこんな所にって思ったが……そういうことか」

「ああ、恥ずかしながらな」

「恥ずかしがることなんざねえ。立派なもんさ。俺に比べりゃあな」

「……」

　バッシュはブリーズを見た。

　剣と盾を魔法で付与した姿は、誰の目にも頼もしく映るだろう。

　ヒューマンは童貞に関係なく魔法を使えるため、魔法戦士であるということが恥ずかしいということはないだろう。

　だが、先日の話を聞く限り、彼もまた独身だ。

　ヒューマンの国では、年を取れば結婚をしているのは当たり前という話だった。

　オークが童貞を恥ずべきと思うのと同じように、ヒューマンは独身であることを恥ずかしいと思うのかもしれない。

「やっていることは変わらんだろう。俺もお前も」

「はは、あんたにそう言われちゃ敵かなわねえな。ありがとうよ」

　ブリーズは自嘲気味に笑った。

　眼めの前の立派すぎる存在に圧倒され、自分があまりに矮わい小しょうに見えているかのように。

　とはいえ、バッシュからすると、なぜ彼がそんな顔をするのかはわからない。

　お互いにエルフを求め、ゾンビ狩りで金を稼ごうとしている立場だというのに。

「む？」

　と、そこでバッシュの鋭敏な耳が、ある音を捉えた。

　キンともカンとも聴こえる音の中に、耳当たりの良い、心地良い声が混じっている。

「エルフがゾンビに襲われているようだな」

「なに？」

　バッシュは耳をすます。

　すると、エルフたちの焦あせっている声まで聞こえてきた。追い詰められているのか、声に余裕はなく、悲鳴も混じっている。

「劣勢のようだ」

「……」

　バッシュがそう言った瞬間、ブリーズの目が細まった。

　口が結ばれ、真面目な顔になる。

「他人ひと事ごとみたいに言ってる場合か、エルフがピンチなんだぞ!?　どっちだ!?」

「あっちだ」

「よし、行くぞ！」

　ブリーズはそう言って、走り出した。

「何なんすかね？」

　いきなり走り出した彼に、ゼルは首をかしげた。

　ゼルからすると、そもそもこの男が何者なのかすらわからない。

　旦那の知り合いで、ヒューマンのめっちゃ強い魔法戦士ってことぐらいだ。

「わからん。行くぞと言うのだから、付いていってみるか」

　ともあれ、バッシュは彼に追従するのだった。




　　　　◆




　駆けつけた先は地獄のような光景だった。

　大量のゾンビ。

　それに対するは、数人のエルフだ。

　エルフたちは陣形を組み、次々と襲い来るゾンビたちに抵抗しているが、傍はたから見ても満まん身しん創そう痍い。

　地面には、すでに数人のエルフが倒れていた。数名はすでに息を引き取り、数名はすでに虫の息。もはや全滅が時間の問題であることは、誰の目にも明らかだった。

「くそっ……ここまでか……！」

「ハッ、あの地獄を生き残ったあたしら第三十一独立分隊が、こんな所で死ぬなんてな」

「あぁ……結婚したかったなぁ……」

　生き残ったエルフたちの声にも、諦めが混じり始めていた。

　新兵はいなかった。

　若い兵は、すでに逃がした。ここにいるのは、古参兵だけだ。

　しかし、百戦錬磨の古参兵であっても、包囲された状況で延々と湧き続けるゾンビを倒し続けるだけの力はなかった。

　一人、また一人と致命傷を負い、倒れていく。

「魔力も切れたか……あーあ、平和になって、もう死ぬことは無いって思ってたのになぁ。油断したかなぁ？」

「あたしらもヤキが回ったね。あんなグズどもを先に逃がして、自分たちが残っちまうなんて」

「あぁ……結婚したかった……」

　最後に残った数人のエルフ。

　彼女らはゾンビを相手に戦い続けていたが、もはや退路は無く、余力も無い。

　やがて、彼女らはゾンビの群れへと飲み込まれていき……。

「『セイクリッドエッジ』！」

　光の刃やいばが、ゾンビを薙なぎ払った。

　それは一人の戦士だった。

　光の剣がゾンビを一撃で斬り倒し、燃える盾がゾンビを灰へと変えていく。

　いや、一人ではない。

　彼の背後では、別の戦士ウォーリアが暴れまわっていた。巨大な大剣を振り回す度、数体のゾンビが文字通り消し飛んでいく。

「……？」

　呆あっ気けに取られるエルフたちの視界に、何やら光る物体が映った。

　その物体は、倒れたエルフの所にふよふよと頼りなく飛んでいき、空中でクルクルと回転すると、何やら輝く鱗りん粉ぷんのようなものを落としていく。

　よくわからないが、なんとなく幻想的なのだろう光景。

　飛行物体の回転が、何やら不気味な踊りなせいか、イマイチ幻想的と断定できない光景。

　そんな光景を尻目に、唐突に現れた二人の戦士は、次々とゾンビを消滅させていく。

　まるで、草刈りでもするかのように無造作に。

　疲れなど知らぬかのように、淡々と。

　それは周囲からゾンビが一掃されるまで続いた。

「ふぅ……」

　ひとまず周囲に敵がいないのを確認した男──ブリーズは、エルフたちの方を向いた。

　そして、キザったらしく髪をかきあげ、エルフに聞いた。

「お嬢さんたち、大丈夫だったかい？」

　呆気に取られるエルフたちは、その言葉にコクコクと頷うなずいた。

　よくわからないが、助けがきた、ということなのだろう。

　しかし、光剣を持つヒューマンと、大剣を持つオークの組み合わせに、エルフたちの思考は追いつかない。

　と、そこでオーク──バッシュの方もエルフたちに近づいてきた。

　何やら顔を難しくしかめつつエルフたちに何かを言おうとして、彼はふと、視界の端にあるものを見つけた。

「む……！」

　木に凭もたれ、倒れている一人のエルフ。

　腹部には大きな傷があり、服は真っ赤な血に染まっている。

　目は閉じられ、息も細い。バッシュは彼女に見覚えがあった。

「お前は……おい、大丈夫か!?」

　バッシュは彼女の名を知らない。

　ただ憶えている。忘れるものか。

　彼女がいなければ、バッシュは『大おお鷲わしの止まり木』にたどり着くことはなかったのだから。

「あ……ああ……その、声は……先日のオーク殿……か？」

「そうだ！　気をしっかり持て、傷は浅いぞ！」

「いや……無理だ……もう、目が、見えない……」

「それはお前が目を閉じているからだ！　本当に傷は浅いぞ!?」

　事実、傷はすでに治りかけていた。

　フェアリーの粉は、どんな傷でもたちどころに治してしまうのだ。

　恐らく、レイスの攻撃を受け、精神が錯乱しているのだろう。

　フェアリーの粉は基本的に万病に効くが、精神へのダメージには効きにくい時がある。

　フェアリーはデフォルトで精神が錯乱しているような種族だから、仕方ない。

「オーク殿……伝えてくれ……ソニア様が、本隊にいる……南の方だ……こちらに……リッチは、いない。偽にせ物ものだ……このゾンビの数……罠わな……もしかすると、あの方でも……危ないかもしれん……頼む……」

　ソニア様が危ない。

　そう聞いて、バッシュの心がざわめいた。

　ソニア。自分が目をつけていた、あの美しいエルフの名前だ。

　それが危険。そう聞いては、バッシュは立ち上がらざるを得ない。

「……わかった。情報に感謝する！」

　バッシュは立ち上がった。

　そして、ブリーズの方に目配せをする。

　ブリーズもまた、話の内容から、バッシュが何をしたいのかを察していた。

「ああ、ここは任せとけ。あんたの荷物も……責任もって持って帰ってやる」

　ブリーズはそう言いつつも、エルフの一人に抱きつかれていた。

　そのエルフに「あたしも持って帰ってください……」なんて囁ささやかれ、鼻の下はだらしなく伸び切り、馬のような顔になっていた。

「…………」

　バッシュはめちゃくちゃ羨ましかった。

　あるいは、その場で別のエルフに声をかければ、バッシュにも彼と同じような天国が訪れたかもしれない。

　だが、バッシュは決めたのだ。あの日、あの麗しのエルフに求婚すると。ゾンビを狩りながらも、ずっとあのエルフのことを想おもってきたのだ。

「頼む」
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　だからバッシュは走り出した。

　ブリーズはその背中を見送る。

　彼も、戦争を生き抜いた戦士だ。男が戦いに赴くのを止めるような野暮な真ま似ねはしない。

「ヘッ……やっぱ、本物の英雄は違うな」

　それに、ブリーズは気づいていた。

　旅になど出ないオークが、なぜこんな所にいるのか。エルフの森で、なぜオークゾンビを狩り続けていたのか……。

　その本当の理由に。

「ああ、最後に……ダーリンに……一目……会いたかっ……」

「あの、アザレア隊長。マジで傷、もう治ってますよ？」

「……あれ？」

　精神錯乱から回復したアザレアがパチリと目を開けた時には、すでにバッシュの姿は無かった。




　　　　◆




「はぁ……はぁ……くっそぉ……」

　氏族長バラベン将軍との戦いが始まり、数十分が経過していた。

　たった数十分。

　その間に、サンダーソニアは百を超える魔法を放ち、周囲の木々を焼き払い、その場を広場へと変えていた。

　しかし、その中心に立つ男は健在であった。

「オオオオォォォアアアアァァァ！」

「グ、グググ、愚か、愚か、愚かなりサンダーソニア……」

　吠ほえるバラベン。

　あざ笑うガンダグーザ。

　彼らは、百を超える魔法を受けてなお、健在であった。

　ゾンビであるがゆえに、健在というのは少々おかしいかもしれないが、とにかく動いている。

　オークジェネラルに相応ふさわしい、力と速度を備えた俊敏な動き。

　敏びん捷しょうなエルフの戦士でも、並の者であればすぐに叩たたき潰されていたであろう。

「憎き、憎き怨敵！　エルフ、エルフ、エルフゥゥ！　我が一撃を受けろぉぉ！」

　腐りかけた脳みそから紡つむがれる呪じゅ詛その如ごとき叫び。

　実際の所、サンダーソニアとて、何度か回避しきれず、その一撃を受けている。

　彼女が傷つきながらも生き永らえているのは、高度な魔法障壁によってガードしたからに他ならない。

　とはいえ、激しい攻撃に加え、防御にも魔力を回してしまった。

　いかにサンダーソニアが、エルフ国随一の魔法使いだったとしても、最大出力を維持して戦い続ければ、長くは持たない。

　かといって、出力を絞り、時間を掛けて戦えば、味方の壊滅は免まぬがれない。

　それどころか、今、この瞬間にも、エルフの戦士たちが一人、また一人と命を落としているのだ。

　即座に倒す必要があった。

　こんなに時間を掛けるわけにはいかなかった。

　だがサンダーソニアに、有効打を与える手段は無かった。

　得意とする雷はもちろん、アンデッドに有効な炎も、有効ではない冷気や土すら、全て耐性によって威力を激減された。

　よしんば、前衛であるバラベン将軍を倒したとしても、すぐに背後にいるガンダグーザが復活させるだろう。

　ガンダグーザを先に倒そうとしても、バラベン将軍がそれを全力で阻止し、リッチの高度な魔法障壁がそれを許さなかった。

「……まずいな」

　負ける、とサンダーソニアは悟った。

　今まで、勝てない戦いというものは何度も体験してきている。

　伊達だてに千二百年も生きていないのだ。

　もう数百年もエルフの大魔導サンダーソニアとして生きてきたのだ。

　そりゃ、敵だってサンダーソニアへの対策を講じてくる。

　特に、デーモン王ゲディグズは、エルフの都市を一つ滅ぼした際には、サンダーソニアの魔法を完封してきた。

　死んでもおかしくない戦いは幾度もあった。

　サンダーソニアが生き延びてきたのは、生き汚かったからだ。

　自分が死んだら、エルフ国の士気が下がる。

　自分が死んだら、だれがエルフ国を守るのか。

　自分が死んだら、まだまだ子供みたいなアイツらしか残っていない。

　そんな気持ちが、彼女を惨みじめな敗走へと導き、彼女は泥水をすすってでも生き残って、今この瞬間まで生きている。

「……」

　サンダーソニアは、チラリと後ろを振り返った。

　そこには、トリカブトの姿があった。

　キンセンカはもういない。彼は部隊を連れて、撤退した。

　先程の言葉通り、サンダーソニアの言葉を聞いて、撤退に全力を尽くしてくれた。

　トリカブトが残ったのは、彼がサンダーソニアの護衛兼世話係だからだ。

　彼の任務は、サンダーソニアを守ること。だから残った。

　しかし、とサンダーソニアは思い出す。

　トリカブトは、結婚を控えていた、と。

　まだ公表できないが、想い人がいて、両想いだ、と。

　羨ましいの一言である。

　だが、祝福する気持ちの方が強い。

　なにせサンダーソニアは、トリカブトのおむつを替えてやったこともある。

　小さい頃は、そにゃー、そにゃーと言って、後を付いて歩いてきたことを憶おぼえている。

　甥おいっ子も同然、可か愛わいくないわけがない。

　もう、戦争は終わったのだ。

　あの長く、苦しく、いつまで続くのかわからなかった戦争が、この子たちの代で終わったのだ。

　彼は、ここで死ぬべきではない。

　こんな、クソゾンビ……もとい、敗北者の亡霊に、地獄へと引きずりこまれるべきではない。

　もし引きずりこまれるのだとしたら、それは……。

　それは、自分だけで十分だ。

「よし」

　サンダーソニアは頷うなずいた。

「トリカブト。どうにもこいつらの相手は時間が掛かりそうだ！　このままいたずらに時間だけ失うのも馬鹿らしい！　ひとまず、こいつらは私が抑えておくから、お前は先に突破するんだ！　私もちょっとしたら後を追うからな！」

　うまい具合に誘導できた。

　サンダーソニアはそう信じて疑わなかった。

　実際、自分が長時間の戦闘も可能な魔法使いであることは周知の事実だ。

　このままここに留とどまっていても、こちらに何の旨うま味みもない。

　殿しんがりを残し、撤退する。理屈で考えれば、至極まっとうな意見だ、と。

　が、彼は声を上げた。

「馬鹿な！　あなたを見殺しになど、できるわけがない！」

　あれ？

　と、サンダーソニアは首をかしげた。

「み、見殺しってなんだよ！　別に死ぬつもりなんか無いぞ!?　本当だぞ!?」

「いやいや、あなた、いつもは『抑えておく』なんて言わないじゃないですか！　『そこで見ていろ、任せておけ、すぐぶっ倒してやる。なんだその顔は？　できないとでも思っているのか？　私はエルフの大魔導サンダーソニアだぞ！』って……」

　いつもそんなことを言っていただろうか、とサンダーソニアは自問自答する。

　……言っていたような気がする。

　サンダーソニアは、いつだってエルフたちを安心させようと思ってきた。

　敵の数が多く、絶体絶命のピンチだと仲間が感じている時。

　戦争の合間の、ほんのひとときの休憩時間に、子供たちと遊んでやった時。

　あのデーモン王ゲディグズとの戦いに赴く時も、似たようなことを言った。

　確かに、抑えておく、なんて控えめな言い方をしたことは無かった。

　いつだってサンダーソニアは、エルフの大魔導、エルフの英雄として振る舞ってきた。

　自分はエルフ最強の魔法使いだ。任せておけ、と。

「とはいえ、お前を死なすわけにはいかん。お前の母親に顔向けができんだろう？　な？」

「なぜ私が死んで、あなたが生き残ることになっているんですか……？」

「いや、例えばの話！　私がおめおめと生き残って、本国まで帰った時の話！」

「……しかし、いえ、その方がいい！」

　トリカブトはサンダーソニアの言葉に、口元をギュっと結んで頷いた。

　息を吞み、深呼吸を一つした後、彼は言った。

「うん。その方がいい。むしろ、私がこの二人を抑えます。その間に、どうかソニア様は町へと戻り、援軍を！　なに、あなたが生きていれば、エルフはいくらでも戦えます！」

「お前……」

　トリカブトが死ねば、悲しむ者は多い。

　トリカブトの両親も、トリカブトの兄弟も、トリカブトの同僚も、トリカブトが婚約しているというビーストの王女も、悲しむだろう。

　だが、それだけだ。

　彼は軍人。組織の一員。エルフ軍は、たとえ総大将が討ち取られても、即座に頭をすげ替え、戦闘を続行できるように組織されている。

　替えの利きく存在なのだ。

　だが、エルフの大魔導サンダーソニア。

　彼女は違う。彼女は、エルフ族の象徴とも言える存在だ。千二百年もの間、エルフを守り続けてきた、エルフの守り神なのだ。

「バカァ！　おま、お前、お前なぁ！　私が、私が何のために……何のために……」

　サンダーソニアは涙ぐみ、悔しそうに唇を嚙かんだ。

　思えば、いつもそうだった。

　サンダーソニアが、六百歳を超えたあたりから、誰もがサンダーソニアの命を守ろうとしてくれた。

　軍属とはいえ階級も無く、族長の血族とはいえ、隠居程度の権限しか持たない。

　そんな彼女を、いつだって若者は生き永らえさせようとしてくれた。

　そして実際、生き永らえさせてくれた。だから自分は生きている。

　当時はそれを受け入れていた。確かに自分は戦争に必要だった。いなければエルフは折れた。それがわかっていたから、汚くも生き延びた。

　けどもう戦争は終わったじゃないか。

　勝ったじゃないか。

　なのに、なんでまだ生かそうとするんだ。

「千二百年も戦い続けて、戦争にも生き残ったんです。そろそろ、あなたは戦いから離れ、幸せに暮らすべきなんです。結婚でもして、ね」

「そう思うんならお前が娶めとれよ！」

「いや、それはちょっと。婚約者いますし」

「だったらお前が生き残れよぉ！」

　トリカブトとサンダーソニアがいつものようにギャーギャーと言い争いをしようとした、次の瞬間だった。

　トリカブトに、一抱えはありそうな岩がぶち当たった。

　岩に巻き込まれるようにトリカブトは吹っ飛んでいき、数十メートルほどで停止した。

　ピクリとも動かない。

「グググググ、茶番は終わりだ」

　油断……と言えば、そのとおりなのだろう。

　戦いの最中、相手から目をそらした。

　その結果、身内が死んだ。

「トリカブト……お前……こんな、こんな所で、死ぬわけないよな？　な？」

　サンダーソニアは、問いかける。

　しかし、返事は無い。

「結婚するんだろ？　ビーストのお姫様と。お前、小さい頃から、動物が好きだったもんな……あ、いや、今はビーストを動物扱いするのは、差別に当たるんだったか？　なあ、おい、答えろよ……」

　返事は無い。

　ただ、ぴくりとも動かないエルフが転がっているだけだ。

　昔から、よくあったことだ。まぬけなソニアは、よく敵から目を離し、油断し、ちょっとしたミスをし、仲間を殺した。

　全てが自分の責任ではない。

　トリカブトだって悪いのだ。楽しく口くち喧げん嘩かをしている暇など無かったのだ。

　サンダーソニアの言うことを聞いて、さっさと撤退すれば良かったのだ。

　そう言い聞かせるも、サンダーソニアの心は晴れない。

「絶対に……」

　だからソニアは切り替える。

　サンダーソニアはエルフの戦士だ。

　歴戦の戦士だ。

　彼女は、今、戦争中の羅刹へと戻ろうとしている。見つけた敵全てを焼き払った、エルフの英雄に。

「絶対に許さんぞ！　二度とゾンビにならんよう、この世から完全に消し去ってやる！」

　サンダーソニアは杖つえを構える。

　激高しているが、同時に冷静でもある。

　怒った所で状況は変わらない。魔法はほとんど通じず、有効な対抗策は無い。

　少なくとも自分か、先行しているはずのキンセンカだけは脱出させなければならない。

　エルフの英雄と中将がこんなゾンビ退治ごときで揃そろって死んだとあっては、抑えつけているオークや、同盟国ながらも領土の拡大を狙っているであろうヒューマンが、動かないとも言い切れない。

　また戦争が始まる。

　それはダメだ。どちらかが死ぬにしても、どちらかが生き残り、事実を隠さなければならない。しかし、どうやって……。

「逃さぬ、逃さぬ、逃さぬぞ！　エルフは、一人も、エルフは一人もぉぉ！」

　バラベン将軍の叫びが響き渡る。

　サンダーソニアとて、気持ちは同じだ。

　ゾンビの一匹たりとも、逃すつもりはない。

　ただその力が今、手元にない。それがとにかく口くち惜おしい。

「うるさいっ！　ゾンビはおとなしく墓にでも……」

　と、その時だ。

　瞬時にそこまで思考した所で、ふと、サンダーソニアとバラベン将軍の間を、何かが通り過ぎた。

　すばやく、それでいてどことなく不安定で、どこかに行ってしまいそうなその存在。

　そいつは、倒れているトリカブトの上まで移動すると、何やら不思議な踊りを始めた。

　トリプルアクセルからのダブルトゥループ。

　するとそいつからフケのようなものがパラパラとトリカブトへと落ち始めた。

　間抜けな踊りは、幻想的というには程遠い光景である。

　だが悔しいことに、人はこれを幻想的と表現するしかない。

　そいつが何をしているのか、この状況で理解できる者はいなかった。

　そんなことより、大事なことがあった。

　そんなことよりも、サンダーソニアとバラベン将軍には、気にかかることがあった。

　ゆっくりと自分たちに近づいてくる気配。

　遠くから、破壊音を撒まき散らしながら近づいてくる存在。

　ゾンビを蹴散らし、木々をなぎ倒し、こっちへと近づいてくる。

　小さくも濃密な、震えるような暴力の塊。

　そしてそいつは、ゆっくりと姿を現した。

「……」

　オークだった。

　肌の色は一般的なグリーン。

　オークにしてはやや小柄だが、密度の高い筋肉に覆われた体。鷹たかのような瞳、紫がかった青い髪。右手には大剣。何の変哲もない、どこにでもいるグリーンオーク。

　サンダーソニアは知っている。

　この一見普通に見えるオークが、世界の誰よりも恐ろしい存在だと。

「バッシュ……」

　そして理解した。

　オークの英雄であるこの男が、なぜ今、ここにいるのか。

　なぜこのシワナシの森へとやってきたのか。自分の前に姿を現すと言ったのか。

「おお！　英雄バッシュ！　久方ぶりだ！　息災か！」

　バラベンが歓喜の声を上げる。

　槌つちを持った両手を広げ、英雄を招き入れる。

「そなたがいれば百人力！　さぁ、かつてのように共に戦おう！　憎きエルフを滅ぼし、我らが森を取り戻そうぞ！」

　サンダーソニアは絶望した。

　理解してしまったのだ。このオークの英雄が、シワナシの森にやってきた理由を。

　そう、このオークは、シワナシの森を取り戻しにきたのだ。

　この男は、エルフの英雄である自分を倒し、エルフに絶望を与えた上で、再度戦争を引き起こそうとしているのだ。

　今の自分にバッシュを打倒する力は残されていない。

　バラベン将軍とガンダグーザも同時となれば、逃げることすら不可能だ。

「バラベン将軍……か？」

　バッシュは、訝いぶかしげに周囲を見渡していた。

　と、そこに先程の飛行物体がやってきた。ほんのり光るフェアリーだ。

　そいつはバッシュの耳元まで移動すると、なにやら耳打ちをした。

　バッシュはそれを聞いてふんふんと頷うなずくと、サンダーソニアの方を見て、ニヤリと笑った。

　サンダーソニアにはその笑みが、死刑宣告にしか見えなかった。

「く……来るなら来い……わ、私はエルフの大魔導サンダーソニアだ。最後まで諦めんぞ！」

　サンダーソニアは、死を覚悟しつつ、杖を構えた。

　思い出すのは、シワナシの森の悪夢。

　千二百年もの長い人生の中で、最も屈辱で、そして最も苦戦し、戦いの中で勝てないと悟り、しかし逃げることすら叶かなわなかった、あの戦い。

　もう一度あれをやれと言われても、二度とゴメンだと思っていた、あの。

「うむ」

　バッシュはゆっくりと、サンダーソニアの方に歩いてきた。

　サンダーソニアは知っている。

　今はゆっくりだが、こいつは目にも留まらぬ速度で動く。

　牽けん制せいで動かし、攻撃させ、それを紙一重で回避し、わずかな隙を突かなければ、満足に攻撃を当てることすらできない。

　自分にできるのか。

　かつてはできた。だが負けた。手応えはあったのに、先に倒れたのは自分だった。

　今回はきっとバラベン将軍やガンダグーザも、バッシュが仕掛けると同時に動くだろう。

　それも同時に抑えながら、バッシュの猛攻に耐えなければならない。

　できるのか……？

　できるわけがない。

　でもやらなきゃならない。やらなきゃ、また戦争が始まってしまう。

　オークとエルフの戦争。ヒューマンやビーストは、また同盟を組んでくれるか？

　ドワーフは無理だ。あいつらはエルフが嫌いだから。ああ、でもヒューマンは欲深い。エルフが弱体化すれば、きっとエルフの領土を侵犯しようとしてくるだろう。

　敗戦国だって、黙って見ているとは思えない。

　サキュバスやフェアリー、リザードマンは確実にオークの側に付くだろう。

　そうすればまた……。
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　だめだ、そんなのは！

　自分がなんとかしなきゃいけない。エルフの英雄サンダーソニアが。

　じゃなきゃ何のために生き延びてきたのかわからない。

　なんとか、なんとか……。

「はぁ……はぁ……」

　サンダーソニアの心臓が、破れそうなほどに鼓動を打った。

　プレッシャーに押しつぶされそうになりながら、荒い息で杖つえに魔力を込める。

　バッシュが、目の前まで来た。

　彼は大剣を持ち上げると……。

　くるりと後ろを振り返り、バラベン将軍に向かって剣を構えた。

「これから先、お前には指一本触れさせん。安心して、そこで見ていろ」

「……なに？」

　サンダーソニアは、杖を持ったまま固まった。

　こいつ、今、なんて言った？

「おおおぉぉぉ！　バッシュ！　貴様、エルフの味方をするのか！」

「ググググ！　なぜだ、なぜだ、なぜだなぜだなぜだぁぁぁ！」

　バラベン将軍とガンダグーザが叫ぶ。

　裏切りだった。まさかオークの英雄が、憎きエルフを背後に守り、同胞に向かって剣を抜くなど、ありえないことのはずだった。

　だが、二人は知らないのだ。

　もう、戦争は終わった。

　今は新たな取り決めに従い、オークは生きているのだ、ということを。

「他種族への侵攻は、オークキングの名に於おいて固く禁じられている」

「おのれ、おのれ、おのれぇ！」

　バラベン将軍が吠ほえた。

「ネメシス風ふ情ぜいが、このバラベンに意見するかぁ！」

「ググ！　オークの誇りはどうした！　オークが戦いを捨ててどうする！　貴様それでもオークかぁぁぁ！」

　バラベンの咆ほう哮こう。ガンダグーザの叫び。

　それを聞いたバッシュの体に力が入る。

「バラベン将軍。あなたのことは尊敬している。だがゾンビはオークではない。オークでない者が、オークを語るな」

「ぐ……おおおおぉぉぉ！　うおおおあああああ！」

　バラベン将軍が激高した。

　地の底から響いてくるような雄お叫たけびを上げて、バッシュへと突っ込んでくる。

　バッシュの倍はあろうかという巨体で、バッシュの持つ大剣が爪つま楊よう枝じに見えるほどの槌を振りかぶり、バッシュへと迫る。

「来い」

　オークの英雄と、オークの大将軍の戦いが始まった。











８．英雄ヒーローＶＳ大将軍






　バラベン将軍は、バッシュにとって思い出深い人物だ。

　生まれた時は、雲の上の存在だった。

　現オークキング・ネメシスの幼おさな馴な染じみであり、側近でもあった彼は、シワナシ森の氏族長として、オークなら誰もが知っている戦士ウォーリアとして、名をはせていた。

　オークの中でも特に大きな身体からだを持ち、巨大な戦せん鎚ついを振り回す狂戦士。

　蛮勇をその身で表す姿に、オークたちの誰もが憧れた。

　バッシュも例外ではない。

　バッシュがバラベン将軍に初めて出会ったのは、戦場に出始めて、しばらく経たった頃のことだ。

　何度かの死線をくぐり抜け、いっぱしの戦士として数えられるようになったバッシュだが、当時は、そこらのオークと大差無い実力で、何度も死にかけていた。

　そんな頃、バッシュの所属している部隊は、バラベン将軍の軍に配属された。

　その直後の戦いは、激戦だった。

　オーク軍が勝利したものの、バッシュの部隊からも死者が出た。

　戦闘が終わり、焚たき火を前に食事を取っていたバッシュの前に、バラベン将軍は現れた。

　そしてバッシュを見つけるなり、一言。

「お前か！　お前は見どころがあるぞ！」

　快活に笑い、バッシュの背を叩たたいてそう言って、去っていった。

　バッシュは狐きつねにつままれたような気持ちになったが、しかし、同時に嬉うれしかった。

　あのバラベン将軍に見どころがあると言われたのだ。嬉しくないはずがなかった。

　二度目に会ったのは、バッシュがオークの中で頭角を現し始めた頃だ。

　他者よりも、頭一つ抜きん出た戦士。それが当時のバッシュの評価であった。

　バッシュが配属されたのは、バラベン将軍の直属の護衛であった。

　護衛といっても、大したことはしていない。

　いつもどおり、戦いに参加し、暴れまわるバラベン将軍の近くで一緒に暴れまわっただけだ。

　だが、戦いの直前、バラベン将軍から少しだけ話を聞いた。

　それは、バラベン将軍にとって戦いの前に自分を昂たかぶらせるための武勇伝であった。

　だが、同時にオークの戦いの歴史そのものとも言えるものであった。

　バラベン将軍は幼い頃からネメシスと共に戦い続けてきた。時に助け、時に助けられ、常に相棒として、オークの誇りを守り続けてきた。

　そんな歴史だ。

　だからバッシュは思った。

　自分もそうありたい、と。

　最後に会ったのは、シワナシ森の防衛に配備された時だ。

　バラベン将軍は、昔のように快活に笑うことは無かった。

　だがパワフルさは変わらず、オークの最後の砦とりでとして、徹底抗戦を唱えていた。

　西にエルフ、東にヒューマン。二大勢力に挟まれ、兵力も残り少なく、絶体絶命とも言える状況下で、なお戦意を失うことは無かった。

　バッシュはその時、バラベン将軍と話していない。

　ただ、無言で視線を送られ、頷うなずいて戦線へと向かった。

　そして、エルフの大魔導サンダーソニアと遭遇し、これと相打ちとなる。

　サンダーソニアには深手を負わせたものの、自身もまた満まん身しん創そう痍いとなり、朦もう朧ろうとした意識の中で、森の中を数日間、逃げ回るはめになった。

　逃げ込んだ洞穴にゼルが来てくれなければ、死んでいたかもしれない。

　そして、なんとか本陣へと戻った時には、戦闘は終わっていた。

　月の無い夜、エルフ軍が暗闇の中から奇襲を掛けてきたらしい。

　本来なら、戦力差を考えれば、一方的な戦いにはならないはずだった。

　だが、エルフ軍は徹底してオーク軍の視界を奪った。

　光源を潰し、暗闇の魔法を使い、闇に紛れる黒い服を身に着け、幻視の魔法で姿を晦くらました。

　本来なら、バラベン将軍がそんな手だけで討たれるはずもない。

　いかにオークとて、何千年と戦い続けてきたのだ。各種魔法と、その魔法を利用した奇襲攻撃に対する術は、用意されているのだ。致命的な打撃を受けるはずはないのだ。

　敗因は……バッシュも後から聞いた話になるが、バラベン将軍がオークメイジを差別していたのが原因だった。

　オークメイジである、副官ガンダグーザは、エルフが夜襲を仕掛けてくるという情報を、すでに入手していた。

　その上で、カウンターを掛けるべく、オーク全体を闇と大地に紛れ込ませるべきだと提案した。

　が、バラベン将軍はそれを受け入れなかった。

　貧相なオークメイジが提案した、小こ賢ざかしい策など、戦士たるオークが取るべきではないと、突っぱねたのだ。

　意固地であった。

　逆に、わざわざ煌こう々こうと明かりを照らして迎え撃つほどに。

　かくして、バラベン将軍とその副官ガンダグーザは討たれた。

　すぐさまネメシス率いる本隊がシワナシの森に駆けつけたため、領土は取られなかったものの、オーク最高の将軍であるバラベンを失ったオークが降伏勧告に応じたのは、それから間もなくしてである。

　バッシュとしては、特にエルフに対し恨みは無い。後悔も無い。自分はオークの英雄として、やるべきことをやった。強敵を戦闘不能にし、自身もまた生きて帰った。

　それで戦いに負けたのなら、そういうものなのだ。

　とはいえ、もちろん、バラベン将軍の最後の戦いに自分が参加できていたら……。

　あるいは、バラベン将軍と副官ガンダグーザの仲が、もう少しよければ。

　そう思わずにはいられない瞬間もあった。

　そんなバッシュの目の前に現れたのだ。

　バラベン将軍が、副官ガンダグーザと。決して、オークメイジなどと共に戦わぬと公言していた彼が。

　そしてバッシュに言ったのだ。

「さぁ、かつてのように共に戦おう！　憎きエルフを滅ぼし、我らが森を取り戻そうぞ！」

　嬉しくないと言えば噓うそになる。

　あの日、あの時思ったことが、二つ同時にきたのだ。

　ああ、きっと今度は勝てるだろう。今度こそ、輝かしい勝利を手にすることができるはずだ。そう思わずにはいられない。

　が、バッシュはオークである。

　オークは、戦士だ。戦士とは潔いさぎよいものだ。

　時として、敗北を認めるのもまた戦士だ。

　また、オークには、こんな古い言葉がある。こういう時、迷わないようにと込められた言葉。

　とても単純な言葉。

『ゾンビはオークではない』

　敗北を認められず、地の底から這はい出て生者を襲う者。

　それは、オークではないのだ。

　オークは負けたのだ。

　戦争に負け、和睦を結び、戦争中に思い描いていたのとは、また違う未来を目指し、歩み始めている。その歩みは、他種族に比べて遅々たるものである。だがそれでも、バッシュはオークキング・ネメシスの決定に従うのだ。

　それがオークの英雄たるバッシュの義務だ。

　つまる所、オークではないゾンビの群れと、オークがなんとか友好を結ぼうとしているエルフが争っていたのなら、味方となるのは、当然後者だ。

　彼らの争っている理由などどうでもいい。

　その上で、狙っていた女エルフがピンチとあらば、もはや迷うことなどない。

（旦那、今がチャンスっすよ！　さっきのブリーズに抱きついたエルフ、見てたっすよね！　ここで頼れる男、かっこいい男を演出できれば、一発っすよ！）

　なんて、ゼルも言っていることだし！




　　　　◆




　サンダーソニアは混乱していた。

　なぜバッシュが、自分をかばうように立っているのか。

　あまつさえ、味方であるはずのバラベン将軍へと、剣を向けているのか。

　自分の考えが間違っていたのか、それとも、仲間割れでもしているのか。

　そう、例えばバッシュが、一般的なオーク同様、エルフの女に目が眩くらみ、持ち帰ろうとしているだけだとか。

　いやまさか、それならなぜ、シワナシの森の悪夢でそうしなかったのか。

　え？　まさか本当に加齢臭？

　だとすると、サンダーソニアは現実から目を背けたい。

「俺は元オーク王国ブーダーズ中隊所属戦士ウォーリア。オーク英雄ヒーローのバッシュだ！」

　だが、一つだけハッキリしていることはある。

　どうやら、このオークの英雄は、バラベン将軍と戦うらしいということだ。

「俺はぁ！　オーク王国第二師団長にしてシワナシ森の氏族長！　オーク将軍ジェネラルのバラベンだ！」

「同じく、オーク王国第二師団副団長、大戦グレイトウ士長ォーロードガンダグーザ！」

　戦時中、嫌というほど聞かされた、オークが決闘する際の名乗り。

　お互いに名乗りあえば、すなわちそれが戦いの合図である。

　あとは倒れるまで、オークは戦いをやめない。

　相手はバラベン将軍だ。エルフとて、この将軍がオーク国にとってどれだけ重要で、そして偉大な人物であったかは知っている。

　かつて、新兵がオークについて覚える最初のことが、オークキング・ネメシスと、オークジェネラル・バラベンの名だったからだ。

　数々の戦いを勝利に導き、最後まで勇敢に戦い続けた猛も者さ。

　オークという種族において、オークキングと並ぶ力を持つとされた男。

　それに加えて、オーク随一のメイジであるガンダグーザが後ろに立っている。

　この戦いにおいて、もっとも危険な男だ。あのガンダグーザを倒さなければ、バラベンは何度でも蘇よみがえる。

　しかし、あのバラベン将軍の猛攻をかいくぐり、一定の距離を維持し続けるガンダグーザを沈めるのは、至難の業だ。

　だが、とサンダーソニアは思う。

　バッシュの背中を見て思う。

　なんと……なんと安心感のある、頼もしい背中なのだろうか、と。

「グラアアァァァアォォ！」

「グラアアアァァァァ！」

　ウォークライが響き渡る。

　臆病な小動物であれば、そのまま死に至ってしまいそうな雄お叫たけびが森に響き渡る。

　踏み込みは、バラベン将軍の方がほんの一瞬だけ速かった。

　暴力の塊、どんな物体でも破壊できるのではないかと思えるほどの質量を持つ戦せん鎚ついが、バッシュへと振り下ろされる。

　が、バッシュはオークとは思えぬほどの速度で動いた。

　回避するためではない。一歩踏み込み、上体をそらしつつひねり、大剣を戦鎚へと合わせた。

　ガッイィン。

　聞いたことが無いほど耳みみ障ざわりな金属音が森に響き渡る。

　イィン、イィンと反響が残る。

　バッシュの大剣は、バラベン将軍の戦鎚を見事に弾はじき返していた。

　バラベン将軍は戦鎚を手放さなかったものの、その質量に引っ張られて、大きくたたらを踏んだ。

　バッシュもまた、その反動で姿勢を……。

「うう、おぉぉぉ！」

　崩していなかった。

　いったいどんな足腰をしていればそれができるのか。

　バッシュは戦鎚を弾き返され、たたらを踏んでいるバラベン将軍に対し、さらに一歩踏み込んだ。

　人じん智ちを超えた速度で打ち込まれた大剣は、かの将軍の胸を切り裂いた。

　傷は深く、心臓に達していることが一目でわかった。

　見事としか言いようがない。完璧な一撃。

　致命傷である。

　……生者が相手であれば。

「おおおおぉぉぉ！」

　バラベン将軍は、胸の傷など無いものと言わんばかりに、戦鎚を振り回した。

　暴風のごときその猛攻。

　だが、バッシュは下がることすらしなかった。時に避よけ、時に打ち返し、時に受け流し、生じた隙に一撃を加えていく。荒々しく見えるが、決して稚拙ではない防御技術。

　そして無駄の無い、確実な斬撃がバラベン将軍へと刻まれていく。

　しかしバラベン将軍は止まらない。

　心臓を両断され、動脈を寸断されても、なお動き続ける。

　なぜなら、ゾンビだからだ。

　ゾンビは最低でも首を落とさなければ、活動を停止しない。

　個体によっては、そのまま首なしで動くこともあるが、肉体に活動不能なレベルの大きな損壊を与えれば、いずれ停止する。

　しかし、今は違う。

　リッチがいる限り、どんな傷でも再生され、無限に活動を続けることとなる。

　バッシュはバラベン将軍を圧倒していた。

　バラベン将軍が生者であれば、もう倒れ伏していてもおかしくないほどに。

　しかも……。

「グググググ……『アースバインド』」

「むっ！」

　その声と共に、バッシュの身体からだが拳一つ分沈んだ。

　踝くるぶしが地面へと埋まっている。

「おおおぉぉ！」

　一瞬、バッシュの行動が遅れた。

　バッシュは大剣を盾にガードしたものの、横に大きく吹き飛ばされ、二回転して木に激突した。

　無論、その程度でどうにかなるバッシュではない。

　即座に起き上がると、何事も無かったかのようにバラベン将軍へと駆け出している。

　とはいえ、ダメージが無いというわけではないはずだ。

　サンダーソニアは、かつての戦いでのバッシュの動きを見ている。

　どれだけ魔法を当てても不死身であるかのように迫ってきたが、最後の方は確かに動きが鈍っていた。

　化物のような体力と耐久力を持っているが、無限ではないのだ。

「ググ……愚かな……愚かな男、英雄バッシュ……」

　そう、しかも、相手はバラベン将軍だけではない。

　副官ガンダグーザも、後方からサポートに徹している。

　いかにバラベン将軍を圧倒できようとも、この副官を倒さなければ、勝機は皆無だ。

　あのオークの英雄バッシュが戦ってくれるというのなら、頼もしい。

　このオークの強さは、自分がよく知っている。

　だが、オークの戦士ウォーリアは、総じて魔法の知識が薄い。

　バッシュは、リッチを倒さなければ戦いが終わらないという事実を、知っているのだろうか……。

「っっっ〜〜〜〜！」

　サンダーソニアは一瞬だけ迷った。

　だが、決断は速かった。

「……バッシュ、す、助太刀するぞ！　こ、これは我らエルフの問題だし、二対二だから、卑ひ怯きょうじゃない！　な！」

　バッシュは目だけでサンダーソニアを見て、すぐに視線を前へと戻した。

「助太刀、受け入れる」

「よ、よし。私とお前が組めば無敵だ！」

　バッシュの口元が歪ゆがんだ。

　フッと、笑ったのだ。

　それに応じて、サンダーソニアも笑う。苦笑いだが。

「グラアアァァァァォォ！」

　バッシュのウォークライが響き渡る。二度目のウォークライ。

　サンダーソニアは、それを聞いて思った。

（うるさいぞ、鼓膜が破れる。大体おかしいだろ、普通、オークは二回もウォークライしないだろ。なんなんだよ！）

　などと思いつつも、黙って杖つえを構える。

　先程よりは、余裕があった。

「いいか、バラベン将軍はガンダグーザを倒さないと復活する。だから、私がバラベン将軍の注意を引くから、その間にお前が後ろのガンダグーザを叩たたくんだ」

「……」

　そう早口で提案するも、バッシュは頷うなずかない。

　突進してきたバラベン将軍の戦鎚を回避し、カウンターの一撃を加える。

　当然、その攻撃は生物であれば致命打となり得るものであったが、バラベン将軍は意に介さない。

「おい、聞いてるのか!?　無駄なんだってば！」

「バラベン将軍は立派な戦士だった。死者とはいえ名乗りあい、雄叫びを上げたのだ！　せめて戦士として納得のいく戦いを！」

「そっ……」

　そんな馬鹿なことを言ってる場合か。

　そう言いそうになったサンダーソニアだったが、口をつぐんだ。

　オークにとって、戦いとは人生そのものだ。戦いに勝った数と、犯した女の数が唯一の自慢なのだ。後者は理解できない話だが、オークにとって、満足のいく戦いを経ての死は、名誉あるものだと言う。

　バラベン将軍という偉大な人物に、その名誉を与え、弔いとしようというのだろう。

　サンダーソニアは、その気持ちがわかった。

　彼女とてエルフの英雄だ。

　もし、エルフの死者が満足に弔われずゾンビになったとしたら、それもエルフの国に多大な利益をもたらした人物だとしたら、エルフらしい名誉を与えてから、天に還かえしたいと思うはずだ。

「わかった。なら、ガンダグーザの魔法は、私が抑えよう……」

「恩に着る」

「恩になんか着なくていい！　私の魔力は残り少ないんだ！　さっさと倒せよ！」

「承知！」

　バッシュがバラベン将軍へと駆け出した。

　大剣を枯れ枝のように振るい、バラベン将軍の戦鎚を打ち落とし、一撃を加えていく。

　サンダーソニアは、それを見て思った。

　美しい剣技だ、と。もちろん、所詮はオークの剣技だ。流麗とはお世辞にも言えない。

　だが、自分が戦った時は、恐怖と、戦慄しか感じなかったものが、味方として見ると、美しく思えた。

　剣は常に最適な方向へと振られ、剣先は常に最短を走る。

　本来なら遠心力を考えた切り返しが必要な場面でも、その膂りょ力りょくで強引に逆へと振り戻す。

　速いはずだ。

　右へと振り切られた剣が、ノータイムで左に切り返してくるのだから。

　しかも速いだけではない。

　その一撃一撃が、バラベン将軍の戦鎚を弾き返すほどの重さと正確さを持っているのだ。

　あれだけの質量と攻撃力を持った物体が、相手の隙を一切逃さず、寸分たがわず急所に飛んでくるのだ。

　見ているだけでぞっとする。

　あんなものと戦わなければならないとなったら、誰だってゴメンだろう。

「おっと、させないぞ！」

　サンダーソニアは、杖をクルンと回し、バッシュの方へと向けた。

　地の底からバッシュへと向かっていた大地の魔力が、一瞬で霧散する。

「グ、ググ……愚か、愚かなサンダーソニア……」

「お前、愚かって言いたいだけだろ。なぁ？　愚かなガンダグーザ？」

「ググググ……！」

　ガンダグーザの魔法を阻止する。

　それだけなら、魔法に長たけたサンダーソニアにとって、そう難しいことではない。

　ガンダグーザはオーク随一の魔法使いかもしれない。

　だが、サンダーソニアはエルフの大魔導。魔法使いとしての適性が高いエルフの最高峰なのだ。

　いかにリッチとなり、魔法への適性が上がったとはいえ、元はオーク。

　魔法での戦闘となれば、ガンダグーザに勝ち目など無かった。

　はっきり言ってしまえば、サンダーソニアはもうこの段階で、リッチとなったガンダグーザを倒すことは可能だった。

　瞬殺とまではいかないが、魔法だけで攻めてくるのなら、五手で追い詰め、六手でトドメを刺せるだろう。

　千二百年。魔法使いとして魔法の研けん鑽さんをしつづけ、数多あまたの戦場で経験を積み続けた結果だ。

　しかしサンダーソニアはそれをしない。

「まぁ、なんだ……お前もオークなら、黙って見ていろよ。バラベン将軍の最後の一騎打ちだぞ」

「愚かな！　愚かな！　一騎打ちなど笑止千万！　そんなものを貴ぶより、勝利を！　憎きエルフを討ち滅ぼし、我らに勝利を！」

「そんなだからお前、バラベン将軍に冷遇されてたんだよ……」

　彼女は、バッシュの戦いを見守ることにした。

　なぜかと言われると、サンダーソニアもわからない。

　ゾンビなど、さっさと倒してしまった方がいいに決まっている。

　今も、エルフ軍がゾンビと戦っているのだから。犠牲者が出ているのだから。

　しかしサンダーソニアは、何となくだが、今は手出しするべきではないと、そう思ったのだ。

　とはいえ、そう心配することは無さそうだった。

　バッシュはバラベン将軍を圧倒していた。

　バラベン将軍とて、決して遅いわけではない。技量が低いわけでもない。

　遠心力を十二分に利用して戦せん鎚ついを振り回しつつ、しかし確実にバッシュの急所を狙っている。常人なら、あの戦鎚を振り回されるだけで、近づくことすらできないだろう。

　バッシュは、遠心力がたっぷり乗った戦鎚を弾はじき返し、返す太刀で一撃を加えている。

　急所である首が飛んでいないのは、バラベン将軍が紙一重で回避しているからだ。

　しかし、それも時間の問題だろう。

　見ていたのは、ほんの数十合だ。

　時間にすれば、一分ほど。

　ガンダグーザが無駄な魔法を使い、サンダーソニアが阻止すること五度ほど。

　そんな短い時間で、バッシュとバラベン将軍は、密度の高い打ち合いを演じていた。

　異変は、音と共に起きた。

　パッキンと、軽く涼やかな音だった。

　その音と同時に、バラベン将軍の戦鎚のヘッド部分が、中空へと飛んだ。

　くるくると軽快な放物線を描いたヘッドは、地面にぶち当たると同時に土を撒まき散らし、三体のゾンビを巻き込んで森へと消えた。

　誰もが、それを目で追った。

　サンダーソニアはもちろん、ガンダグーザさえも。

　視線を戻した時には、決着が付いていた。

　柄の折れた戦鎚を握りしめた首なしゾンビの巨体が、ゆっくりと倒れていく所だった。

　ドズンと、大きな音を立てて巨体が倒れる。

　それにやや遅れて、何かがドンと落ちてきた。

　それは、一体のゾンビの生首だった。

　立派な二本の牙を持つ、立派なオークの首だった。

　首は地面に落ちると、そのままゴロゴロと、ガンダグーザの足元へと転がっていった。

「……ググ……将軍……」

　サンダーソニアは、杖を握り、魔力を込めた。

　ガンダグーザがバラベン将軍を再度立ち上がらせるというのなら、阻止しなければならない。

　少なくとも、詠唱は妨害し、中断させなければ、同じことの繰り返しになる。

　しかし、ガンダグーザはそうしなかった。

　数秒ほどバラベン将軍の首を見てはいたものの、杖に縋すがり付くような姿勢のまま顔を上げ、バッシュの方を向いたのだ。

　バラベン将軍ではなく、バッシュの方を。

　しわがれた声で、オークらしくない顔を。

「バッシュ……愚かなバッシュ……オークを、頼む……」

「心得た」

　ガンダグーザは己の身体からだが縦に真っ二つに両断される直前、確かに笑った。











９．プロポーズ






　かくして、シワナシの森のゾンビは一掃された。

　しばらく散発的なゾンビの出現はあるだろうが、今回のような大量発生は無いものと見ていいだろう。

　エルフ軍の死者は、思ったほど多くなかった。

　各人が精鋭で、粘り強く戦ったというのもあるが、バッシュがゾンビを撃破しながら移動し、ゼルがその道中でエルフを回復させていったのも大きかった。

　ゾンビに致命傷を与えられ、血の泡を噴いている所にオークが現れ、命拾いをした。

　なんでもそのオークは、リッチの所までゾンビの群れを突破し、サンダーソニア様を救ったらしい。

　エルフ軍の中では、そんな噂うわさがまことしやかに流れた。

　中には「いやいや、サンダーソニア様がリッチごときに苦戦するとかないわー」という声もあったが、他ならぬサンダーソニアが肯定したため、真実としてエルフ軍の中に浸透していった。

「これはオークの英雄に感謝しなければなりませんね。どうしましょうか。オーク国に感謝状でも書きましょうか」

「うーむ……」

　トリカブトに言われ、サンダーソニアは腕を組んで唸うなった。

　感謝はしている。

　今、目の前でピンピンしているトリカブトもまた、バッシュ並びにゼルに救われた者の一人だ。

　即死したと思ったトリカブト、戦いの後、せめて葬ほうむってやろうと近づいた所、白く輝く粉を頭の上にもっさりと乗っけた状態で、むくりと起き上がったのだ。

　助けたはずのフェアリーが「うわ、ばっちい」って顔をしていたのが、印象的だった。

「むむ〜む……」

　大事な甥おいっ子のような存在を助けてもらった。

　それどころか、サンダーソニア自身すら、助けてもらったようなものだ。

　だから感謝はしている。

　しているのだが……。

「そもそも、奴やつはなんでこの町に来たんだ？」

「なんで、ですか？」

「うむ」

　真面目な顔で頷うなずくと、トリカブトは「はぁーやれやれ、これだから物わかりの悪い老人は」という顔をした。

「なんだその顔は、やめろその顔、めちゃくちゃ馬鹿にしてるだろ」

「いや、本当におわかりにならないのですか？」

「お前はわかるって言うのかよ？」

「もちろんですとも」

　サンダーソニアは唇を尖とがらせ、言ってみろと言わんばかりに顎をくいっと持ち上げた。

「シワナシ森でオークゾンビが大量発生しているのを、止めに来たんですよ」

「まんまじゃないか」

「つまり、かつて自分の同胞だった者が、他国に迷惑を掛けている。オークとして、それを看過するわけにはいかない、オークの誇りに懸けて……」

「ほう」

「辻つじ褄つまは合っているでしょう？　初日に情報収集をし、翌日からゾンビ退治。バラベン将軍がゾンビ化していると勘付くや否いなや、大量のゾンビであろうとお構いなしに突破し、頭を取る。私も朦もう朧ろうとした意識で見ていましたが、最後にバラベン将軍に名誉ある戦いを挑み、オークの誇りは健在だと教える所など、まさに英雄というに相応ふさわしい活躍だったじゃないですか！」

「まぁな」

　サンダーソニアは頷く。

　確かに辻褄は合っている。

　自分も、あの戦いの最中は、そういうものだと思っていた。

　こいつは、このためにここに来たのだと、ゾンビに堕おちたかつての同胞を、恨みと憎しみから救うために来たのだと、そう思った。

　でも、疑問が残るのだ。

　何か、モヤモヤしたものが。

　例えば、もし自分がオークキングの立場だとして、そもそもバッシュ一人で出歩かせるだろうか。

　護衛の一人も……いや、妖精が一応、一匹だけだがついていたか。

　でも、護衛として一部隊ほど連れていかせるのではなかろうか。

　もし自分が出歩くとなれば……いや、ついてくるのはいつもトリカブト一人か。うん。

　では、何が引っかかっているのだか。サンダーソニアは首をひねる。

「実際ヒューマンの国でも、似たような感じで山賊を退治したらしいですしね」

「なんだそれ、聞いてないぞ」

「私も風の噂で聞いた程度ですがね」

「早く言っとけよな。そういうことは……けど、何か引っかかるんだよなぁ……あ」

　と、そこでサンダーソニアは思い出した。

　バッシュが来た日。夜に出会った時のことだ。

「じゃあなんで、私に対して『また会いにくる』なんて言ったんだ？　おかしいだろ。私がバラベン将軍と戦うなんて、あの時点じゃわからないはずだろ？」

「それは……」

「『フッ、いずれわかる』とも言ってたぞ？　フッだぞ、フッ！　全然わからないじゃないか。いずれっていつだよ！　それとも、あの状況はあいつの作り出したマッチポンプだとでもいうのか？　そんなはずないぞ。あいつには魔力を感じないからな。リッチを操ったり作り出すなんて、できるはずがない」

「うーん……」

　トリカブトも首をかしげ始めた。

　確かに、あの日のバッシュの言動はおかしかった。

　何やら企たくらんでいるような気配をプンプンと匂わせていた。

　とはいえ、バラベン将軍に対する配慮を見る限り、今回の一件を裏で動かしていたとか、そういう感じではなかった。

　むしろ、英雄に相応しい振る舞いだったと記憶している。

「サンダーソニア様」

　と、そこで部屋の扉がノックされた。

「なんだ？」

「その、お客様？　がお見えになっています」

「誰だよ。キン坊か？　だったら今日は休みだって言っておけ。昨日あれだけ働いたんだ。さすがの私もクタクタだ。後始末ぐらいはそっちでやれよ……」

「いえ、それが、オークでして」

　サンダーソニアとトリカブトは、顔を見合わせた。




　　　　◆




　サンダーソニアが住んでいる大樹は、要人が住んでいる。

　そのため、根本にはロビーがあり、受付と警備兵がいる。

　今は、警備兵たちが、遠巻きに一人の人物を警戒している所だった。

　人だかりもできているが、その人だかりも、かなり遠巻きだ。

　ただ、警備にしろ人だかりにしろ、やや好意的な感じではあった。

　囲まれているのは、一人の男。

　緑色の皮膚に、いかつい顔。密度の高い筋肉は、なぜか窮屈そうにエルフ服に押し込まれている。

　そう、エルフの服だ。

　エルフの男が、フォーマルな場に出る時に身に着けるような、深緑を基調とし、黒のラインが入った服である。

　丈が足りておらずツンツルテンだが、正装であるといえよう。

　大剣は置いてきたのか、見当たらない。

　そしてオークの顔の横あたりには、腕を組み、足を肩幅に開いて偉そうに浮遊する、一人のフェアリーの姿。

　バッシュとゼルである。

（正装だと……？　狙いはなんだ？）

　サンダーソニアは訝いぶかしげな視線を送りつつ、バッシュの前へと歩み出た。

　周囲からどよめきが起こる。

（オークと定めた条約の緩和か……？　馬鹿な、このタイミングでそれなら、本当に先のことがマッチポンプじゃないか。オークにそんな知恵があるものか。だが、そうだとしても、今回の一件、こいつの働きに考慮した返事をしないといけないぞ……くそっ）

　サンダーソニアは腰に手を当て、バッシュを見上げる。

　いかつい顔だが若干ながら緊張も見られる。

「で、何の用だ？　ていうか、ここで良いのか？」

「ああ、ここで構わん」

「じゃあ、さっさと用件を言え。私も暇じゃないんだ」

「うむ……」

　サンダーソニアは、そこで初めて、バッシュをまじまじと見た。

　よくよく考えてみれば、あのシワナシの森の悪夢から、この男のことをまともに見たことが無かった。

　オークの英雄バッシュ。

　少なくとも、このシワナシの森に来てから、こいつが問題を起こしたことは無かった。

　シワナシの森には女エルフも大勢いるが、襲われたという報告も聞いていない。

　それどころか、エルフに益のある行動しかしていないように思う。

　あの戦いでも、立派だった。まさに英雄と言うべきレベルで。

　いや、そう、英雄なのだ、この男は。

　そう呼ばれているのだ。

　この私、エルフの大魔導サンダーソニアと同じように。

　つまり、彼もまた、オークの未来、オークの将来、オークの誇りを思って行動しているのではなかろうか。

　なら、エルフとオークとの条約の緩和を狙うのも当然か。

　数々の条約に縛られていては、オークは復興において他国に大きく後れを取りかねない。

「エルフの大魔導サンダーソニア」

「うむ」

　バッシュが懐ふところから、何かを取り出した。

　キラリと光る金属の光。一瞬だけ警備兵が身構えるが、サンダーソニアは動かない。

　この男が、懐に収まるような小さな武器を使うものか。短剣や短刀を使うぐらいなら、己の拳で殴った方が強いだろう。

「これを」

　取り出されたのは、ネックレスだった。

　それも、なんだか金ピカで高そうなやつだ。

　まるで、エルフの男性が結婚を申し込む時に、女性に贈るもののような。

「ん？　なんだそれ──」

「一目見た時からお前に惹ひかれていた。どうか俺と結婚し、子を産んでほしい」

　一瞬だった。

　一瞬で、周囲が静まり返った。

　サンダーソニアもまた、自分が何を言われたのか理解できなかった。

（何て？　結婚ってなんだっけ？　なんでこいつ、私にこのネックレスを渡そうとしてるんだっけ？）

　そんな頭の空転と混乱を経て、ようやくサンダーソニアは理解する。

（ハッ！　もしやこいつ、私に結婚を申し込んでいるのか!?）

　ギアの嚙かみ合った脳みそは、さらに回転を始める。

（なんで結婚なんだ？　落ち着け、考えろ、何か意味があるはずだ、考えろ……そう、そうだ、こいつは、また会いに来ると言った。そう、これが目的だ。私に結婚を申し込むのが……！　そんな馬鹿な！　なんでだ!?　なんで私に結婚を!?　本当に一目見た時から？　えっ、えっ？　マジ？　いや、騙だまされるな！　こいつは私を放置したんだぞ！　あの日、倒したにもかかわらず！）

　サンダーソニアは慌てん坊だが、決して頭が悪い方ではない。

　エルフの大魔導として、常にエルフのことを考えていた彼女は、物事を先読みする能力がある。

　以前に一度だけ出会ったオーク。

　自分を好きになる要素など何もない。

　もし本当に一ひと目め惚ぼれだというのなら、シワナシの森の悪夢の日、ソニアはバッシュにお持ち帰りされて三時のおやつ、もとい三児の母になっていただろう。

　だから、これは噓うそだ。

　じゃあ、真実はなんだ？

　そういえば、こいつは情報を集めていたと聞いた。

　特に、婚活関連のエルフたちに……。

　なら、あるいは自分の今の状況も聞いたのかもしれない。

　結婚に焦あせり、ヒューマンを引っ掛けようとして失敗しまくっているという、恥ずべき現状も知られてしまったのかもしれない。

（もしかして、簡単に手に入る女と見られたのか？）

　そこまで考えたサンダーソニアは、カッと頭に血が上った。

「断る！　誰がお前の子など産むか！」

　そう言い切ると同時に、周囲から「おおっ！」というどよめきが生まれた。

　ややあって、ひそひそとささやきあう声も聞こえてくる。

（なんだ、なに噂うわさしてんだよ、やめろよ……）

　サンダーソニアはそわそわしつつ、バッシュの方を睨にらみつけた。

　せめて、簡単に手に入る女じゃないという所を見せてやろうと、目一杯目に力を込めて。

　バッシュはというと、仏ぶっ頂ちょう面づらだった。

「そうか。残念だ」

　そして、金ピカネックレスを懐にしまい直すと、回れ右して、すごすごと帰っていった。

　あっさりと。

　あまりにあっさりとしすぎていて、サンダーソニアは逆に引き止めようかと思ったぐらいだ。

　なんだか、肩を落としていて、とても落ち込んでいるようにも見えた。
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「なんだったんだ……？」

　ぽつりとつぶやいた言葉。

　サンダーソニアが真意を知ることは、無い。




　　　　◆




　バッシュはとぼとぼと宿への道を歩いていた。

「いやー……オレっちの予想では、完璧なタイミングだったんすけどね。絶体絶命のピンチを助けて、キュンときている所にビシッと決めた男が現れて結婚を申し込む……エルフが発行してる雑誌では、こういうシチュエーションで告白されたいランキング３位だったんすよ？」

「サンダーソニアは『エルフの大魔導』だ。立場もあるのだろう」

　バッシュは戦いを経て、サンダーソニアのことを思い出していた。

　シワナシの森でバラベン将軍が死んだ時、バッシュに重傷を負わせたエルフの魔術師がいた。

　ただ、あの時は顔を見ていないし、名前も知らなかった。

　あの戦いにおいてサンダーソニアは、仮面を付けていた。

　バッシュは知らぬことであるが、魔力を増幅させ、知覚を鋭敏にさせる仮面だ。

　それ以外にも、サンダーソニアはオークの英雄バッシュを抑えるため、エルフに伝わる宝具とも言うべき装備でガッチガチに身を固めていた。

　ついでにいうと、お互いに名乗り合うこともしなかった。

　バッシュは『エルフの大魔導』という存在は知っていたが、サンダーソニアという名前は知らなかった。

　ゆえに、名前を知ったのも、顔を見たのも初めてだった。

　一目惚れというのも、噓ではない。

　あの戦いは、バッシュにとっても印象的だった。戦争において、バッシュは何度も死にかけた。だが、終戦が近づくにつれて、その頻度は減っていった。

　終戦間ま際ぎわ、あれだけの重傷を負ったのは、バッシュとしても久しぶりだった。

　最後の方は意識が朦もう朧ろうとしていて、戦いの決着がどうついたのかも、その後、エルフの軍勢に囲まれていた自分がどう逃げ延びたのかも、憶おぼえていない。

　憶えているのは熊の穴に避難し、ゼルに助けてもらったことだけだ。

『エルフの大魔導』。

　その情報はバッシュも聞き及んでいた。

　太古の昔から現存するハイエルフで、歳としは千二百歳。

　風雷と貞淑を司つかさどる神から力を授かった神子みこで、処女を失えば、その魔力も失うと言われている、エルフの守り神だ。

　処女が力の源なら、結婚などするわけもない。

　いかにバッシュとて、結果はなんとなくわかっていた。

　実際にダメだと、落胆も大きいが。

「見てたぜ！」

　と、そんなバッシュに声を掛ける者がいた。

　振り返るとそこには、一人の女エルフがいた。羨ましいことに、男ヒューマンと腕を組みながら。

　一流の戦士ウォーリア然とした女エルフは、バッシュにも見覚えがあった。

　そう、バッシュに『大おお鷲わしの止まり木』の情報を与えてくれた彼女である。

「お前は……」

「あのソニア様にプロポーズするとはな！　感動した！　オークもああいうことができるんだな！」

「ああ……」

　アザレア……という名をバッシュは知らないが、彼女は非常に興奮していた。

「だが、残念だったな。いかにお前がオークの英雄であっても、あの方は高たか嶺ねの花だ」

「そのようだな。だが、エルフはまだ他にもいる」

「なに？」

　アザレアの顔が殺気を帯びた。

　それを受け、バッシュも拳を握りしめる。しかし、アザレアはすぐに殺気を鎮しずめて「フッ」と笑った。

「そうか……お前はオークだものな」

「それが何か問題か？」

「いや、オーク殿は知らんようだが、エルフは一人の男が大勢に粉を掛けることを嫌う。まして、あれだけ大々的にソニア様にプロポーズしたんだ、他の者に求婚しても、受け入れてはもらえまい」

「つまり、他のエルフを嫁にするのは絶望的ということか？」

「そうなるな」

「むぅ」

　バッシュは呻うめいた。

　まさか、金ピカネックレスを使えるのが、一度きりだとは思ってもいなかった。

　だが、戦場でもそうだった。チャンスというのは大抵、一度しか訪れないものなのだ。

　そして、チャンスを失って初めて、それが一度しかないチャンスだったと気づくのだ。

「ならば、仕方あるまい」

「気を落とさないでくれ。お前ほどの男なら、すぐに相手が見つかるさ」

「だといいがな」

　気を落とすな、と言われても、落とさずにはいられない。

　まさか、失敗するとわかりつつもとった行動で、目に入る全てのエルフがダメになってしまったのだから。

　いかに割り切りのいいバッシュであっても、悔やみはする。

「じゃあ、私はここで失礼する。戦勝記念にダーリンと食事なんだ」

「あの、失礼します……」

　アザレアはそう言うと、貧弱そうなメガネの男を引き連れて、どこかへと歩き出した。

　あれがダーリンなのだろう。

　今まで見たヒューマンの中でも、特に弱そうな男だった。魔法使いにも見えない。

　オークの常識で言えば、結婚など夢のまた夢のような。

「待て。そっちの男に聞きたいことがある」

　ゆえにバッシュは呼び止める。

　アザレアがゆっくりと振り向く。

　ドラゴンのような目だ。もしダーリンに手を出したら、容赦はしないと言わんばかりの。

「お前は、どうやってこの女を射止めた？」

「え？」

　途端、アザレアの目が、男の方を向いた。

　なにそれ私も聞きたい、と言わんばかりの視線。

　男はためらい、たじろぎ、戸惑いつつも答えた。

「僕、戦争中にアザレアさんに命を助けてもらったことがあるんです。サキュバスに捕まって、体も心もボロボロで、もうダメだって時に……だから、その、御お礼れいと恩返しがしたくてエルフの国にきたら、その、アザレアさんが結婚相手を探してて、それで、チャンスだって思って、僕にとってアザレアさんは高嶺の花で、憧れの人だけど、でも今ならアザレアさんの夫になれるかもって、だから思い切って……」

「……なるほどな」

　バッシュは己を恥じた。

　ほんの少しだが、もしかしてこの男は、何か卑ひ怯きょうな手を使ったのではないかと思ったのだ。

　だが、違った。やはりチャンスは一度。それをものにしなければ、勝利は得られない。

　この男は戦士ではないかもしれないが、それを理解し、真っ向から勝負に出た。だから勝てたのだ。

　バッシュとの違いがあるとすれば、バッシュは勝機がないと知りつつ戦いに挑み、男は勝機を見み出いだしてから戦いに臨んだことか。

　勝ち目のない戦いに挑むのは、オークにとって恥ではない。

　だが、勝利を得たいのなら、勝ち目のない戦いに一度きりのチャンスを使うべきではなかった。

　どちらが正しいとは言えない。

　そう、バラベン将軍と、大戦グレイトウ士長ォーロードガンダグーザのように……。

「参考にしよう、感謝する」

「あ、いえ……頑張ってください」

　男は、ペコリと頭を下げると、アザレアと一緒に去っていった。

　心なしか、先程よりもアザレアの足取りが軽く、男との距離も近い気がする。

　ハートマークが飛び交いそうな二人を、バッシュは羨ましそうに見送った。

「お、バッシュの旦那じゃねえか！」

　と、そんなバッシュに声を掛ける者がいた。

　振り返るとそこには、やはり男ヒューマンと女エルフ。

　しかし先程と違い、バッシュの知り合いは男の方であった。

『息根止め』ブリーズだ。

　いや、女エルフの方も見覚えがあったか。

　確か、尽くす女……そう、ドラゴンとでも死力を尽くして戦えると豪語していた女だったか。

「……お前は無事に、相手を見つけられたようだな」

「ああ、お陰様でな」

　ブリーズは鼻の下をだらしなく伸ばし、自分に抱きつくエルフの腰のあたりをなでていた。エルフは頰を赤らめつつも、何も言わない。

　バッシュの鼻にほんのりと、オーク国の繁殖場のような匂いがしたところを見ると、昨晩はお楽しみだったのだろう。

　バッシュからすると、ただただ羨ましい。

　自分には、もう手に入らない。

「旦那はこのあとどうするんだ？」

「そうだな……この町でできることはもう無いらしいが、次に行くべき場所の情報も無い」

「ああ、旦那がこの町に来た理由、無くなっちまったんだもんな」

　オークリッチを倒したことで、オークゾンビの脅威は無くなった。

　その上、エルフの大魔導を助けてオークジェネラルゾンビまで倒したのだから、オークの誇りは守られたといっても過言ではあるまい。

　バッシュの旦那の仕事はおしまいだ。

　と、ブリーズは思っていた。

「……でもそういうことなら、一つ、気になる噂うわさがある」

「何？」

「まあ、俺も詳しいことを知っているわけじゃねえんだが……」

「言ってくれ」

「いや、ほんとに詳しくはねえんだ。ドワーフの国ドバンガ坑で、今回みたいなことが起こってるって噂さ」

　今回みたいなこと。

　そう聞いて、バッシュの脳裏にピンとくる言葉があった。

『他種族との婚活ブーム』

　エルフの国では、あの貧弱そうな男や、自分と似たような立ち位置にいたブリーズでも相手を見つけることができた。

　バッシュもチャンスを逃してしまったとはいえ、あと一歩だった。

　サンダーソニアという、手の届かない相手に声を掛けてしまったがゆえに失敗したが、ヒューマンの国では感じなかった〝手応え〟があった。

　あと一歩。そう感じられた。

　ゆえに、もし今回と似たような状況になっているのであれば、次こそは嫁を見つけることができるかもしれない。

「わかった！　情報に感謝する！」

「おう！　ま、大変だろうが、頑張ってくれ。応援してるぜ！」

　ブリーズはそう言って去っていった。

「ドワーフか」

「ドバンガ坑はここからまっすぐ北っすね」

「行くぞ」

「はいっす！　どこまでもお供するっすよ！」

　エルフの国での嫁探しは失敗に終わった。

　だが、バッシュはすぐに切り替え、次なる情報に望みを懸けるのだった。




　　　　◆




　その日、エルフの国に激震が走った。

　ある情報が流れたのだ。

　これがヒューマンの国だったなら、号外として新聞が配られたことだろう。

　エルフにそうした文化は無いが、しかしことサンダーソニアの噂とあれば、話は別だ。

　人の口から人の口へと、あっという間に伝でん播ぱした。

『シワナシの森でソニア様が犯されなかったのは、ソニア様のあまりの麗うるわしさに、オークが真実の愛に目覚めたからだった！』

　その情報の勢いたるや、瞬またたく間にシワナシの森を駆け抜け、数日の内に勢い余ってエルフ国全土へと到達するほどであった。











エピローグ






　バッシュのプロポーズから数日後。

「まさかバッシュ殿がこちらにいらしたのは、ソニア様の名誉回復のためでもあったとは、想像もつきませんでしたね」

　急速にサンダーソニアの悪評は解消されつつあった。

　オークが彼女をさらわなかったのは、加齢臭のせいではない。

　むしろ漂う色香がオークを惑わしたのだ。

　つまりサンダーソニアからはすごくいい匂いがする。

　そんな噂まで流れるようになり、すれ違いざまに若いエルフに匂いを嗅がれることが多くなった。

　あまりに嗅がれるため、ちょっと恥ずかしくなり、風ふ呂ろ上あがりには、毎回必ずいい匂いのする香水をつけるようになったぐらいだ。

「ゾンビ退治に、サンダーソニア様の名誉回復……シワナシの森において、オークが関係していた事件は、全てバッシュ殿のおかげで解決しましたね」

「私のことは事件ってわけじゃないだろ！　……でもそうだな、オーク国には、正式に謝礼しなければなるまい。エルフが恥知らずだと思われてもかなわんからな！」

「臭い消しぐらいで恥知らずだとは思わないかと」

「だから私のことは事件ってわけじゃないだろ！」

　サンダーソニアはそう言って、窓の外を見た。

　大樹の最上階から広がる、シワナシの森の光景。

　耐火性のある赤い屋根が立ち並ぶ、平和な光景。

　戦時中、ずっと求めてやまなかった、のどかな時間。

　あのまま自分がゾンビに倒されていたら、これが失われたかもしれない。

　そう考えると、バッシュにはどれだけ感謝してもしたりないぐらいだ。

　ついでに化粧台の上に並ぶ香水に関しても、感謝してやってもいい。

「ま、なんだ！　最初は警戒したが、天晴あっぱれな男だったな！　オークには馬鹿で野卑で人のことなんか考えてない奴やつも多いが、さすがに英雄と呼ばれる奴は一味も二味も違うってことか！」

「ソニア様も味がありますしね」

「どういう意味だよ!?」

「しかし、こうなると、結婚を断ってしまったのはいささかもったいなかったのでは？」

「バカッ！　断らなかったら加齢臭のまんまだろうが！」

「しかし、結婚はできていました」

　そうなのである。

　バッシュのプロポーズは、サンダーソニアの悪評を拭い去った。その代わり、今度は良い評判がつきすぎてしまった。

『サンダーソニアの処女性はエルフにとって神聖なものであり、何なん人ぴとたりとも犯してはならない』

　そんな噂が、国内外を問わず流れるようになったのだ。

　となれば、国内ではサンダーソニアへ言い寄ろうとする者はさらに減るし、僅かな望みであった他国の者も、そんな噂が流れているサンダーソニアに手を出そうとはしまい。

　手を出せば、エルフ国と戦争が勃発するのは目に見えているわけだし、サンダーソニアの結婚は、さらに遠のいたと言わざるを得ない。

　ついでに言うと、処女なのもバレてしまった。

　トリカブトに「経験も無いのに、おしめを替えるのはうまいんですね」なんて皮肉を言われるぐらいに。

「ふん！　ふん！　誰がオークなんぞと結婚するか！　あいつら、自分の妻が妊娠したら裸にして村中に見せびらかすような連中だぞ!?　お前はいいっていうのか？　この私が、このサンダーソニアがそんなことになっても！」

「あまりお腹なかの子にはよくなさそうですね。とはいえこのあたりは一年を通して気候が温暖ですし、大事無いのでは？」

「エルフの恥だって言いたいんだよ！」

「あー、いけませんよサンダーソニア様。戦争で捕まったエルフの中には、そういう経験をした者もいます。恥と言ったら差別にあたりますよ？　いいんですか？　国のために戦った者を差別しちゃって？」

「い、いや、別に同胞を差別するつもりは無いぞ!?　ただ、やはり私は恥ずかしいというか、だな。裸体はそうおいそれと見せるものではないというか、旦那様にだけ見せるべきだと思うというか、だな……」

　もじもじと手をすり合わせるサンダーソニア。

　彼女は結婚を急いでいる。相手は誰でもいいと思っているが、結婚後の理想は高い。

　なぜなら彼女はエルフの英雄、サンダーソニアだからだ。

「戦時中はともかく、条約でそういうのは禁止されましたし、そんなことはされないでしょう。バッシュ殿もああ見えて紳士のようですし、大事にしてもらえたと思いますが」

「ふ、ふざけるな！」

　サンダーソニアは腕を組み、壁を向いてプンスカと怒っている。

　しかし、その口元には隠しきれないニヤつきが張り付いていた。

　思い返すのは、バラベン将軍との戦いだ。

　あの時は、憎きオークがやってきた、もうだめだ、おしまいだと絶望して見ていたが、思い返せば、あれほど安心感のある背中は無かった。

　お前には指一本触れさせん。

　そんな言葉を掛けられたのも、千二百年生きてきて、久しぶりだった。

　守られる立場というのも悪くないし、背中を預けて戦える相手でもある。得え難がたい存在だ。

　そう思えば思うほど、記憶の中のバッシュは、どんどん美化されていった。

　今、サンダーソニアの脳内では、バッシュの牙が白銀に輝いている。

「まぁ、あのオークがしつこく何度も言い寄ってくるようであれば、少しは考えてやらんでもないがな！」

「へえ」

「エルフの寿命は長いのだからな。一晩ぐらい……いやさ、奴の望みだし、一人ぐらいなら……うん。世間体的にも別に問題なかろう。裸で街中を引き回されるのは勘弁だが……。むしろ私がオークの英雄の妻となれば、オークとも友好的な関係を築ける。エルフの益にもなる。うん。エルフの益になるんなら仕方ないな！　うん！」

　トリカブトはそれを聞きながら、肩をすくめた。

　サンダーソニアはいつもそうだ。

　たまにこうやって頑固に口では絶対にノーと言いつつも、内心ではイエスに傾きかけているのだ。

　あれこれと理由をつけないと、イエスと口にできないのだ。

「そ、それで。あいつは、バッシュはどこにいる？　別に結婚を承諾するわけではないが、今一度、改めて礼を言っておいた方がいいだろう？　エルフの代表としてな！　な！」

「バッシュ殿でしたら、ソニア様にフラれた翌日には、すでに旅立たれましたよ？」

「え、そうなの？」

「しつこく言い寄ってもらえると思ってたんですか？」

「ぬぐっ……」

「さすがに舐なめすぎでは？　相手はオークの英雄ですよ？　戦争中、サンダーソニア様なんか足元に及ばないぐらいいい女を、たくさん捕まえた男ですよ？」

「ぐぬぬ……」

　実際には一人も捕まえていないのだが、それを知る者はいない。

　オークの英雄なのだから、当然、戦争中は捕まえた女を何人も犯してきたと考えられている。

　それに対して唾棄しないのは、オークの国が制裁を受け、オークたちが条約を守っているからに他ならない。

　今は戦後、他国の文化に対して寛容にならなければいけないのだ。

　まぁ、それはそれとして、サンダーソニアの顔が真っ赤だ。

　自分がいい女だと思っているわけではないが、面と向かって「相手にされるわけないっしょ？」と言われれば、怒りと恥で頭に血が上らざるを得ない。

「た、た、た……」

「？」

　サンダーソニアは叫んだ。

「旅に出るぞ！」

「えっ」

「旅だ！　こんな国にいられるか！　噂うわさが届いていないような所でいい男を見つけてきてやる！」

「……はあ」

「止めても無駄だぞ！　絶対出るぞ！　絶対だ！」

「……」

　トリカブトは唐突に旅に出ると言い出したサンダーソニアをまじまじと見た。

　サンダーソニアは、確かに唐突に変なことを言い出す。

　冗談めいたことを勢いで言ってしまう。

　今回も、その類のものなのだろう。

　だが……とトリカブトは考え、やがてフッと笑った。

「止めませんよ。サンダーソニア様」

「えっ、止めないのか……？」

「ええ。あなたは、エルフのためにずっと尽力してきた……エルフは、あなたに頼りすぎていた。そろそろあなたには、何の憂いもなく、悠々自適に過ごしていただきたい所なのです。でも責任感の強いあなたは、国にいれば我々の世話を焼いてしまう。自ら重荷を背負おうとしてしまう。なら、しばらく他国に慰安旅行に行き、この平和な時代を楽しむのもいいでしょう」

「……」

　サンダーソニアは口をつぐんだ。

　止められると思っていたのだ。やるべきこと、いっぱいあるし。

「いや、うむ……まあ、お前がそう言うなら……でも、本当に大丈夫か？　私がいなくても？」

「はい。後のことはお任せください。このトリカブト……のみならずエルフ一同、責任を持って国を守ってみせましょう！」

「あ、そう……」

　ここまでハッキリと言われてしまうと、「いや、今のはちょっと勢いで言ってみただけ」とは言えないソニアだった。

「うん。じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃいませ」

　かくして、サンダーソニアは旅に出る。

　諸国漫遊、慰安旅行と称した……婚活の旅に。




　　　　◆




　一方その頃、バッシュは北へと移動していた。

　木々をかき分け、茂みを抜け、目指す先は北。

　ブリーズより、次の目的地のヒントを得ていた。

　なんでも北、ドワーフ国ドバンガ坑では、エルフの国と似たような状態になっているらしい。

　ドワーフ女は、オークの好みからすると、少々外れている。

　バッシュも、ヒューマンやエルフと比べて、それほど好きというわけではない。

　だが今回、ヒューストンの言葉に従った結果、あれだけの美人エルフに出会えたのだ。

　次回も期待していいだろう。

「今回はダメだったっすけど、気を取り直して行くっす！　次も頑張るっすよー！」

「おお！」

　バッシュは行く。

　妖精と共に。











あとがき






　皆様ご無沙汰しております。理り不ふ尽じんな孫まごの手てです。

　まずはこの場を借りて、『オーク英えい雄ゆう物もの語がたり』第二巻を手にとってくださった皆様への謝しゃ辞じを述のべさせていただきます。

　皆様、本当にありがとうございます。




　今回は、この二巻を書くきっかけになった出来事について話していこうと思います。

　あれは西暦にして２０１８年の中頃ぐらいだったでしょうか。

　当時、闇のラノベ作家たちの間で、ある行こう為いが流行していました。

『エルフの森を焼く』

　そう、闇のラノベ作家たちは、まるで競きそうかのように、こぞってエルフの村に火を放ち、故郷を失ったエルフたちの姿を見て、愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ、あまつさえ自分がどのように森を焼いたかをＳＮＳに投稿し、捕まえてきたエルフたちの末まつ路ろをトロフィーのように自慢げに見せびらかしていたものです。酷ひどい話ですね。

　そんな光景を見て、私は思いました。

　私もエルフの森を焼きてえ……じゃなかった、私はむしろ森を焼かれるエルフを助けて、エルフとイチャイチャしてえな、と。

　そう思ったのは、同年に公開されたある映画がきっかけでした。

『さよならの朝あさに約やく束そくの花はなを飾かざろう』。

　映画に出てきた種族はエルフという名称ではないですが、ちょっと幼めの姿をした長ちょう寿じゅの種族という、エルフと似たような種族です。村も焼かれます。

　細かい内容についてはネタバレになるので伏せますが、とにかくいい映画です。

　あの映画をみた私は強烈なインスピレーションを受け、次回作では絶対にエルフの村を焼いてやるぞと心に……違う、エルフを助けてイチャイチャするぞと心に決めたのです。

　まぁその、でね、助ける、ということは、ですよ？　やはり一度、ピンチに陥おちいってもらわないといけないワケじゃないっすか？　てなると、森が燃えてしまうのも、まぁ仕方ないことじゃないっすか？　だって助けたいんだから。ね、わかるでしょ？

　そうして私はエルフの森に火をつけようとしました。

　しかし、なんということでしょう。

　燃えないのです！

『オーク英雄物語』ではエルフは火への対策をとっており、家屋は全て耐火性の高い塗と料りょうで塗られていました。そう、うちのエルフは火に強かったのです！

　よくよく考えてみると長年他国と戦争をしていたエルフが、自分たちの弱点をそのままにしておくわけがないという話なんですね。ついでに言えば、それをエルフだけが使うのもおかしな話。なんならエルフ側の勢力だけが使うのもおかしな話。

　というわけで、敵であるオークも、その鎧よろいに同じ塗料を塗りつけることで、火を克こく服ふくしています。この世界の種族は、概おおむね火に強いです。

　対策と鹵ろ獲かくと真ま似ね。こういったものを書けるのが、ファンタジーの面白い所ですね。

　という所から、逆にエルフが火を使い、火に弱いオークゾンビが火の対策を取る、という方向に流れていきました。

　そしてピンチのエルフ、それを助けるオークの英雄。見つめ合う瞳と瞳、近づく心と体、なのにフラれるオークの英雄、ってなもんですよ。

　こうして、『オーク英雄物語』の二巻は完成しました。

　満足度の高い話に仕上がっているのではないかなと思います。

　森を焼けなかったことだけが残念ですね！




　という所で、ページが余ってしまったので、ここからはゲーム『ゴースト・オブ・ツシマ』について語っていこうと思います。

『ゴースト・オブ・ツシマ』はサッカーパンチプロダクションズが開発したＰＳ４用のゲーム。

　文ぶん永えいの役を題材にした作品で、対馬つしまに蒙もう古こが攻め込んできて占領し、それを主人公である境さか井い仁じんがなんとかしていくというストーリーになっています。

　仁君は尊敬するお殿様から「武士らしく誉ほまれある戦いを」と教えられていたため、武士らしくあろうとしますが、蒙古が無限に湧いて出るのに対し、仁君は一人。正攻法ではどうにもならず、お侍様らしくない卑ひ怯きょうな戦法で戦わざるを得なくなったりします。武士らしくあろうとした仁君と、そうしていては救えない人々、それでもなお武士らしくあれと諭す仁君の尊敬するお殿様……そうした摩ま擦さつに悩む一人の男の物語です。

　ロケーションも綺麗で、敷しき詰められた紅葉や、紅葉に染まる山、一面のすすき原など、日本っぽい綺麗な風景が広がっています。

　そうした風景を旅しつつ、武士とはなんぞや、誉れとはなんぞやを考えながら蒙もう古こを倒し、対馬つしまを救っていく、そんなゲームです。

　さて、そんな『ゴースト・オブ・ツシマ』ですが、十月の終わりにアップデートが来まして、オンライン協力プレイモードが追加されました。

　てっきり、本編の追加ストーリー的なものを多人数で攻略していくものだと思っていたのですが、なんとビックリ、本編とはまったく関係のない、完全オリジナルストーリーが待っていたのです。

「平和な対馬に攻めてきたのは『闇の蒙古』！　そのリーダーである『壱与いよ』は邪法を使って鬼や天てん狗ぐを使役し、日の本の神を捕らえてパワーを吸い取り、対馬を滅ぼそうとしている！　冥人くろうどたちよ、今こそ立ち上がれ！」

　と、今までのリアリティ溢あふれる日本らしいストーリーからは考えられないほどぶっ飛んだストーリーです。

　で、こんだけファンタジーな内容なのに、結構面白いんですよ。

　まずこの手のネットワークゲームなのに、右も左もわからない初心者がほとんど存在しない。そりゃそうですよね。大半のプレイヤーは、仁として対馬を救ってきた熟達の冥人たちなんですから。彼らと一緒に、協力プレイでバッタバッタと雑に敵をなぎ倒し、最後には壱与の元にたどり着き、様々なアトラクションを乗り越えてその野望を阻止する。面白くないわけがない。

　操作方法も改善されており、本編でかなり煩はん雑ざつだった武装の持ち替えを、役割によって四等分することでシンプル化。かなり遊びやすくなっています。

　一つだけ難点があるとすると、最終章。壱与と戦う所だけは、身内四人でパーティ作ってやらないとクリアできないって所ですね。

　でも満足度は高いので、『ゴースト・オブ・ツシマ』をやったことのない人は、今からでも四人集めてやってみてください。




　と、長くなりましたが……。

　今回も素敵なイラストを描いてくださった朝あさ凪なぎさん、『無む職しょく転てん生せい』の仕事のせいで注力できず、多大なご迷惑をお掛けしております編集Ｋさん、その他、この本に関わってくださった全ての方々。また、なろうの方で更新を待っていてくださる読者様方。

　今回も本当にありがとうございました。
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